日本が変わると世界が変わる

■一般的に言える日本人の特徴
■日本人の役割－何か意味があるのでは？

■人類（特に日本民族）に終末の到来を告げ、それに備えをさせることにある」。戦争を回避させることよりも、日本人の一人ひとりに終末(世の立て替え・立て直し）に備えての｢身魂磨き｣の大切さを伝えることを重視
■江戸末期の黒住教､金光教,天理教､大本教と続く一連の神次元からの啓示は「大本教」の出口ナオや出口王仁三郎に予言を降ろされた(親)神様の目的は
「人民を一人でも多く救いたいから」
｢自分(出口王仁三郎)のあとにとどめの予言が出てくる」と予言した通りに世に出されたのが
日月神示⇒ひふみ(一二三)神示（昭和19～36年まで）

日本には日本神道の霊系が脈々と流れ、関わっている。
■旧約聖書⇒新約聖書(西洋を中心とした予言との比較)
■世界が変わり｢神の国｣到来までのキーワード
①｢神の国｣の到来を預言する言葉
②次元上昇を阻止しようとしている勢力がある
③｢人民がみな飢餓におよぶ」
④｢卒業組｣は神と共に生活する
⑤｢落第組｣は地獄に永住することになる？
⑥｢世界の人民よ、一日も早く改心なされよ」
⑦“悪魔”が人類の進化を妨害している
⑧人類はいまサナギになりつつある
⑨終末には時間のスピードが速くなる
⑩時間はスパイラル（らせん状）に流れている
⑪｢時間列車」の終点は世界の破局
⑫自分の投げたボールが返ってくる※⇒カルマ・めぐり
⑬｢善は急げ」が身魂磨きの要諦
⑭肉体のまま霊界に行けるようになる※幽体離脱以上
⑮神の御用を行なうのが「ようき(用木)づとめ」
⑯「我が身思案」は要らぬもの
⑰身魂が磨けたら神が憑依して助ける
⑱大峠になってからの改心では間に合わん
⑲大難は小難にすることができる
⑳新約聖書が教える究極のカルマの清算法
 eq \o\ac(○,21)心をつくして神を愛しなさい
 eq \o\ac(○,22)自分を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい
 eq \o\ac(○,23)神は人の髪の毛の１本まで数えている
 eq \o\ac(○,24)人はこうしてふるいにかけられる
 eq \o\ac(○,25)この世での報いを求めず 神の国に富を積みなさい
 eq \o\ac(○,26)この世では幼子のように自分を低くしなさい
 eq \o\ac(○,27)神の力を疑ってはなりません
 eq \o\ac(○,28)人を裁いてはいけません
 eq \o\ac(○,29)心の中に悪い思いを持たないようにしなさい
 eq \o\ac(○,30)父と母を敬いなさい
 eq \o\ac(○,31)親を通じて魂のグループと波長を合わせること
 eq \o\ac(○,32)人生は身・口・意の癖が形になったもの
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-
■一般的に言える日本人の特徴
・日本語を使っている(あ・い・う・え・おの母音ベース 、　日本語は言霊として最強)言葉に出すと大きな力となる。言霊と言挙げ－前向き､ポジティブなことを言う。強い思いとなる⇒アファメーション⇒実行・実現へ
・ほぼ単一民族・単一言語
・照葉樹林文化、原生林に生物の多様性と調和。森の恵みを頂く文化(グリーンベルト帯)
· 農耕定住民族－八百万の神、競争より和「調和」
⇒「大和」､以心伝心､気遣い､人間関係に心配り､結､連
・島国－森を守り､川や海､水生資源を大切にしてきた｡
 魚付保安林､鎮守の森
・諸外国から入ってきた文化に対してもそれを壊さず、独自に融合させて調和させた文化を形成してきた。
・『NOと言えない日本人』というタイトルの本があった｡自己主張を控えて､できる限り争いを避ける。

・一神教を崇拝している人は少ない。

■日本人の役割
・｢潜在的に､｢世界や地球への貢献｣意識が日本人に内在している可能性は非常に高い。
これは､人種的な差別のことではなく､あくまでもそれぞれの国､それから民族の役割意識として。
・日本人のDNAにはこの精神が情報として一人、一人に内在されているのかもしれない。
・健康への関心が高まるなかで世界的にも｢和食｣が見直されている｡⇒｢食｣が｢波動｣に影響⇒経済と平和活動
・唯一の核被爆国⇒JCO⇒星野村の「平和の火」の運動⇒｢フクシマ｣　菅直人首相は震災後初めての海外外交となったＧ８に出席し、各国に救援の謝意と｢フクシマ｣について語った。　　http://www.1pi-ce.jp/ja/
・日本への同情、そして敬意　(浅川　嘉富HPより)
ニューヨークタイム。同紙の元東京支局長ニコラス・クリストフ氏が今回の大地震の翌日、同紙に日本人への思いを綴った文を寄稿。以下は､３月18日の【大紀元日本】に掲載された抄訳の一部　↓
■痛ましい地震の後、今日、我々の思いは日本の人々と共にしている。日本史上最悪の地震。しかし、1995年の阪神大震災を経験したものとして、私はこう付け足したい。「今後数日、数週間、日本を見ていよう。私たちはきっと何かを学ぶだろう」と。
■日本政府の地震対応が特に良いという意味ではない。その政府は1995年の震災救助では間違った判断をしており、他国から送られてきた薬や救助犬を取り上げていた。その政府の無能により、人々はまだ瓦礫の下で生きていた最初の数日間で、いくつかの命が奪われてしまったのだ。
■しかし日本の人々の忍耐力、冷静さと秩序は、実に気高いものだった。日本には「我慢」というよく使われる言葉がある。英語にはぴったりの訳はないが、 「toughing it out（耐え抜く）」と似た意味。神戸の人々がまさにそれを実行したのだ。彼らが勇気と協調性と共通目的を持って｢我慢」したことに、私は畏敬の念さえ抱いた。
■日本にいた間、私はしばしば日本人の秩序と礼儀正しさに感動していたが、神戸の震災後ほどその思いが強くなったことはない。神戸空港がほぼ全壊し、街中の商店のガラスが割れていた。私は略奪や救援物資をめぐる争奪をスクープしようと街中を探し回った。ようやく、２人組の男に強盗に入られたという店主に巡り会えた。私は少し大げさにこう尋ねた。「同じ日本人が、自然災害を利用して犯罪に走ることに、驚きはありますか？」店主は驚いた顔で「誰が日本人だと言った？彼らは外国人だったよ」と答えた。(中略)

■日本の回復力と不屈の精神に、気高さや勇気を感じる。世界もまもなくそれを目の当たりにするだろう。これはまた、綿密に編み込まれた日本の社会組織、彼らの強さと回復力が、輝きを放つときでもある。日本の人々は必ず力を合わせてくれると私は信じている。その姿は、分裂と口論と私利私欲にかられたアメリカの現状とは対照的と言えよう。私たちは日本から学ぼう。私たちは日本を思い、そして、この痛ましい地震を経験した日本に深い同情と、深い敬意を表したい。
■これからの地球､世界は｢競争｣⇒｢共存共栄｣の時代へ

■東北関東大震災を受けて日本人の意識が変わり世界どう変わるか？｢ゼロからの再々出発｣｢持続可能な社会｣
原子力発電⇒福島第一発電所の被害状況⇒エネルギー政策への影響は？⇒ドイツ、イタリアなどで
*-*-*-*- (日本神道系) 日月神示・ひふみ神示と中山みきの｢おふでさき｣となわふみひとのＨＰより一部抜粋
■江戸時代に黒住宗忠によって始められた黒住教を皮切りに､金光教,天理教､大本教と続く一連の神次元からの啓示はこの日月(ひふみ)神示を持って終わりとされている｡それは、大本教教主の出口王仁三郎が、「霊界物語」をはじめいろいろな神次元の書を遺したあと、「自分のあとにとどめの予言が出てくる」と予言した通りに世に出されたのがこの日月神示⇒ひふみ(一二三)神示だった。
■内容的には、天理教の「おふでさき」や大本教の「大本神諭」「伊都能売（いづのめ）神諭」などとも重なる部分があるが、終末の後の神の世の様子や、神の世にいくために必要な今の暮らし方についての記述が具体的で、しかも圧倒的に充実しているのがひふみ神示
■出口ナオが｢お筆先｣によって日清･日露戦争を予言し､また王仁三郎が､太平洋戦争の勃発とその後の日本の惨状について次々と予言をしたのは､ひとえにこれから起こる｢世の立て替え･立て直し｣を信じさせるためだった。
・王仁三郎の場合は､世の立て替え･立て直しのために、｢型示し｣としての｢大本弾圧｣誘導が必要だった。
■大本教の目的（使命）は、「人類（とりわけ日本民族）に終末の到来を告げ、それに備えをさせることにある」ということ。太平洋戦争を回避させることよりも、日本人の一人ひとりに終末(世の立て替え・立て直し)に備えての「身魂磨き」の大切さを伝えることを重視している。
・神さまのおっしゃること（予言）が次々に当たれば、人々は『大本神諭』や『伊都能売神諭』としてまとめられている「終末予言」に関心を持ち、その処方するところを信じると思われたから
・「大本」のナオや王仁三郎に予言を降ろされた(親)神さまの目的は、「人民を一人でも多く救いたいから」ということ。つまり、今のままでは“救われない魂”がたくさんあるということの警告でもある。
(１)世の立て替え・立て直しは避けられない。
（「ミロクの世」へと移るために必要なプロセスである）
(２)しかし、今のままでは人民の多くは「ミロクの世」に進むことができない。だから、特に世界のひな型となっている日本に住む人民が率先して「身魂磨き」をしなければならない。
(３)そのことを早くから（明治25年から）出口ナオを通じて伝えているが、人民はなかなか信じない。
(４) このままだと圧倒的多数の人民は救われない（＝ミロクの世に進めない）可能性が高い。それでは可哀想だから､信じるようにいろいろと(予言などで）教えている。
・霊界では、大本で起こったことは日本で起こり、日本で起こったことは世界に波及する―というひな型ができあがっている｡
・王仁三郎は、太平洋戦争を回避させるどころか、逆にそのことによって日本が壊滅的な打撃を受けることの｢ひな型｣を演出したことになる。つまり、今日の世界が混迷から脱出するには「世の立て替え・立て直し」が不可欠であることから、そのための道筋づくりとして「大本弾圧」→「日本の敗戦」の｢型｣を実行したと見られる｡
・そして､次はいよいよ「世界の番｣ということになる。
・「ひな型」⇒「大本」にも「日本」にも「本（もと）」という文字が含まれているが、「日本」の由来は「日の本」、｢霊（ひ）の本」から来たと言われている。
・日本の地形が世界のひな型になっていることも出口王仁三郎が明らかにした。物理的地形と同様、霊界においても世界のひな型として機能していると言われている。
・「日本が乱れると世界が乱れる」ことに気づいている霊能力者は王仁三郎の他にもいる。
・その日本のさらなるひな型として、「艮（うしとら）の金神」の復活を告げる「大本」が誕生し、終末の「型示し」を完了したということになる。出口ナオや出口王仁三郎を通じて「大本」に降ろされた予言の伝える内容は一貫していて、「世の立て替え・立て直しの時節がきた。この世は新（さら）つ世に変えてしまうから、人民は身魂を磨いてそれに備えよ」というものだった。
■①神の国の到来を預言する言葉
この世の終わりと神の国の到来を告げる表現は、新約聖書の中にも随所に見られる。
・｢時は満ちた、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信ぜよ」　　　　　　　　　　　（マルコによる福音書）
・「神の国」とは次元上昇した新しい世界(※五次元)を意味している。
・クリスチャンの間では、「天国（あの世）」のことと解釈している人もいるようだが、「あの世が近づく」というのはどう考えてもおかしい。
・「御国が来ますように。みこころが天に行なわれる通り、地にも行なわれますように」（マタイによる福音書）
・この「御国」も次元上昇した新しい世界を意味する言葉だと思われる。「天」は霊界（五次元以上）のことで、霊界では既に大掃除が行なわれ、神の国に移行する準備が終わっているということ。その霊界で行なわれた大掃除と同じことが、この地上世界でも行なわれますように、という祈りの言葉だ。
・この世で起こることはまず霊界にその原型が作られることになっていることを表している。この宇宙では、まず高次元の世界で起こったことが徐々に移写されてきて、最終的に、最も波動の粗い物質次元に現れてくると言われている。だから､この祈りの言葉は､まず天で行なわれた神の計らいが､地にもその通りに行なわれることを願う言葉。
・ナオに降ろされた｢大本神諭」の内容は､新約聖書と同じく｢世の終わり｣と｢新しい世界の到来｣を告げている｡
「三千世界、一度に開く梅の花。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(うしとらのこんじん),艮の金神)の世になりたぞよ。梅で開いて松で治める、神国の世になりたぞよ。日本は神道、神が構わな行けぬ国であるぞよ。外国はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(けもの),獣類)の世、強いもの勝ちの、悪魔ばかりの国であるぞよ。日本も獣の世になりておるぞよ。これでは国は立ちてはいかんから、神が表に現れて、三千世界の立て替え立て直しを致すぞよ。用意をなされよ。この世はさっぱりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(さらつよ),新つ世)に替えてしまうぞよ」（大本神諭・天の巻）
・｢一念三千｣という言葉があるように､｢三千世界｣は｢念｣すなわち心の世界。｢三千｣は｢すべて｣という意味で、霊界･幽界も含むすべての次元ということを表している｡
・今回の立て直しはこの三次元の物質世界だけのことではないということです。「新つ世に替える」という言葉からも、物質次元の地球が一新されることがわかる。
・この地球を一新する理由として、私たちが先進的な文明として採り入れてきた西洋文明に問題があるからだとハッキリ述べられている。「強いもの勝ちの、悪魔ばかりの国」と、今日の資本主義社会（お金で治める社会）の問題点が指摘されている。
■②次元上昇を阻止しようとしている勢力がある
・やっかいなことに地球の次元上昇を阻止しようとする勢力がこの地上に存在していて、それは今日の世界の政治や経済を陰から操作していると見られる。しかも、その陰の勢力の頂点には異次元の存在（宇宙人的存在）が君臨しているとか。
・世の終わりのシナリオ、サタンのシナリオの立役者たち、「地球の次元アップを阻止しようとする勢力」と表現しているのは「陰の超国家権力」のことを指している。
・「イルミ●●●」「フリー●●●●」「３００人●●●」「ビルダー●●●倶楽部」「円卓会議」‥‥などなど、
・かつてケネディというアメリカの現職の大統領が、テレビが中継している中で白昼堂々と射殺されたのに、その犯人が逮捕され…射殺され…なぜか。…

・実は、「大本神諭」や「日月神示」の中には、霊界におけるそのような「悪神」の動きがはっきり述べられている。また新約聖書の中にも、イエスの言葉として同じ意味の記述が見られる。
・そもそも今回の終末といわれる現象は、そのような悪神のはびこる世界を立て替えて（破壊）、善ひとすじの世界に立て直す（建設）という意味がある。
・悪神にコントロールされている「陰の超国家権力」の頂点にいるグループは、日本が特別な霊的意味を持つ国である(世界のひな型である）ことを知り尽くしているため､その日本を(日本国民を)堕落させ、国の魂を劣化させようと、さまざまな攻撃を仕掛けているのではないか。
・その一つが、株などのマネーゲームに狂奔するように国民を誘導したり、真面目に働いても極貧に甘んじなければならない層を大量に生み出す政策を実行するように政府中枢に働きかけて、拝金主義=「国民の気持ちがお金に支配される社会」を定着させるといった内容だ。
・「大本神諭」にも「日月神示」にも、日本がそのような拝金主義の社会になることを強く戒める記述がある。
・さらに、戦後の食の西欧化により生活習慣病と称される病気の蔓延や、若者たちの「キレる」現象、さらには異常な殺人事件の多発に見られる社会不安の醸成なども、すべては「霊的に澄み切った日本」を徹底的に破壊し尽くそうという異次元における計画が実行に移された結果だと見ている。
・このことは、「大本神諭」や「日月神示」などの予言の中に、一種の警告として繰り返し述べられている。
・「大本→日本→世界」というひな型構造について説明したが、まさに、いまこそ日本に住む私たち一人ひとりが、地球のため、世界人類の進化のために特別の使命を負わされていることを自覚し、自らを律すべき時であることがわかる。もはや、株などに狂わされて拝金主義の片棒を担いでいる時間はない。
・以下は『大本神諭・天の巻』（平凡社）の抜粋で､仮名遣いは、一部現代仮名遣いに改めた｡
■大正５年旧１１月８日
・大本の神の教えの通りのまことの修行のできておる身魂は、らくに神界の御用が勤まるなれど、修行のできておらん身魂は辛くなるから、まことの神の道は、修行しただけのことよりできはいたさんぞよ。世に落ちておりた身魂は、どんな辛い修行もいたしておるから、「さあここ」というところでは、ビクともせずにらくに御用が勤まるぞよ。
・世に出ておりて、今まで結構に暮らして来た上流の守護神よ、一時も早く改心なされよ。もう世が迫りてきたから、横向く間もないぞよ。
・これからは悪の霊の利かん時節が回りてきたから、今までのようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(つよいものがち),優勝劣敗)の世の持ち方は神が赦さんぞよ。今までは神はどんな辛抱もいたして、この世のくるを待ちておりたぞよ。
・日本は慾な人民の多い国、外国は学の世であるから、どんなことでもいたすぞよ。日本の人民は神の国に生まれながら、神をおよそにし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(われよし),利己主義)の強欲ばかりを考えて、金のことになりたら、一家親類は愚か親兄弟とでも公事（＝訴訟）をいたすむごたらしい身魂になりきりておるぞよ。これでは神国の人民とは申されんぞよ。
・日本は神の初発にこしらえた国、本のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(おやぐに),祖国)であるから、世界中を守護する役目であるぞよ。世界の難儀を助けてやらねば、神国の役目が済まんから、日本の国の人民を一番先に神心に巻き直して、外国人まで一人も残らず神心に戻してやらねば、日本の神と人民の役が済まんので、天の大神様へ日々艮の金神がお詫びをいたして、世の立て替えを延ばしてもろうて、世間に一人でも多く日本魂にいたしたさに、神は昼夜の気苦労をいたしておるから、日本神国の人民なら、ちとは神の心も推量いたして、身魂を磨いて世界の御用に立ちてくだされよ。
・もう世が迫りて来て、絶体絶命であるから、どうする間もないぞよ。神は急ぐぞよ。日本の人民が早く改心をいたしてくださらんと、世界中の難渋が激しくなりて、何もかも総損ないとなるぞよ。
・日本の国に神が仕組んだ世界の誠を、外国は何も知らずに、日本の国を我が物にいたそうとして、えらい企みは奥が浅うて狭いから、ここまで九分九厘は面白いほどトントン拍子に来たなれど、天の時節がまいりて、悪神の世の年の明きとなりて、悪の輪止まりで、向こうの国には死にものぐるいをいたしておるなれど、どこからも仲裁に入ることもできず、見殺しで、神なら助けねばならんけれど、余り我が強すぎて、どうしようもないぞよ。
　　　　　　　　　　―『大本神諭・天の巻』（平凡社）
・ここでも「修行のできていない人間はこれからは辛いことになる」と警告されている。身魂磨きの必要性を強く訴えている。その点では、むしろ「世に落ちておりた身魂」すなわち、この世では下積みの不遇な暮らしを強いられている人ほど、「どんな辛い修行もいたしておるから」、終末の土壇場では「ビクともせずに」神様の御用が勤まるという。
・ここでも、今日の日本人が、神を適当に扱い、利己主義（我善し）の強欲ばかりを考えていること、お金のことになったら親兄弟とでも争うような醜い魂になっていることを嘆いている。
・また、日本は世界の祖国（＝ひな型の国）であり、世界中を守護する役目があることが述べられている。そして「世界のひな型の国・日本」を手に入れようする勢力があって、これまでは面白いほどトントン拍子に来たという。今日の日本社会と日本人の堕落した姿を見ると、この指摘の正しさが理解できる。
・しかしながら、いよいよ「天の時節」が訪れたので「悪神の世」は終わりとなり、悪神の仕組んだことは土壇場で覆されることになる。
・ここで紹介した内容は、「大本神諭」の中では繰り返し、繰り返し述べられている。それだけ重要な意味を持っているということで、ぜひ肝に銘じていただきたい。
■③「人民がみな飢餓におよぶ」
世界のひな型といわれる日本は、終末現象が最も顕著に現れる場所になる。その時の私たちの心の持ち方が世界の終末現象に大きな影響を与えると、わが国の神道系の予言に述べられている｡(日月神示によれば、日本人は今日食べるものにも不自由するような事態を経験する)
・『大本神諭・天の巻』（平凡社）の中に、この内容をきっちり説明した一文がある。
・「陰の超国家権力」の頂点にいる霊的存在（悪神）が、世界のひな型である日本を我が物にし、世界中を支配下に置こうと狙っていることや、日本人が改心（身魂磨き）をしないと「アフンとして四つん這いになって苦しむような出来事」が避けられなくなること、日本人は飢餓を経験せざるを得ないこと―などがリアルに描写されている。
・この神示の文章は、明治生まれでほとんど読み書きもできない出口ナオに降ろされたものを口述筆記したもので、昔言葉になっていて読みづらい部分もあるが､日本と日本人のことを､そして世界の人々のことを思いやる温かい､そして厳しい神さまの声が波動として切々と伝わってはこないか？
・神示の結論部分では、「日本には特別の経綸（しぐみ）がしてあるから、（身魂さえ磨いておれば）外国がどんなことをしてきても心配はいらん」と述べられている。
これは『日月神示』と大変よく似た表現である。このことからも、『大本神諭』を初めとする大本系の予言と『日月神示』は、全く同じ神さま（同じ霊系統＝艮の金神）から降ろされた神示であることが判る。
・これから紹介する神示は｢世の終わり｣に関して大変重要な内容を含んでいる｡なお､神示は古い仮名づかいになっているので､私の判断で現代仮名づかいに改めた。
・何もかも一度に破裂いたす時節が近寄りて来たから、何時までも我を張り欲に迷うて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(われよし),利己主義)のやり方ばかりいたしておる守護神よ、人民よ、ここまでに神が気を付けてやりておるのを、何時も啼く烏のように思うて油断をいたしておると、思いがけないことがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しゅったい),出来)いたして、ビックリ虫が出るぞよ。
・「何もかも一度に破裂いたす時節が近寄りて来た」ということの意味は、「これまで人は生まれ変わり（転生）の中で少しずつ過去生のカルマを解消してきたが、これからは生まれ変わりということのない世の中になるので、残っているすべてのカルマを一気に清算してしまわなくてはならなくなった」と理解すべきでしょう。それが現世的に見ると「一度に破裂する」という姿に見えるということです。善いことも悪いことも、一度に現れてくることになる。
・昨今の地球規模の気象異変や、国内においても異常な犯罪などが多発している社会現象を見ていると、既にその現象が加速されつつあるのを感じる。個人のカルマはもちろん、国家や民族、あるいは人類全体で生み出してきたカルマの清算は、これからますます加速され、激しいものになると思われ、最後は「一度に破裂」する形で次元上昇へと進むのでは？
・そして､｢(世界中で起こっているさまざまな気象異変などを）昔からあることだとばかりに高をくくっていると､思いがけないことが起こるぞ」と警告している。今日ではほとんどの日本人が陥ってしまいつつある｢利己主義｣の生き方を改めないと救われないということ｡
・また、この神示は「人民」だけに訴えているのでなく、その人民の「思念」に影響を及ぼす背後霊集団（守護霊を含む）の元締めともいえる守護神そのものに対して警告を発しているところに特徴がある。
・低級霊のイタズラ半分の霊言とちがって、まさに霊格の高い高級神霊からの霊言であることを確信することができる。
・実地が一度になりて来たら、どうにもこうにもしようのないことが、日本の国にもでけるから、万古末代取り返しのつかんことであるから、これだけに気を付けるのであるぞよ。
・「実地が一度になる」というのは、カルマが一度に表面化（現象化）するということで、自然現象としては、日月神示にもありますように「陸が海になり、海が陸になる」といった状態を意味するものと思われる。ただ、この神示の前後の内容から判断すると、「万古末代（＝未来永劫）取り返しのつかんこと」というのは物理的な出来事を意味しているのではなく、霊的な内容であることがわかります。つまり、多くの日本人の魂が大変厳しい世界に置かれてしまって、二度と浮かばれない状態になることを述べている。
・これまでは、人は死後霊界（幽界）の低い世界に行ったとしても、やがて気づきを得て生まれ変わり、新しい人生でまたやり直す（カルマを解消する）ことができたが、この終末の洗礼を受けたあとは、もはや挽回のチャンスはなくなるようだ。それも未来永劫ということで、同じ内容は日月神示にも繰り返し出てくる。
・この神示を伝えている高級神霊にはそのことがよくわかっているので、「これだけ（繰り返し繰り返し）忠告しているのだ」ということ。
・日本の国は世界にまたとない結構な神国であれども、今の人民は冥加が尽きておるから、「外国の方が何もかも日本よりは良い」と申して、これまでに外国に精神から従うてしもうて、今の日本の上下の体裁、往きも還りもできよまいがな。
・「日本の国の今の人民は冥加が尽きている」と述べられている｡つまり、「魂が穢れてしまって神の守護を受けられない状態になっている」ということ。
・言うまでもなく、明治以降の生活の洋風化の中で、
利己主義(我善し＝自分さえよければよいという考え）と拝金主義（お金さえあれば幸せ、お金がないと不幸せ、という生き方）によって魂が穢されてしまった。
・「上下の体裁」という言葉の意味は難解です。「上」は霊界にいる存在で守護神のこと、「下」は人民である肉体人間のことでしょう。そのパイプが詰まってしまって、往還ができない状態になっているということで、霊界の高い位置からしか見ることのできないこと。「守護神が肉体人間を正しく導くことが難しい状態になってしまっている」ということ。
・これまでのやり方は、日本の国が外国風になりてしもうて、世に出ておれる守護神がみなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(からみたま),体主霊従)であるから、…日本人の身魂がさっぱり外国人の身魂になりきりておるから、これほど世界の苦しみが多くなりて来るのであるぞよ。
・「世に出ている」は文字どおり「出世している」という意味。政治家や学者、経営者など、世の中を動かしている人物たちが外国かぶれをして日本魂を失っているので、日本の乱れが世界の乱れとなり、世界中の人々の苦しみを作り出しているということ。
人民がみなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かつえ),飢餓)におよぶことが出てくるぞよ。
畜生国のように終いには人民をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(えば),餌食)にせんならんようなことができようもしれんが、何ほど詰まりて来ても、日本の国は共喰いというようなことはできんぞよ。
・「共食い」とは｢人が人の肉を食べる｣という意味で、日月神示にも全く同じ表現がある。ここでは更にはっきりと｢終いには人民（の肉）を餌食に｣すると述べられている｡肉食に慣れた現在の国民は､終末の土壇場の食料危機の中では、最終的に人間の死体の肉を口にする事態もあり得ることが警告されている。
・旧約聖書にも､モーゼに率いられた人たちの中に｢ああ、肉が食べたい｣と絶叫する者がいたという事例が述べられている。肉食に慣れた舌はもっとも飢えに弱い。
しかしながら、もし人間が人間の肉を食べる過ちを犯すならば､もはやその魂は永遠に救われることはなくなり、獣への道をまっしぐらに転がり落ちて行く｡そういう意味では、現時点から食生活の中で肉を食べる習慣を断っておく方が賢明ではないか。
・お土から出来た物であれば、どんな物を喰ても辛抱が出来るから､｢大根の株でも尻尾でも赤葉でも、常から粗末にするでないぞよ」と申して、毎度気を附けてあるぞよ。常から心得の良いものは、最後の時によく判るぞよ。
・人民が口にすべきは「お土から出来た物」ということで、野菜や果物などの植物を食すべきだと述べられている。穀物菜食をしている人間は飢えにも強い｡また､植物を食するならば､いざとなれば日本の国土には飢えを凌ぐための食べ物はいくらでもあるということ。
・｢常から心得の良いもの｣とは､｢普段から食べ物を大切にしている者｣という意味にもとれる｡それから､｢食べ物｣には｢水｣も含まれていると見るべき｡普段から水を粗末に扱わないように肝に銘じておきたいものだ｡
「他人はどうなろうが、我さえ信心いたして良くしてもらいたい」というような未熟なこころでは、十分な守護はないから、万度参りをいたしたとて、実地が出てきてからの改心は間に合わんぞよ。
・「実地が出てきてからの改心は間に合わん」とある。これも日月神示にまったく同じ内容が繰り返し出てくる｡終末の土壇場の大混乱の中で、｢神様助けてください｣と神頼みをし、｢心を入れ替えます｣と懺悔をしても、もはや間に合わないということ。
・「善いと思ったことをすぐにやるのが身魂磨き」（日月神示）と述べられている｡高をくくっていては取り返しのつかないことになる。
世界中を悪神の頭のものといたして、もう一段上へ上がりて、王の王になりて、末代の世をこのままで続かしてやろうとの大きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(たくみ),計略)をいたしておるぞよ。
・これが｢サタンのシナリオ｣の全貌である｡この世の中では､「陰の超国家権力」が黒幕だと言われているが､その頂点には霊的存在(悪神)が君臨しているという｡
・このたびの終末は､善悪二神の戦いという見方もできるが､悪神といえども宇宙絶対神からすれば手のひらでの働きに過ぎないと言ってよい｡ただ､終末の大混乱の中で多くの人民の魂を自らの影響下に置くために､さまざまな計略をめぐらしているのでは。
・今日の日本国民の総白痴化､幼児化現象から､まさに悪神の企みは着々と成果を収めつつあるように思われる。
けれども日本は神国であるから、外国の霊魂では、出来も解りもいたさんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しぐみ),経綸)がしてあるから、日本の元の一輪の霊魂には、到底敵わんぞよ。
・｢日本は神国｣という意味が､今日の日本国民にはほとんど理解できなくなっている｡｢日本は何も特別な国ではない｣と断言している著名人を見かける。拝金主義の徒とも思える人物ではあるが…｡
最後の最後ではこの国が世界の模範として､次元上昇の大きなカギを握っているのでは｡それを信じることができれば､これから何が起こっても心配することはない。
悪のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(たね),胤)は今度は残らず平らげてしもうて、２度目の世の規則通りに、善一つの道にしてしまうぞよ。
・終末における「世の立て替え、立て直し」のあとに生まれる世界では、悪の原因となるものは一掃されて、善一筋の世界が誕生するという｡これぞ聖書で述べられている｢神の国｣であり､日月神示に出てくる｢ミロクの世｣なのではないか。
■④「卒業組」は神と共に生活する
これまで輪廻転生(生まれ変わり)を繰り返し､そのことを通じて生き方を学んできた現人類は、ここで卒業組と落第組に分けられ、卒業組のみが次元上昇した新しい地球の上で暮らすことになる。しかも、新しい世界では神様のような存在（イエスなど？）と一緒に暮らすことになるという。（聖書や日月神示にその記述がある）
ここでのポイントとなるのは次の４点である。
（１）この世での輪廻転生(生まれ変わり)はこの終末で終わる。
（２）人類は卒業組と落第組に分けられる。
（３）卒業組だけが次元上昇した新しい世界（神の国・ミロクの世）に移行する。
（４）次元上昇した新しい世界では、神のような高級霊と一緒に生活する。
・最近、テレビなどが「死後の世界」について取り上げるようになったことで、スピリチュアルな世界に対する関心が高まり、「人間は、死んだ（＝肉体がなくなった）後も魂は霊界（幽界）で生きている」ということを多くの人が信じるようになってきた。今後そのことがさらに多くの人の共通認識になっていくことと思う｡ここでは、これまで人が輪廻転生（生まれ変わり）を繰り返してきたことを前提として話を進める。
・私たちの魂を磨く場としてのこの物質世界がまもなく終末を迎えるため､輪廻転生(生まれ変わり)という霊的な仕組みが終わるという｡そして､｢これまでの生まれ変わりの過程でどの程度まで進化したか｣が､この終末のカタストロフィー(破局･消滅)の中で試されることになる｡
・次元上昇(アセンション)に必要な進化のレベルに達している魂は、三次元の肉体人間（ホモ・サピエンス）を卒業し､新約聖書のイエスの言葉として有名な｢新しい革袋｣を得て、｢神の国｣に生まれ変わることになる。
一方、卒業できるレベルに達していない魂は、「落第組」として別の世界（悪魔に支配された地獄的世界？）に移されることになっているという。
・今回の｢終末｣は現人類が初めて体験することですから、誰もその具体的な内容は分からず､まして証明することはできない｡そこで神次元にいると思われる高級神霊から伝えられた神示を頼りに、
上記（１）～（４）の内容を検証することとする。
・信じた結果として何かを失うようなことはなく逆に、それを信じないために、自らの魂を磨く努力を怠り、「落第組」となって地団駄を踏む可能性があることは覚悟しておくほうがよい｡終末において人がそのように分類されることが、新約聖書やわが国の神示のなかにきっちり述べられている。
・予言の一つである「日月神示」に示されている内容をとして､「人類が卒業組と落第組に分けられる」ことの証明となる記述について
・日に日に厳しくなりて来ると申してありたこと始まっているのであるぞ。まだまだ激しくなって、どうしたらよいか判らなくなり、あっちへうろうろ、こっちへうろうろ、頼る処も着るものも住む家も食う物もなくなる世が迫って来るのだぞ。それぞれにメグリだけの事はせなならんのであるぞ。早い改心はその日から持ちきれないほどの神徳与えて、嬉し嬉しにしてやるぞ。寂しくなりたら訪ねてござれと申してあろがな。洗濯次第でどんな神徳でもやるぞ。神はお陰やりたくてうずうずしているのざぞ。今の世見ても、まだわからんか。神と獣とに分けると申してあろが。早うこの神示読み聞かせて、一人でも多く助けてくれよ。　　　　　　　　（日月神示）
・今の内に神徳積んでおかんと八分通りは獣の人民となるのざから、二股膏薬ではキリキリ舞いするぞ。キリキリ二股多いぞ。獣となれば、はらから食うこともあるぞ。
　　（日月神示）
・今度は親子でも夫婦でも同じように裁くわけにはいかんのざ。子が天国で親が地獄というようにならんようにしてくれよ。一家揃うて天国身魂となってくれよ。国皆揃うて神国となるようつとめてくれよ。　（日月神示）
・牛の食べ物食べると牛のようになるぞ。人間の食べ物は定まっているのだぞ。獣と神が分かれると申してあろうがな。縁ある人々に知らせておけよ。日本中に知らしておけよ。世界の人々に知らせてやれよ。　（日月神示）
・神世の秘密と知らしてあるが、いよいよとなりたら地震雷ばかりではないぞ。人間アフンとして、これは何としたことぞと、口あいたままどうすることも出来んことになるのぞ。四つん這いになりて着るものもなく、獣となりて這い回る人と、空飛ぶような人と、二つにハッキリ分かれて来るぞ。獣は獣の性来いよいよ出すのぞ。（日月神示）
・ところで、現時点で卒業組と落第組がどのような比率になるのか､そのこともちゃんと神示には示されている。
・何もかも三分の一じゃ。大掃除して残った三分の一で、新しき御代の礎と致す仕組みぢゃ。三分難しいことになっているのを、天の神にお願い申して、一人でも助けたさの日夜の苦労であるぞ。（日月神示）
・この世はいったん泥海になるところであれども、金神が天の大神様へお詫びを申して、助けていただかねば、世界の人民が可哀想であるから、なんでも人民を助けたさに神が永らく艱難苦労をいたしておれども、知りた人民は読むほどよりないので、神の経綸（しぐみ）は延びるばかりであるから、この大本へ立ち寄りて、神のお話を聞かしてもろうた人民だけなりと、改心をいたして、元の日本魂に立ちかえりてくだされよ。もう何時立て替えが始まるか知れんから、後でジリジリ悶えいたしても、もう仕様がないから、何時までも気をつけたが、もう気のつけようがないぞよ。日本の人民から改心をしてくださらんと、世界の人民三分になるぞよ。
（大本神諭・天の巻）
・「新約聖書」にも、以上の「日月神示」の内容と同じ意味と思われる記述がある。
・すると弟子たちは、みもとにきて言った。
「畑の毒麦の譬えを説明してください」。
イエスは答えて言われた。
「良い種をまく者は、人の子である。畑は世界である。良い種というのは御国の子たちで、毒麦は悪い者の子たちである。それをまいた敵は悪魔である。収穫とは世の終わりのことで、刈る者は御使いたちである。だから、毒麦が集められて火で焼かれるように、世の終わりにもそのとおりになるであろう。人の子はその使いたちをつかわし、つまずきとなるものと不法を行なう者とを、ことごとく御国からとり集めて、炉の火に投げ入れさせるであろう。そこでは泣き叫んだり、歯がみをしたりするであろう。」　　　　　　　　　（マタイによる福音書）
・そのとき、ふたりの者が畑にいると、ひとりは取り去られ、ひとりは取り残されるであろう。ふたりの女がうすをひいていると、ひとりは取り去られ、ひとりは残されるであろう。だから眼をさましていなさい。いつの日にあなたがたの主がこられるのか、あなたがたには、わからないからである。 　　　　（マタイによる福音書）
・それでも信じない人たちはどうなるのか――ということについて、「日月神示」「大本神諭」の中にはたくさんの記述がある。
・大峠の最中になったらキリキリ舞いして、助けてくれと押し寄せるなれど、その時では間に合わん。逆立ちしてお詫びに来ても、どうすることもできん。皆己の心であるからぞ。　　　　　　　　　　　　　（日月神示）
・この筆先は、世界のことを気（け）もないうちから知らしてあるから、疑うていると後で取り返しのできんことになるぞよ。後の後悔は間に合わんぞよ。（大本神諭・天の巻）
・最後に、「（４）次元上昇した新しい世界では、神のような高級霊と一緒に生活する」ことを意味していると思われる記述を『新約聖書』から引用する。
・また、御座から大きな声が叫ぶのを聞いた。「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない」。　　　　　　（ヨハネの黙示録）
■⑤落第組は地獄に永住することになる？
次元上昇できなかった人間（魂）はどうなるのか、ということについてはまだ確たる説はない。魂が地獄的世界に移されるという説や、波長の粗い別の惑星に移され、そこで再び原始的な生活から学習を続けるという説もある。
・終末においては、「地球がどうなる」、「この世界がどうなる」ということとあわせて、多くの人にとって最も関心が高いのは「自分自身はどうなるのか」ということだろう。この三次元の物質世界が次元上昇して、水晶のように澄み切った「ミロクの世」になるということがわかったとしても、肝心の自分自身がその「ミロクの世」の住人になれないのであれば意味がないからだ。
・「この大峠(終末の立て替え）を越えることができないのはどういう人（霊魂）か」ということを、再び『大本神諭・天の巻』の記述の中に見ていく。多少の解説をつけるが、神示そのものをじっくりと噛みしめて読んでいただきたい。そのことによって、潜在意識に正しい認識がすり込まれることになるからだ。
・文字の読み書きもまともにできなかった出口ナオに憑かった神が、ナオの脳に蓄積されている言葉を駆使して伝えてきた霊言なので、明治時代の田舎言葉になっているが、伝わってくる波長は温かく、また大変威厳のあるものとなっている。
・既に紹介した「大本神諭」や「日月神示」にもあったが、この終末の大混乱の中で「光の子」となって新しい次元に移れるのは人類の１割～３割程度かも知れない。予言によっては「１％ぐらいだ」と言っているものもある。特に、次のような人は「光の子」になれない可能性が高いと思われる。
① 「人生は一回限りだから、好きなことをやって、楽しんで死ななきゃ損」という考え方で生きている人。
② 霊界や異次元などの神秘的な世界の存在を認めず、科学ですべてが解決・解釈できると考えている人。（そういう人は死後の世界が存在することを信じることができないので、死ぬことを非常に恐れている）
③ お金や権力、名誉などに対する執着心が強い人。とにかくお金持ちになりたいと願っている人や、お金がないことでいつもくよくよしている人は、ともに現世利益の象徴としての「お金」の魔力に囚われている人だから、次元上昇は難しい。
④ 何事に対しても感謝の気持ちが少なく、いつも不平不満を口にし、他人や世の中の悪口ばかり言っている人。
⑤ いつも 自分の健康状態を気にしていて、些細な症状でもすぐに病院や薬を頼りにする人。
⑥｢習慣的に肉食をしている人｣も波動が大変粗くなっていると思われるので､｢新しい世界｣に行くことはむずかしい｡
・おそらく終末ぎりぎりの次元上昇のときには､体内に蓄積された牛や豚など高等動物の波動が体を内側から焼くような高熱となって､大変な苦しみをつくり出すはずだ。牛や豚も人間と同じように意識を持っていて、自分たちが殺される前にそのことを察知しているといわれる。ですから、殺されるときの｢恐怖心｣が波動として体内に蓄積されている。その肉を習慣的に食べる人には同じような｢恐怖心｣の波動が蓄積されていくことになる｡
・「新しい世界に行くことはむずかしい」と控えめに述べたが、本音をいうと、これは断言してもよいと思っている｡｢肉食｣こそが､｢外国の教え(栄養学）」の最も間違っている部分なのだ｡日本人の今日の病気の原因の大半は肉食､つまり動物性食品に起因していると言っても過言ではない｡
・しかも、「肉食」が肉体の健康だけでなく精神や霊魂までも汚して（曇らせて）いるのは間違いないと思っている。出口ナオに艮（うしとら）の金神の神示が降ろされたのは明治から大正にかけてのことだから、その当時はまだ一般の日本人は普段の生活の中でそれほど肉をべていたわけではないと思うが、それでも明治26年に降ろされた最初のころの神示に「日本は神国の世であるから、肉食（にくじき）などはならぬ国を、あまりに汚して、神はこの世におれんようになりたぞよ。世界の人民よ、改心いたされよ」と述べられている。
・このあとの神示にも「改心」という言葉がよく出てきますが、「肉食をやめること」も大事な「改心」の一つだと受け止めるべき。外国（西洋）に教えられた「肉料理」に対する執着からも自由になれないような魂は、これから始まる終末の大混乱の中で冷静に生きることはできないと思う。間違いなく、肉体生命に対する執着心から死の恐怖に襲われることになるはずだ。
・肉食を続けていると、潜在意識には必ず動物の本能とも言える「攻撃心」と「恐怖心」が蓄積されていく。・その結果、終末の大混乱の中では「まず自分が助かりたい」という「我善し（利己主義）」の波動を強化して、見苦しい行動へと駆り立てられることになると思っている。残念ながら、「肉を食べることが原因でそんなこと起こるはずがない」と高をくくっている人が大勢を占めているのが、多くの国民が洗脳されてしまった今日の哀れな日本の姿なのだ。
・いま「大本神諭」や「日月神示」を読み返してみると、今日の日本の汚れの原因が「外国の教え――肉体を物質の寄せ集めと考え、病人を増やすことによって成り立つ現代医学や、病人づくりに効果を発揮している栄養学」にあることがよく理解できる。
・それでは、『大本神諭・天の巻』（平凡社）の中から、「次元上昇できなかった人間（魂）はどうなるのか」ということに関して参考になると思われる内容を抜粋して紹介する。
神、仏事、人民なぞの世界中の洗濯いたして、この世をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かえ),翻)すぞよ。信心強き者は助けるぞよ。信心なき者は気の毒ながら御出直しでござる。（明治２６年）
・「お出直し」という言葉に注目してほしい｡｢気の毒ながら」とあるから、出直しは好ましいことではないことがわかる｡｢一から出直す｣ということを述べているのだろう｡他の予言では､｢地球とよく似た惑星に移されて､未開人の状態からやり直す」というものがあるので､｢原始人に戻る｣､または｢霊魂が人間以外の下級の生き物に宿る｣ことから学び直すことになるのかも知れない｡
目覚ましのあるまでに、はらの中のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ごもく),埃)を出しておかんと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ぢぶした),地部下)になるから、くどう言うて気をつけるぞよ。
　　　　（明治36年旧７月13日）
・「目覚まし」とは大峠における大天変地異のことを言っていると思われます。多分、地軸の移動が原因となって「陸が沈み、海底が盛り上がる」ような状態のことでしょう。既に今日起こっているような地震やハリケーンなどのレベルではないはずだ｡なぜなら､まだ日本人の多くはどう見ても｢目が覚めていない｣から｡私が｢銃口に首をつっこんで（いるのも知らず）世界が笑っている」と表現している状況と大差ない。
・だから､ここで神さまが｢目覚まし｣と述べておられる内容はその程度の生やさしいものではないと見ておくべきだろう｡もちろん､それは人々を脅して怖がらせるためではなく､魂を揺さぶって目を覚まさせ､助けるためのアドバイスなのだ｡｢地部下｣は｢地獄的世界｣のことを意味する。 
・これだけ気をつけて知らしているのに、改心のできぬ悪魔になりきりている霊魂（たましい）の宿りている肉体は、可哀想でも天地から定まりた規則通りの成敗いたすぞよ。　　　　　　　　　　（大正４年旧11月26日）
・「天地から定まりた規則」とはどういうものかはわからないが､｢可哀想でも…｣とありますから、私たちにとって好ましい内容でないことは確かだろう。
・天地の先祖の神は、善の守護神も悪の守護神も、皆を喜ばしたいと思うて、いろいろと永らく気をつけたなれど、ドウクズのウジ虫同様の聞き分けのないものは、ひと所によせて、固めて灰にしてしまうから、悪いものに悩められて生命を取られるような肉体は、ウジ虫同様、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(むこう),海外)の悪いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(けんぞく),眷属)と、も一つ下級な豆狸というように、論にも杭にもかからんもののもてあそびに遭うているのは、肝腎の神の綱の切られている身魂であるぞよ。こんな守護神の宿りている肉体は取り払いにしてしもうて、この世界の大掃除を始めるぞよ。（大正４年旧11月26日）
・｢固めて灰にしてしまう｣とあります｡霊魂が抹消されることかも知れない。さて、そのとき私たちの意識はどこに行くのだろうか。最近の日本人は外国の悪い眷属(悪魔の手下)と､それよりも更にレベルの低い動物霊のようなものに弄(もてあそ)ばれているということだ。
・「肉体を取り払い」にして「大掃除を始める」ということは、いずれ大天変地異が起こるということだろう。そのことによって肉体の死を迎える人は多いと思うが、「死んでも神さまがつまみ上げてくださる人」と「そのまま霊魂ごと悪魔のお供をする人」に分かれる可能性が高いと思われる。
・もう神からは、このうえ人民に知らせることはないから、大峠が出てきてから「どないでも改心をしますで赦してくだされ」と何ほど申しても、許すことはできんぞよ。　　　　　　　　　　　　（大正４年旧11月26日）
「大峠が出てきてから」ではもう遅いということだ。この言葉は神示の中で繰り返し出てくる。『日月神示』にも、同じ内容が同じような表現でたびたび出てくる。「大峠（終末の大天変地異）が出てきてから改心しても間に合わない」という言葉を心に刻んでおきたいと思う。
これだけ気をつけておるのに聞かずして、我と我が身が苦しみて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(どんじり),最後)で改心をいたしてももう遅いぞよ。厭な苦しい根の国、底の国へ落とされるから、そうなりてから地団駄踏みて、ジリジリ悶えても、「そんなら赦してやる」ということはできんから、十分に落ち度のないように、神がいやになりても、人民を助けたい一心であるから、何と言われても今に気をつけるぞよ。
（大正５年旧11月８日）
・ここでも「最後（どんじり）で改心してももう遅い」と述べられている。「根の国」「底の国」は、大本では「地獄」のことを意味する。「人民を助けたい一心」という言葉は、親が幼い我が子の安全を気遣う姿と重なる。
「にわかの信心は役に立たぬから、常から信心いたせ」と申して知らしてあるぞよ。「世界に恐いことが出てきだした」と申して逃げ込んできても、大峠の真っ最中になりたなら、何ほど力のある神でも、そんなことには掛かりておれんように忙しくなるから、「常に信心をいたせ」と申して、ここまでに気をつけてあるぞよ。
（大正７年旧正月12日）
・｢信心｣というのは｢信仰｣のことではない｡｢大本の神さまを信仰せよ｣という意味にとると宗教になってしまう｡艮の金神は「日月神示」の中でも、「この教えを宗教にして人集めをしてはならぬ」と厳しく戒めておられる。
・｢身魂を磨いてさえいれば、どんなことが起こっても心配はいらない｣ということを心から信じなさいという意味だ｡母親に抱きしめられ｢お母さんが守ってあげるから何が起こっても安心していなさい｣と諭された幼児が周りで何が起こっても狼狽しない状態と言える｡
・ただし､大峠になってから逃げ込んできても､つまり母親が家の建て替えに手を取られて子供を抱きしめる余裕がなくなってからまとわりついてきても､優しく抱きしめて元気づけることはでないから､子供は恐怖で泣きわめくことになるということだ。
■⑥「世界の人民よ、一日も早く改心なされよ」
改心と申すのは、何事によらず人間心を捨てしもうて、知恵や学をたよりにいたさず、神の申すことを一つも疑わずに、生まれ児のようになりて、神の教えを守ることであるぞよ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みたま),霊魂)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みが),研)くと申すのは、天から授けてもろうた大本の霊魂の命令に従うて、肉体の心を捨てしもうて、本心に立ち返りて、神の申すことを何一つ背かんようにいたすのであるぞよ。学や知恵や仏を力にいたすうちは、誠の霊魂はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みが),研)けておらんぞよ。
（大正５年旧11月８日）
・「改心」の内容の説明です。「知恵や学をたよりにせず、生まれたままの赤ちゃんのような心で、神の教えを守りなさい」と述べられている。
・「人間心」「肉体の心」というのは、「人間の煩悩」すなわち欲望全般をさしている言葉だ。
・「仏」というのは仏教のこと。仏教の中心となる教えは、「人は煩悩（この世での欲望）から逃れることができないため、輪廻転生を繰り返している」という考えを前提としている。しかしながら「今回の終末において人の輪廻転生は終わる」のですから、「そのような仏教的な考え方も卒業しなさい」と教えている。つまり、「次の人生でやり直そうと期待するような考え方ではだめだよ」ということだ。
・最近の間違ったスピリチュアルブームのなかで、軽薄なテレビ番組に影響された人たちが「自分は前世ではどのような人物であったか」ということに関心を持つようになり、死後も簡単に新しい人生のやり直しができるかのように錯覚する人が多くなっているのは非常に危険な傾向だ。そのようなブームを作り出している人物たちは、まず間違いなく低級霊の支配下に置かれていると思ってよいだろう。
・私は､そのようなテレビ番組が作られ､高い視聴率を得るようになってきたのは、霊界の低い世界にいる霊の集団が､この世の終わりを予感して意図的に誤った情報をこの世界に伝えて攪乱しているのではないかと見ている。…

・この人生の苦難から逃れるために自分の命を断った霊魂が､霊界のどのような境遇に置かれることになるかということは､多くの霊界通信が明らかにしているところだ｡間違いなく生前の苦しみはそのままで､しかもそれを何十倍もスケールアップした世界にいるわけですから､とてもこの地上の人間にアドバイス的なメッセージを伝えられるような状態ではあり得ないはずなのだ。そのような矛盾したスピリチュアルブームがテレビによってつくり出されるようになっていることも、ある種の終末現象と言うべきかも知れない。
・「仏」は「霊能力」のことを指していると解釈することもできる。最近は「霊魂の体外離脱」などの手法を使って“霊界行脚”を試みる人たちも見かける。またそれを売り物にして著書を出版する人なども出てきているが、普通の人はそのような霊能力の習得を心がける必要はない。というより、そういう手法に心を引かれるということは霊格が低い証拠と見てよい。いわば「スプーン曲げ」に憧れる気持ちとあまり変わらない。霊格の向上は超能力の習得とは関係がない。
・この終末の時代には、ただただ現世的欲望から心を自由にする訓練をすることがもっとも大切な「改心」だ、とこの神示は述べている。
・この神示の中でも２度にわたって出てきますが、「大本神諭」の中で常に警告の対象となっている「知恵や学」は、今日の科学や医学など西洋から伝わってきた学問のことを指している。明治維新以降、西洋から入ってきた学問は確かに世界文明の発展に貢献したようにも見えるが、その行き着くところは今日の地球環境破壊だった。人類の物質欲のカルマが蓄積されつづけ、地球自身が悲鳴を上げるところまできている。
悪い身魂をこのままでこの世に残しておいたなら、何時までも世界は水晶の世にならんから、改心のできぬ霊魂は、二度目の世の立て替えのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しぐみ),経綸)どおり成敗にいたして、悪の霊を平らげてしまうぞよ。何時までも神の申すようにいたさぬしぶとい霊魂は、天地からそれぞれのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(いましめ),厳罰)をいたすぞよ。（中略）　これほどEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ありやか),歴然)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みせしめ),厳罰)をして見せてやらねば、未だ改心のできんというようなしぶとい守護神に使われておる肉体が、神は気の毒であるから、くどう筆先と口とで知らしても聞き入れぬなら、もう神は何事がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しゅったい),出来)いたしても、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(たかみ),高座)から見物するより仕様がないから、神と出口を恨んでくださるなよ。（中略）　何も判らんようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ずんだら),不規律)な守護神に使われておると、肉体に取り返しのつかんことができるぞよ。
（大正５年１２月３日）
改心できぬ霊魂は､経綸どおりに成敗し､悪霊は始末されるということだ｡｢天地からそれぞれの厳罰(いましめ)｣とある。｢天｣は霊界においておそらく守護神以下の指導霊が厳罰を受けるということだろう｡｢地｣はこの世界､つまり肉体に厳罰がくだるということで、天変地異に巻き込まれて恐怖の体験をさせられるということかも知れない｡どちらにしても辛いことだ｡だから､｢神は気の毒だから､くどう筆先と口で知らして｣おられる｡
改心いたせと申すのは、神は身魂のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あらため),調査)がいたしてあるから、改心ができぬと出直しをいたさなならぬことがあるから、金神がくどう申すのじゃぞよ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(このよ),現世)でお役に立てるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みたま),霊魂)と、国替えさして使うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みたま),霊魂)と、また神へ引き取るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みたま),霊魂)とあるによって、改心いたせば天地の大神様へお詫びをいたしてやれば御赦しあるから、「改心いたせ」と申すのじゃぞよ。今度の世の立て替えは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(さら),新)つにいたさねばならぬから、欲は要らぬぞよ。欲をいたして貯めておりても、新つの世になるのであるから、神気をつけるぞよ。心次第、改心次第でよくなるぞよ。（中略）　世界の人民よ、一日も早く改心なされよ。それについては、日本の人民の改心が第一であるぞよ。日本の人民さえ改心いたせば、世界は良い世になるのじゃぞよ。
（明治31年旧11月５日）
・終末には、肉体のままこの世で役立てる人（霊魂）と、国替えして（死んで霊界に行って）役立てる人（霊魂）、そして神さまが引き取る人（霊魂）があるということ。
・「新（さら）つ世にする」というのは次元が変わることを意味している。「水晶のように透き通った光り輝く世界になる」という。現世においても、断食道場などで断食を伴う修行をして身も心も浄めた人が、朝目が覚めると突然周りの景色が金色に光り輝いて見えることがあるという話を聞いたことがある。心身が浄化されたために波長が繊細になって、波長の高い異次元の世界を霊視することができたものと思われる。
・終末のあとに訪れる新しい世界では、この地球はそのような光り輝く姿に生まれ変わるということだろう。わくわくしませんか。そのためには、ぜひとも人類の「改心」が必要だというわけだ。特に「世界のひな型である日本の人民が改心すれば世界が良くなる」と述べられている。いまの大半の日本人にはその自覚はないと思われるが、現人類の代表選手として、私たちの責任は重大だ。
今度お役に立てるのは、水晶魂の選り抜きばかり。神がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(うつ),憑)りてまいるぞよ。人は調べてあるぞよ。用意をなされよ｡（中略）早う改心いたしたものは、早う良くなるぞよ｡何時までも疑うておるものは､永う苦しみて､後ですがりて来ねばならぬぞよ｡(明治32年旧６月20日）
・「神が憑（うつ）る」とは「神様のような高い波長を持つ高級神霊に憑依していただく」ということ。そのためには、身魂を磨いて波長を繊細にしておかなければならない。波長の粗い人（霊魂）には神は憑（か）かることはできず、逆に動物霊のような波長の粗い低級霊が憑かったりして、無差別殺人事件などの奇怪な行動をさせられる危険性がある。そこまで行かなくても、終末の大混乱の中では恐怖に顔を引きつらせながら右往左往させられる可能性が大だ。それを避けるためにも「改心」は早いに越したことはないということだ。
人民というものは､万物の霊長と申して神にもなれる性来の結構な霊魂を戴いておりながら､これだけ曇らしてしもうて､誠の神の教えが何も解らんようになりたのは､外国の教えを世界一の善きものと思い迷わされて､肝腎の日本魂を外へ宿替えさして､さっぱりカラ魂とすり替えられておるからであるぞよ。（明治35年旧３月11日）
・「外国の教えを世界一の善きものと思い迷わされて」という表現に、何かピンとくるものがあるだろう。「何のことかわからない」といわれる方は要注意だ。既に西洋文明に毒されてしまっている可能性があるからだ。「カラ魂」の「カラ」は「外国」のことです。科学万能主義、拝金主義（今日主流になっている「お金がすべて」という考え方）といったことを意味していると思われる。
この世をこのままにしておいたなれば､日本は外国に取られてしもうて､世界は泥海になるから､末法の世を縮めて松の世にいたして､日本神国のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(おこない),行状)を世界の手本に出して､外国人を従わせて､万古末代動かぬ神の世で、三千世界のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(おつち),陸地)の上を守護いたして､神､仏事､人民を安心させてやるぞよ｡そこへなるまでに､世界にはもひとつ世の立て替えの大峠があるから､一日も早く改心いたして､神にすがりて誠の行ないに替えておらんと､今までのような､我さえ善ければ人は転けようが倒れようが見向きもいたさんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(こころ),精神)でありたら､神の戒め厳しきから､到底この大峠を越すことはできんぞよ｡（明治35年旧３月11日）
・それから「世界にはもひとつ世の立て替えの大峠がある」という言葉は心に留めておいてほしい。｢大峠がある」ということだ。いま世界中で起こっている異常気象や大規模な自然災害などは、まだまだ小さな峠に過ぎないと見ておくべきだろう。
・そして、くどいほど述べられている「我さえよければ人は転（こ）けようが倒れようが見向きもいたさん精神（こころ）」を持った我善し（利己主義）の人は、終末の大峠は越えられないということだ。
今度のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(さかい),境界)の峠は金銀では越せんから、神徳でないと超せんから、身魂の磨き合いをしておりてくだされよ。みぐるしき心で何ほど金銀を積みておりたとて、悪い方へやむを得ずついて行かなならんことができるから、今は掛かりでさほどにはないが、よく見てお陰をとるがよいぞよ。きたない心でためておりても、ためておるものはみなめぐりであるから、めぐりをとりておると、楽に峠が越せるぞよ。この世の物は皆天地のものであるから、いったん天地へ引き上げてしまうから、人民の心を入れ直さんと恐いぞよ。（明治４０年旧７月１１日）
・「きたない心で金を貯めていても、悪い方へついていかないといけないことになる」と述べられている。「悪い方」とはサタンの導きによる地獄的世界だと思われる。地球が次元上昇すると､今日の人間社会のような善悪混合の地球ではなくなる｡善と悪に二極分化してしまうから､善一筋の｢神の国｣に行くか､｢悪魔に支配された地獄的世界｣に閉じこめられ､家畜のように管理されるかのどちらかになると思われる。だから､｢早く改心せよ｣とくどいほど述べられている｡それでも多くの人は終末の土壇場にならないと気がつかないのだろう｡その時に気がついてももう遅いと、何度も警告されているが…。
・「この世の物をいったん天地に引き上げてしまう」とあるから､立て替えの内容は物質文明が崩壊する姿をとると思われる｡そのような姿を見ても狼狽しないだけの気づきと心構えが必要だということだ｡一度､地球文明が音を立てて崩れていく姿をイメージして自らの心の動きを観察してみてほしい｡その崩れゆく文明を目の前にして恐怖心と執着心が生まれるようであればまだまだ身魂磨きは不十分ということになる｡
・｢こんな文明は壊れてしまえ｣という自暴自棄的な気持ち､あるいは現文明を嫌悪したり､そこから逃避しようとする気持ちもよくない｡｢現文明に感謝しつつも､それに執着しない｣という心の姿勢が必要と思われる｡
日本の国の身魂の曇りようはえらい曇りようであるぞよ。外国の方がよほどましであるぞよ。日本の人民は欲が深いから、外国の人民に騙されて、日本の国を自由自在、すきすっぽうにいたして、日本の国はさっぱり汚してしもうて空き地はないぞよ。この曇りた日本の国は元の神代へ立ち返りて、水晶の世にいたすのは日本の人民の心をさっぱり水晶の心に持ちかえて、元の神の心と同じ心になりたら、それを神代と申すのであるから、このみぐるしき日本の国は、小さい国であるから、改心さして、世の立て替えをいたしたいと思うたなれど、たてわけると、純良身魂は何ほどもないのが厭なことであるぞよ。　　　　　　　　　　　　（明治４１年旧６月８日）
・今の日本人の身魂は大変な曇りようだと述べられている。つまり、「我善し」の人間が増えているということだ。神示の最後の部分で「（日本人の中には）純良身魂は何ほどもない」と嘆いておられます。まだ今日ほど西洋文明に毒されていなかったと思われる明治・大正の時代でもそうであったとすれば、今日の日本の姿は神さまの目にはどう映るだろうか。あるいは、神さまの世界には時間はないと言われるから、終末を迎えるときの日本人の姿が既に見えていたのかも知れない。
誠の道を立てるのは、我が身を棄てて、我の体躯は砕けても、今度のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(たいもう),大事業)な御用を務めあげて、元の活き神がみな揃うて世に上がるのであるから、それについては、我のことは棄ておいて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ひと),他人)を助ける心の人民でありたら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あっぱ),天晴)れおもてに出るに近うなりたぞよ。
（明治４１年旧１０月１５日）
・終末の、たぶん大峠になると「我のことは棄ておいて、他人を助ける心の人民」が表舞台に出ると述べられている。いわば「終末のナビゲーター」とでもいうべき人たちのことで、具体的に１４４,０００人という数まで明らかにしている神示（ヨハネの黙示録、但馬神示など）もある。私たちもそのような存在になれるように、しっかり身魂磨き（改心）をしておきたいものだ。
■⑦“悪魔”が人類の進化を妨害している
・「これから終末の“大峠”までに起こること」についての考え方を整理する。
・「大本神諭」や「日月神示」の中に繰り返し出てくる「立て替え」の内容を、どのように解釈したらよいのかということだ。神示の中で「立て替え」は「この物質世界の破壊」、「立て直し」は「次元上昇した新しい世界の建設」という意味で使われていた。
・悪神に導かれて崩壊寸前になっている人類社会を立て直すためには、どうしても大洗濯と大掃除が必要なのだ。それは現象的には大規模な自然災害であったり、人類の手による戦争（第３次世界大戦）であったりすると思われる。いずれも、現在の物質文明に執着する人にとっては大変悲惨で悲しい出来事として受けとめられることだろう。しかしながら、私たち人類が新しいタイプの人間に生まれ変わるためには、そのようなカタストロフィー（破局）を体験し、克服しなければならないのだ。
・聖書や日本の各神示がそのことを教えてくれている。
・たとえば、「大本神諭」や「日月神示」には「身魂さえ磨けておれば、（「いつ地震があるのか」「助かるにはどうすればよいのか」などと）心配しなくてよい」と明確に述べられている｡むしろ､そういう｢立て替え｣現象を恐れる気持ちが､現在の物質文明に執着していることを表しているのだ。
・この三次元の物質世界がすべてだと思っている人は、築き上げてきた現在の生活が破壊され､場合によっては肉体生命さえも失うかもしれないとなれば､不安と恐怖心に襲われることだろう｡そんな私たち人間の心の中を見透かしたうえで､異次元の神的存在から終末に必要な心構えなどを伝えるメッセージが届けられているのだ｡
・私たちは､世界中で既に始まっている「立て替え」的現象におののく前に、そのような異次元からの正しいメッセージにしっかり耳を傾ける必要がある。
・ただし、気をつけないといけないのは、異次元にいるのは神様のような高級神霊だけとは限らず、悪魔的存在や、その手下（眷属）となって働いている低級霊もいるので、届けられるメッセージが必ずしも人類を正しく導くものとは限らない。むしろ、最近普通の人にも届けられるようになってきたさまざまな異次元からのメッセージ（霊界通信、宇宙人からの声など）は、そのほとんどが低級霊からのものと思ってよいほどだ。
・食べ物(動物性食品)をはじめ生活全般が西洋化されてしまった今日の日本人は､肉体の波動が大変粗くなっているので､高級神霊の繊細な波動と共鳴するのは難しく、逆に波動の粗い低級霊に憑依されやすくなっている｡
・自らを神や進化した宇宙人に見せかけて通信してくる存在のほとんどは､悪魔的存在の手先である場合が多いと思われる｡その目的は､いま終末を迎えている人類を眩惑することにある。
・なぜ人類を眩惑する必要があるのか？一口に言えば、この度の次元上昇によって地球と人類の波長が上昇すると､悪魔的波長をもつ存在は新しく生まれる世界に住めなくなってしまうから｡そのことがわかっているために､あの手この手を使って､人類を幻惑し続けている。
‥‥悪魔とか、サタンとか呼ばれ、全世界を惑わす年を経たへびは、地に投げ落とされ、その使いたちも、もろとも投げ落とされた。その時わたしは、大きな声でこう言うのを聞いた、
「今や、われらの神の救いと力と国と、
神のキリストの権威とは、現れた。　（中略）
天とその中に住む者たちよ、大いに喜べ。
しかし、地と海よ、おまえたちはわざわいである。
悪魔が自分の時が短いのを知り、激しい怒りをもって、
おまえたちのところに下ってきたからである」。
（新約聖書の｢ヨハネの黙示録｣(第12章)）
・普通の日本人は｢悪魔｣の存在さえ信じない人が大半だと思われる｡しかし､世界最大多数の信者を抱えるキリスト教の教典となっている新約聖書には､このように｢悪魔｣や「サタン」という言葉が随所に出てくる。
・異次元には悪意を持った悪魔的存在がいるということを､多くの日本人は夢にも思わないこともあって､今日ではわが国の圧倒的多数の人はその悪魔的存在たちによる幻惑によってすっかり目隠しをされ､間違った方向に導かれつつある―というのが、『大本神諭』や『日月神示』のなかで繰り返し警告されていることなのだ。
・その「目隠し」の代表的なものを挙げますと、
①マスコミ（特にテレビ）、②宗教、③プロスポーツ――の３つだろう。特に、テレビで放送されている番組（ニュースも含めて）には非常に邪悪な意図が隠されているのを感じる。また、③プロスポーツはテレビによってその効果をさらに強めている。
・これら以外にも、大きな影響力を持つ媒体として、
④テレビゲーム（ネットも含む）、⑤学校教育、⑥ニューミュージック、⑦医療（薬漬け）、⑧食べ物（グルメ志向、動物性食品中心）などがある。
・要するに現代文明がまもなく崩壊しようとしていることに気づかせないように､もし気づいてもそれに対して正しい備えをしないように(土壇場で気づいても手遅れなので)､巧妙に人々の関心をそらす仕掛けをしているのがわかる｡悪魔的存在も上の方になると大変賢いのだ。
■⑧人類はいまサナギになりつつある
・「次元上昇」ということについて、考えてみよう。
いま平面（二次元）しか移動できない芋虫（＝現人類）が、まもなく蝶（＝新人類）となって空間（三次元）を飛び回れるようになる時節が来ている。
・芋虫たちは蝶の姿を見ることも想像することもできないため、自分の体がサナギに変身しつつあるこの終末のプロセスでは、「私は死んでしまうのではないか」と錯覚し、恐怖心を抱いている。
・しかしながら、その芋虫を上空（三次元）から眺めている人間（＝芋虫から見れば神）には、それは芋虫が蝶になるための極自然な現象ですから、何も恐れる必要がないことがわかっている。
・それでも、多くの芋虫は恐れている。不安になっている。なぜなら、いくら上空から「心配しなくても大丈夫だよ」という人間（＝神）の声が聞こえても、人間（＝神）の姿が見えないため、その言葉を信じることができないのだ。平面しか見えない芋虫には、羽化して上空高く飛んでいる蝶の姿は目に入らない。それどころか、抜け殻となった他の芋虫たちの死骸を見て、恐怖心をつのらせることになる。⇒エリザベス・キュブラー・ロスも
・ここで、「芋虫」を「人間」に置き換え、次元を１段階上げて考えてみてほしい。いま私たち人間が直面しつつある終末とは「芋虫から脱皮して蝶になる前のサナギの状態」すなわち「ホモ・サピエンスからの次元上昇の準備段階」ということなのだ。
・芋虫の事例と同じように、私たちが目に見えない上位次元の存在（艮の金神の復活を告げる高級神霊）からのメッセージに耳を傾け、素直にそれを信じるならば、終末の立て替えを恐れて慌てふためく必要は全くない。
・しかも、身魂の磨けている人間は神さまが「つまみ上げ（て助け）る」とまでおっしゃっているのだ。それなのに、いま世界中で起こっている「サナギ化」のプロセスを見て、多くの人が不安な気持ちを募らせているのだ。その不安を紛らすために、人々は無意識のうちに刹那的な娯楽やスポーツに関心を向けているというのが実態だ。「銃口に首を突っ込んでいるのも知らず、世界が笑っている」姿そのものだ。
・私たち人類はいま芋虫からサナギになりつつある状態だということを、実感できたでしょうか。
・芋虫がその体に執着するのが愚かであるように、私たちもこの終末における現文明の崩壊現象（立て替え）を恐れる必要はないのだ。
■⑨終末には時間のスピードが速くなる
・いま一般的によく知られるようになってきた「日月神示」は、大本系の神諭と大変よく似た内容となっている。手元にある『大本神諭・火の巻』『伊都能売（いずのめ）神諭』『大本神諭・天の巻』といった大本系の一連の神示を読むと、「日月神示」と同じ霊系統から降ろされたものであることがすぐにわかります。いずれも、この世の立て替え・立て直しを司る神さまとして「艮（うしとら）の金神」が登場する。
・各神示で述べられていることの核心は、「この世の立て替え・立て直しをする時節が近づいた。新（さら）つ世にしてしまうから、身魂を磨いて備えよ」という点で一致している。
・『大本神諭・火の巻』に焦点を当ててみると､このなかには､明治31年旧６月９日から大正７年旧10月29日までの間に出口ナオに降ろされた神示93編が収録されている。
・各神示は、内容的には重複しているものがありますが、特に「これから時間のスピードが速くなる」という意味にとれる表現が、以下のように繰り返し出てくる｡

・「終末が近づくと時間のスピードが速くなる」ということは、その他のいくつかの予言にも示されているので、そのことからも、まさに私たち人類はいまこの物質文明の終わりの時を迎えていると言えるのではないか。
・『大本神諭・火の巻』から「時間が速くなる」という内容の神示を以下に抜粋する。
神がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(せわ),忙)しくなりて、何も（かも）物事がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(はや),迅)くなるぞよ。（明治３３年閏８月２日）
（艮の）金神の世になれば物事はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(はや),迅)いぞよ。
（明治３３年閏８月５日）
（艮の）金神の世になると何もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ものごと),物事)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(はや),迅)くなるぞよ。
（明治３３年閏８月５日）
時節が参りて金神の世になるから、物事は速くなる。
（明治３６年旧４月朔日）
何かの時節がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(はよ),迅)うなるぞよ｡時節には､何でも適わんぞよ｡何もかも一度にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(くる),出現)ぞよ｡昔から待ち焦がれた松の世に神界ではなりておるなり｡(明治43年旧８月７日)
代わりかけたら速いぞよ｡時節が来たら何事でも速く代わりて､善い事も悪い事も何事も､一度に開く梅の花､一度申してある事は皆出て来るぞよ｡

(大正4年旧11月6日）
時節が参りて来て、日の出の守護となりて来たから、このさきは物事がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(はや),迅)いぞよ。直（＝出口ナオ）の口で言わしてあることも、遅い事、速い事はあるなれど、皆出て来るぞよ。（大正７年旧３月１５日）
今度の二度目の世の立替は､EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(むかし),太初)の事から､天と地と世界中の事から､この世へ出ておいでる神の因縁から､守護神のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しょうらい),性来)の事から､何も一切の事を速やかにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あらため),審査)を致して､三段に分けてあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みたま),霊魂)の性来の事から､神界､仏界､人民、鳥類、畜類、餓鬼になりておるものまでも、助けなならん大望な立替であるから､何につけても大望ばかりであるぞよ｡この先は､なにかの事が速うなりて来るから､申すように致されよ｡(大正７年旧３月15日)
・拙著『2012年の黙示録』の中で｢時間が速く感じられる｣ことの意味について述べている内容を引用しておく。私がこれから2012年にかけて時間がますます速く感じられるようになると考えるのは､次のような理由からだ｡
■いま時間がスピードアップしている
・私たちは今､時間の川を舟(地球)に乗って下っている。「地球の次元上昇」という滝が近づきつつある。滝に近づくにつれ、流れが速くなっていくように、いま時間の流れがますます速くなっているように感じませんか？
・アメリカのテレス・マッケンナという科学者によると、現実に時間は短縮されているらしく、計算すると現在は１日が１６時間ぐらいしかないそうだ。
・そして２０１２年１２月２２日には、時間がゼロ・ポイントを迎えるという。
・マッケンナのタイムウェーブ・ゼロ理論の特徴は、「人類の歴史を振り返ると、同じような現象が何回も繰り返し現れてきているが、その時間的な間隔はどんどん短くなっている」ということだ。
・これと同じことを『ホワイトホール・イン・タイム』（地湧社）のピーター・ラッセルも言っていて、「生活の加速化現象」と表現している。
・私たちの生活のペースがどんどん速くなっているのは、ほとんどの人が気づいていると思う。通信の手段にしても、直接会ってコミュニケーションをはかる時代から、手紙、電報、電話、インターネット‥‥とどんどん高速化してきた。これは生活のその他の分野においても言えることだ。その結果、私たちが処理しなければならない情報の量は増えていく一方だ。
・私たちが見ている時計は１日24時間で計時されているので何も変わっていないように見えるが､同じ時間に起こる出来事が加速度的に増えていることをみると､確かに実際の時間のスピードは速くなっているような気がする。
・ピーター・ラッセルによると、この時間の加速化は人類の進化に伴うもので、ある一定のパターンを持っているという。そのパターンとは、「時間はらせん状に進んでいる」ということで、そのらせんの輪がどんどん小さくなる形で、時間のスピードが速くなっているという。
・確かに、私たちの周辺でも、「最近、時間の経つのが速い」とつぶやく人が多くなっている。そのことがどんな現象を引き起こすのかについて納得のいく説明はされていないが、私は人間の脳の働きが速くなっていくのではないかと見ている。
・今、普通の人の脳は本来持っている機能の３％程度しか使われていないそうだ。天才といわれる人でも１０％に満たないとか。しかも、残りの部分は機能しないように封印されているとも言われる。もし、何かのきっかけでその脳が２０％～３０％と活性化されれば、人間はとてつもない超能力を発揮するようになるかもしれない。
・最近、「速読」だとか「速聴」によって脳の活性化をはかるというＣＤ等が売り出されているが、これらも時間のスピードアップと関係があると思われる。人間の脳の封印が解かれ、超能力者が次々に現れてくる時代を迎えているような気がする。このように、時間のスピードアップと人間の進化には深い関係があると思う。
―『２０１２年の黙示録』(たま出版)

■⑩時間はスパイラル（らせん状）に流れている
・宇宙はスパイラル構造になっていると言われている。
銀河など宇宙に浮かぶ星雲の形を見ますと、渦巻き状態になっているのがわかる。同じように、この三次元の空間もスパイラル構造をしていると見られている。
・例えば風の衝突で生まれる竜巻や、波と波がぶつかってできる鳴門海峡の渦潮などは、大変よく似た形状をしている。竜巻や渦潮の根元の部分（極点）に行くほど渦の直径が小さくなり、最後は消えてなくなる。渦が小さくなって消えてしまうこのポイントを“ゼロ・ポイント”と呼んでいる。
・この考えを｢時間｣に当てはめて考えたのが､テレス・マッケンナのタイムウェーブ・ゼロ理論と言われるものだ。直訳すれば「時間の波がゼロになるポイント」という考え方で、2012年12月22日前後がその日だと言う｡
・その説によれば､いま既に時間の渦は日に日に小さくなっている｡最近、年齢に関係なく｢時間の経つのが速い」と感じる人が多くなっているのは、現実に時間のスピードが速くなっているからだ｡ただし､私たちは１日を24時間に分割した時計で時間の流れを認識する癖がついていますから、「時計の時間」に支配されている限り､本当の時間の流れをつかむことはできない。
・本当の時間は私たちの認識の仕方によって、長くもなれば短くもなる。何かに夢中になっているときの時間はあっという間に過ぎてしまうし、いやな仕事を命じられて渋々やっているときの時間は遅く感じられるはずだ｡
・今,時間の経つのが速く感じられるようになっているということは､人の感覚を司る脳に変化が起こっているとも考えられる｡私は､ズバリ｢今人間の脳が大変化（進化）を遂げつつある｣と見ている｡｢時間のスピードが速くなっている｣と感じられるのは､脳が大進化しつつある予兆なのだ｡
・元々人間の脳は本来の機能の数パーセントしか使われていないと言われている｡生まれた時から何らかの“しばり”がなされていて､フルに機能しないようになっているらしい｡その脳の“しばり”が何かのきっかけで取れることになれば､人間は飛躍的な進化を遂げることになると考えられる｡かつて空海や出口王仁三郎が発揮したと言われるようなレベルか､またはそれ以上の｢超能力」を発揮することができるようになるのかも知れない。それが終末の次元上昇ということではないかと思っている｡
・その進化のためのターニングポイントを迎えるのが2012年12月22日だというわけだ。
・2012年12月22日の前後に､時間の渦が極点を迎える｡
・では、時間が極点を迎えるまでの間に、私たちの周りではこれからどのような現象が起こるのか。
■⑪「時間列車」の終点は世界の破局
・私たちは今｢過去｣から｢未来｣へ向かって敷き詰められたレールの上を走る｢時間列車｣に乗って旅をしている｡｢時間列車｣の行き先はこの世界の終点､｢大峠｣駅だ｡
・この列車の中には時計が掛かっている。乗客である私たちは、その掛け時計を見て時の流れを判断する癖がついているので、列車はいつも同じスピードで走っていると思っている。でも、時々窓の外を眺めてみると、なぜか景色の移り変わりが速くなっているような気がする。列車内の掛け時計の示す時間と、外の景色の変化から感じる時間がズレているように思えるのだ。
・その“ズレ”の意味を考えるために､ここで列車内の掛け時計が示す時間を｢時計時間」、窓の外の景色を見ることによって感じる時間を「認識時間」と呼ぶことにする。
・列車内の掛け時計だけを見ていると、時間のスピードの変化に気づくことはない｡１日はいつも24時間で､１週間は７日と決まっている。
・しかしながら、外の景色（＝自分の周りで起こっている出来事）に注目すると、列車がだんだんスピードアップしているのが感じられる。それは、多くの人の「認識時間」のスピードが変化しているためだ。
・「認識時間」は「脳が認識する時間」だから、時間のスピードが速くなったと感じるのは､脳の働きが変化(活性化)しているということを表している。私たちの脳は、今ものすごいスピードで活性化しつつあるようなのだ。
・なぜいま脳が活性化しているのか――。
・まず、私たちの脳がこの三次元の物質世界と異次元（霊界）をつなぐ「扉」の役目を果たしている、ということを理解していただく必要がある。科学や芸術の分野で天才と呼ばれる人や、俗に「超能力者」と呼ばれる人たちの脳を科学的に検査した結果、脳の働きが一般の人とは明らかに違うことがわかっている。
・天才的なひらめきというものは異次元(霊界)から来ると言われているが､その中継となっているのが脳なのだ。私たちは脳(特に右脳)を通じて異次元(霊界)と交信しているということが、最近の研究で明らかになっている。
・そして､その脳が活性化するにつれて､異次元(霊界)との壁が薄くなっていく。つまり、脳が活性化した程度に応じて、人は異次元とのつながりが強くなる(異次元からの支援や干渉も受けやすくなる)ということだ｡
・わが国においては昔から、座禅などの瞑想によって脳の機能を開発し、異次元である霊界とのつながりを強める手法が知られているが、最近ではそういう特殊な修行をしなくても、スポーツや芸術、あるいは囲碁や将棋などに打ち込むことによって脳の働きが活性化し、超人的なすごい能力を開花させる人が出てきている。
・元々私たちの肉体と重なり合っているといわれる幽体は、毎晩睡眠中に肉体を離れて（＝幽体離脱）霊界を訪問しているらしい。肉体を離れた幽体が霊界で体験したことを、私たちは目が覚めたときに「夢」として記憶しているのだと言われている。だから、霊界とのつながりがいま突然始まったということではない。
・これまでは夢の中だけで訪れていた霊界と、この現実世界との壁がますます薄くなっていくとすれば、その結果どういうことが起こるだろうか。そのことに対する私の結論は、「私たちのカルマの表面化するスピードが速くなる」ということです。列車の譬えに戻って考えると、列車の窓から見える景色は「カルマが表面化した姿」ということになる。
・つまり､私たちが過去(または過去世)において作ってきた(＝種を蒔いてきた)さまざまなカルマが､今まで以上のスピードで表面化するようになってきたために､｢認識時間｣のスピードが速くなったように感じられるのだ。異次元にプールされているカルマは､この三次元世界に現象として表れるまでは消滅することはない。｢大本神諭｣や｢日月神示｣によると､終末現象というのはカルマの大掃除､大洗濯であることがわかる。終末の大峠までに、異次元に蓄積されているすべてのカルマが現象化することになると述べられている。そして、その現象化のスピードが、これからますます加速されていく。
・異次元に蓄積されたカルマの現象化は脳が媒介することになるから､それが一度に出てくると脳の処理能力をオーバーする危険性がある｡すでにその処理能力をオーバーして、あたかも異次元とコードが繋がったような状態になっている人を見かけることが多くなったのはそのためだ｡いつもぶつぶつと独り言を言ったり、見えない空間に向かって語りかけたりする人を見かけることが多くなったが､そのような人たちが現れるのは､霊界の特定の波動を持つエリアとのつながりが強くなりすぎた結果だと思われる。
・また、最近では、突然異次元（神や進化した宇宙人を名乗る存在）からメッセージを受け取るようになったという方が増えていますが、そのような存在とコンタクトし、チャネリングを続けていると、そのうち「脳ジャック」をされる危険性があることは既に警告してきた。
・｢身魂磨き｣が十分にできていない段階で異次元との交信を行なうことは大変危険だ｡相当の霊能力を備えた人であっても､いつの間にか低級霊に憑依されて､現世利益(人気やお金)の追求に走ってしまっている事例がいくつも見られる。
・テレス・マッケンナが言うように時間（認識時間）がスパイラル（らせん状）に進んでいるとすれば、いまその渦が中心（ゼロ・ポイント）に向かって集束しつつあると考えられる。その結果、渦の回転するスピードがどんどん速くなっているということだ。
・渦は水面近くのところはゆっくりと回っていますが、中心部分ではものすごいスピードで回るようになる｡それと同じ形で時間のスピードが加速されるとすれば､これからどんな出来事が私たちを待ち受けているのか。
・『大本神諭』に、「時節が来たから、何もかもが速くなる」と繰り返し述べられていることを、前に紹介したが、ここでもう一度『大本神諭・天の巻』（平凡社）の中の一節を引用しておく。
三千世界一度に開く梅の花、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(うしとらのこんじん),艮の金神)の世になりたぞよ。梅で開いて松で治める、神国の世になりたぞよ。（明治２５年旧正月…日）
時節が近寄りたぞよ。世界一度に開くぞよ。（明治３４年旧３月７日）
何事も時節が一度に参りて来て､世界中の困難が到来するということが､毎度知らしたことが、実地になりて、一度に開く梅の花､おいおい分からなんだことがありやかに分かりて来て､キリキリ舞いをいたさなならん､夜の目も眠られんようなことになると申しておいたが､一度筆先に出したことは皆出てくるぞよ｡(大正７年旧正月12日)三千年余りての仕組みが一度にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(なり),実現)て来て､一度に開く梅の花､万古末代しおれぬ花が咲いて､三千世界は勇んで暮らす神国になるぞよ。(明治31年旧5月5日)
・「時節が一度に参りて来て､世界中の困難が到来する」ということは、たとえば地震や洪水、ハリケーンなどの自然災害が一度に発生する、とも受け取れる。あるいは地軸の移動によって｢陸が海になり､海が陸となる」ような現象が起こることを述べているのかも知れない｡
・「一度に開く梅の花」という言葉は、「大本神諭」の中では繰り返し使われている。これこそ「時間がゼロ・ポイントを迎える直前」のことを指しているのだろう。
・「時間列車」の行き着く先は､この地球の破局であるということ｡それは人類が作りだしてきたカルマが一掃される瞬間ということで､地球そのものの大変動をも伴った大混乱の姿を現すものと予測される｡｢時間列車｣の乗客としては早くから心の準備をしておくことが必要だ｡
■⑫自分の投げたボールが返ってくる
・ここでもう一度「時間列車」の譬えで考えてみる｡車内の掛け時計が示す「時計時間」は常に一定だ｡しかし､列車のスピードはどんどん速くなって行くわけだから、外の景色の移り変わりもますます速くなる｡現実のこの世界では､物事の起こる間隔がどんどん縮まってくる。
・既にファッションや音楽の全盛期が短くなり､短期間で新しいものに移り変わっていくようになっている。１年間ロングランで大ヒットする歌や小説も少なくなった｡次々に新しい作品が生まれ､それが前の作品に取って代わって人気を集めるようになっているからだ｡

・同じように、好ましくないことの起こる頻度も増加している。地震やハリケーン、豪雪、干ばつ、洪水などが発生する頻度は、過去１０年を見ても恐ろしいほどの勢いで増え続けている。しかも、そのような自然災害のスケールがますます大きくなってきているのも特徴だ。
・それはなぜなのか。そのことを説明するために、もう少し踏み込んで、この三次元の物質世界と異次元（霊界）との関係について、共通認識を持つ必要がある。
・桑原啓善さんの『サタンが降りた』（でくのぼう出版）の中に大変わかりやすい譬えがある。その譬えを借りて、これから起こることを説明してみたいと思う。
まずは、その文章を引用しますのでお目通しください。
■ 因果律がこの世を支配している
・あなたの現在の状態は、あなたが過去において投げたボールが、白いボールであったか黒いボールであったかの結果です。白いボールは愛と奉仕であり、黒いボールとは自己中心主義だ。
・この世には因果律があり、白いボールを投げると白いボール（幸福）が、黒いボールを投げると黒いボール（不幸）が返ってくると、心霊研究は教える。これは正確無比で寸分の狂いもないそうだ。人が因果律という壁に向かってボールを投げている姿が人生だと教える。
・人はこうして､人生とは因果律が支配しており､自分の現在は自分が過去に投げたボールの結果だということを知る｡だから､現在の自分の状態を変えたかったら、今日あなたが投げるボールを変えればいい。あなたはいつも自分の未来を創造する「現在」に立っている。（中略）
・だから､現世(物質界)においても、人は想念で人生と住む世界を作る神である。ただ、あの世とこの世の相違点は、あの世では思ったことがすぐ実現するが、この世では実現に時間がかかるという点だ。
・しかし、現在が自分の過去に投げたボールの結果である点は、あの世でもこの世でも何の違いもない。
・また、このことは輪廻転生、つまりいくつもの生まれ変わりの人生の中でも、寸分の狂いもなく実現されている。あなたはあの世でもこの世でも神なのだ。想念で世界を創る神と同じ仕事をするからだ。
―『サタンが降りた』（桑原啓善・著／でくのぼう出版）
・「この世は因果律によって支配されている」ということは、仏教では「自業自得」「善因善果・悪因悪果」という言葉で、新約聖書でも「人は自分が蒔いた種を刈り取らなければならない」という表現で、それぞれ同じ意味のことが述べられている。最近流行の言葉でいえば「原因と結果の法則」ということだ。
・人がこの世で体験する内容は、すべて過去において（前世も含めて）自ら発信したこと（行為・言葉・思念＝身・口・意）の結果だということだ。たとえば、他人を傷つける黒いボールを投げれば、一定の時間を経て、今度は自分が他の人から同じ黒いボールを投げられ、傷つけられることになる。
・投げ返されたボールによって痛みや不快感を感じる場合は､次からは自分が投げるボールを変える必要があることに気づくのだ｡ボールには色がつけられていて､必ず同じ色のボールが返ってくるようになっているからだ｡これが｢自業自得｣ということなのだが､このように気づきを得るための大変ありがたい法則であることがわかる｡
・新約聖書にイエスの言葉として、｢あなたが他人にしてほしいと思うことを、他人にもしてあげなさい｣と述べられているのも同じ意味であることがわかる。
・それは他人のためというよりも、まさに自分自身のためになることだったのだ。新約聖書には、全く同じ意味で「与えなさい、そうすれば自分も与えられるであろう」という表現もある。
・桑原さんが言うように、私たちがボール（思念、言葉、行為）を投げたら、異次元（霊界）を経由してきっちり同じ種類のボールが返ってくるということだ。
・その一番極端な事例として、「人を呪わば穴ふたつ」という諺がある。わら人形に釘を打ちつける「子の刻参り」という呪いの儀式を行なうことによって、恨みに思う人物を呪い殺すことができるというものだ。しかしながら、その呪いの念は「黒いボール」だから、それはやがて自分のところにも同じ黒いボールとして返ってくる。その結果、自分も死んでしまうため、埋葬する墓穴が２つ必要になるということだ。
・この｢必ず同じものが戻ってくる｣という宇宙の法則があるために､私たちは過去(または過去世)において投げたボールをこの人生で受け取っていることになる。
・各神示の伝えるところによると､人生でどんなボールを受け取ることになるかは､生まれる前に霊界ではある程度わかっていて､私たちはそれを覚悟して生まれてくるようだ｡ところが､現実にこの世界に生まれてしまうと､カルマを解消しようという霊界での決意を忘れてしまって､｢なぜ自分はこんなに運が悪いのか｣｢なぜ自分は他の人よりも苦労をしないといけないのか」などと不満に思ったり､悩んだりするようになるのだ｡
・そして、神社や霊能者のところに足を運び、「どうか運がよくなるようにしてください」とお願いをする。でも、これはおかしい。「私が投げた黒いボールを、どうか受け取らなくて済むようにしてください」とお願いしていることになるからだ。自分が投げたボールの行き先がなくなってしまう。
・「親の因果が子に報う」という言葉があるように、祖先の投げた黒いボールを子孫が受け取る場合はあるようだ。しかし、全く関係のない他人が、自分の投げたボールを受け取ってくれることはない。「自業自得」がカルマの法則だからだ。
・この物質世界を貫いている「エネルギー不滅の法則」から見ても、投げたボールが途中で消えてしまうことはなく、ブーメランのように必ず投げた本人のところに返ってくる。その法則があるおかげで、この宇宙の秩序が保たれている。
・さらに、個人として投げたボールだけでなく、国家や民族、あるいは人類全体として投げたボールも、同じように返ってくる。今日の地球の自然環境破壊や異常気象は、これまでの歴史の中で人類が投げてきた黒いボールが、その子孫のところに返って来ていると考えるべきだ。
・ここで再び｢時間列車｣の譬えに戻す。私たちが窓から風景を見ているという譬えは、「過去において投げたボールを受け取っている」ことを意味している。
・だから外の景色が次々と変わっていくように私たちの身辺ではさまざまな出来事が起こる｡ある時は黒いボールが返ってきて悲しみや怒りを覚えることもあるだろう｡それらは全て過去に投げてきたボールの結果なのだ。
・列車のスピードが速くなると、外の景色の移り変わりも速くなります。過去に黒いボールをたくさん投げてきた人は、悲しみや怒りを覚える出来事の起こる頻度も増えていくということです。
・そして最後は、「一度に開く梅の花」――まさにビッグバンとも言える現象を伴って、この三次元世界の次元上昇、つまり「ミロクの世の誕生」ということになると思われる。その時には、二極分化した魂の行き先も完全に分かれてしまうということだろう。
■⑬「善は急げ」が身魂磨きの要諦
・どのような人間（魂）が次元上昇するのかということについては新約聖書や日月神示などに述べられている。言葉と食べ物、想念（心の持ち方）などが重要な要素を占めるらしい。
「大本神諭」にも｢日月神示｣にも､“身魂磨き”という言葉が頻繁に出てくる｡そして､これから始まるこの世の立て替えにあたっては、十分な身魂磨きができていない人間は助からない（根の国、底の国に落とされる）という。終末の大峠において“光の子”として選ばれ、地球と一緒に次元上昇するためには、大天変地異などが始まるまでにしっかり身魂磨きを済ませておかなければならない。
・では､“身魂磨き”とは具体的にどういうことを言うのか。既に述べてきましたように、「大本神諭」や「日月神示」によれば「口・心・行」すなわち「心と言葉と行ないを誠にすること」とされている。これは仏教の修行で大切なポイントとされる「身・口・意をコントロールする」ことと対応している。
・“身魂磨き”にあたっては「私たちの発する言葉」、「心で思うこと」、「行ない」の３つが重要なポイントになる。
・私が特に重視している大切なキーワードは
■｢与える（他者の幸せを願う）」
■｢学ぶ（向上心）」
■｢楽しむ（阿呆になって踊りを楽しむ）」の３つ
・そのことは、『２０１２年の黙示録』の「希望編」の中で「波動の法則」として詳しく説明している。
ここでは次の「日月神示」に述べられている“身魂磨き”の内容についての考察
人間それぞれのミタマによって役目違うのであるぞ。手は手、足は足と申してあろう。何もかもマゼコゼにやるから結びつかんのぢゃ。
ミタマ磨けてさえおれば、心配なくなるぞ。心配は、磨けておらぬ証拠ぞ。ミタマ磨きとは、善いと感じたこと直ちに行なうことぞ。　―― 『ひふみ神示』（岡本天明・筆／コスモ・テン・パブリケーション）
・「ミタマ磨きとは、善いと感じたこと直ちに行なうことぞ」同じ意味の「善は急げ」という諺もよく知られているが、多くの人はこれが身魂磨きの大切な要諦だとは思っていないことだろう。
・だから、「善いと感じたこと直ちに行なう」のが大切だとわかっても、ほとんどの人は特別な努力もせずに“その日暮らし”をしてしまう可能性が高いと思われる。
・それにはいくつかの理由が考えられますが、大きく分類すると次の２つではないでしょうか。
（１） 終末の意味を知らない。あるいは今が終末の時代だということを信じていない。
・聖書の教えを生活の基盤としている西欧社会や、コーランの教えを絶対のものとするイスラム社会では、一般の人でも「終末」についてなんらかの認識がなされていると思われるが、聖書やコーランの影響を受けていない日本では、終末思想はほとんど受け入れられない。
・特に戦後世代が人口の過半数を占めるようになって、平和な社会しか経験していない今日の日本人は、文字どおりの“平和ボケ”のなかで、国や社会の行く末について真剣に思いをめぐらす人は少なくなっている。
・それよりも、「株が上がるかどうか」「どうしたら楽にお金を儲けることができるか」「プロ野球はどこが優勝するか」…といった些末な話題に対する関心の方が強くなりがちだ。これはテレビを中心とするマスコミによって、そのように洗脳され続けているためだ。
・テレビは視聴率によって広告収入が左右されるから、どうしても視聴者の好む番組を中心に編成する。結果として、「低俗番組の拡大再生産」ということになり、大衆受けをする低俗番組が増え続けていく。
・最近｢スポーツ｣｢クイズ｣｢料理｣などをテーマとした他愛もない番組がますます増える傾向にあるのには驚かされる。テレビ番組の制作者も視聴者も、いま世界で起こりつつあることの意味とその影響について考えることもなく、あたかも目隠し状態に陥っているかのようだ。
・テレビのスポーツ番組、クイズ番組が増えつづけていることには､人類の家畜化をもくろむ勢力の戦略としてみる必要もある。
（２） 周りの人がやり始めてからでも間に合うと考えている。（「みんなで渡ればこわくない」といった考えが漠然とある）
・「善いと思ったこと」でも、新たに始めるとなると一大決心が必要だ。「禁煙」を例にとっても、タバコが健康に良くないとわかっていても、一度飲み始めるとやめるのは大変だ。（『２０１２年の黙示録』）
いったん禁煙した人がいつの間にか元に戻って、おいしそうにタバコを吹かしている事例はよくある話。そういう人は決まって「自分は意志が弱いから」と自嘲的に言いますが、一度身につけた習慣を変えることは、それだけ難しいということだ。
・肉食をやめるには周りの人の協力が必要になるから、タバコをやめること以上に難しいと思われる。単に健康上の理由でなく、身魂磨きの観点からそれを実行に移せる人は、おそらく終末の「卒業試験」に合格できる人と言ってもよいだろう。一般的には、肉食をやめようとすると、その決断を思いとどまらせようとするさまざまな心のささやきが起こる。
・例えば次のような気持ちの一つか二つは浮かんでくる。
① 食べ物と心の問題は関係ない。(だからやめる必要ない）
② いままで食べてきて何も問題なかった。（　〃　）
③ 周りの人もみんな食べている。（だから自分だけ〃）
④ 肉が健康に悪いとわかってからやめればよい。（ 〃 ）
⑤ こんなに美味しいものを食べられるのは幸せだから、別に早死にしてもかまわない。（ 〃　）
⑥ たまに食べるくらいなら問題ないだろう。（　〃　）
⑦ 少しぐらいは食べても大丈夫だろう。（　〃　）
⑧ 野菜と一緒に食べれば問題ないだろう。（　〃　）
⑨ 食べ物は好き嫌いなく食べることが大切だから、肉も食べる方がよい。（　〃　）
⑩ 肉を食べないと元気が出ない（栄養が不足する）ような気がする。（　〃　）
⑪ 仕事の関係や人とのつきあいでどうしても食べざるを得ない。（だから、やめられない）
⑫ 肉を食べないとわかると、人から変に思われる。
（だから、やめたくない）
⑬ 家族で自分だけ肉を食べないわけにはいかない。
（だから、やめられない）
⑭ 育ちざかりの子どもには肉を食べさせるほうが経済的だ。（だから、肉はやめられない）。
⑮ 妻が（親が）つくってくれる肉料理だから食べないわけにはいかない。(だから、やめられない）…などなど、まだまだたくさんの「やめられない（やめたくない）理由」が人それぞれに思い浮かぶはずだ。しかしながら、もし肉が美味しくない食べ物であれば、わりと簡単にやめられるのではないか。
・やめられない本当の理由は、肉がおいしい食べ物だからなのだ。また、現代の日本人は子供のころからファーストフードや学校の給食などによって肉料理に親しむように“餌付け”されているため、味覚が習慣化してしまっているということもある。
・最近では｢健康の面からは肉は食べない方がよい｣という情報も出回るようになったが、「肉を食べたら必ず（すぐに）病気になる」ということではないから、現在ではほとんどの日本人が、何も心配することなく肉を使った料理を口にしている。「肉を食べない」という人の方が肩身が狭いような社会風潮さえ生まれていると言える。
・そういう状況の中では、「健康のために肉食をやめる」という人はあっても、「身魂磨きのため（肉体と魂の波長を高めるため）に肉食をやめる」という人は、ほとんどいないのではないか。
・もし「肉は食べない」と決心しても、それを実行しようとすると、先に挙げたような考えの一つか二つが心に浮かぶはずだ。これこそが、「善いと思ったこと」を実行させないようにする「１本の誘惑」なのだ。私たちはいつもそのような小さな誘惑を受けていて、ほとんどの場合、その誘惑に負けている。人はもともと誘惑に弱い。
・そして、ひとたびこのような誘惑に負ける実績をつくると、そこに「心の癖」ができあがり、次からはいろんな局面でそのような誘惑に負ける自分をつくり出すことになる。つまり、「負け癖」がつくということで、私はこれを仏教書の表現を借りて「岩に書いた文字」と呼ぶ。「水に書いた文字」「砂に書いた文字」は簡単に消すことができますが、岩に刻んでしまうとなかなか消せなくなってしまう。心の習慣も、いつも同じ誘惑に負けていると直すことができなくなってしまうのだ。
・終末においては、このように「心の誘惑に負けるか、あるいは打ち克つか」を試す形での「卒業試験」が次々と出題される。そして、残念ながら、ついつい「１本の誘惑」に負けてしまう人の方が多いのではないか。
・『２０１２年の黙示録』の一節より
■善いと思うことをすぐ行なうのがミタマ磨き
・「善いと感じたこと直ちに行なうこと」が大切。
・タバコをやめる場合の｢１本の誘惑｣という話をしたが、私たちの心の調律で一番難しいのがこの誘惑を振り払うということ
・誘惑には２種類あって、「～をしたい」というものと、「～をしたくない（怠けたい）」というものがある。
・一人ひとりの心にささやきかけてくる誘惑の声は、波動がよく似ている。
① 誰でもやっていることだから､やってもかまわないだろう｡(と自分を許して、やってはいけないことをする）
誰もやっていないことだから、やらなくてもいいだろう。（と自分を許して、やるべきことをしない）
② 今回だけだから、やってもかまわないだろう。（と自分を許して、やってはいけないことをする）
今回はパスして、次からやろう。（と自分を許して、やるべきことをしない）
・タバコやお酒をやめようとか、日記をつけようとか、間食を減らそうとか、自分の成長・進化にとって良いことをしようと思うと、人の心に必ず「１本の誘惑」がやってくるのです。この誘惑に勝てない人は、ミタマ磨きができないことになる。
・贈収賄の罪に問われるような政治家たちも、最初は「誰でもやっていることだから」という軽い気持ちで自分を許していく。あるいは「この程度の（小さな）金額だから」という許し方もあるだろう。それがホコリとなって潜在意識に蓄積されて行き、やがてメグリとして運命に影響を与えていくことになってしまう。
・新しい時代、次元上昇した地球では、そのようなメグリがあると生きていけないと言われています。今から、新しいメグリをつくらず、過去のメグリを解消していくために、「善いと思ったことはすぐに行なう」
― 『2012年の黙示録』（たま出版）
・「１本の誘惑」を「悪魔のささやき」と思うか、それとも「神さまのテスト」と受け止めるかは、人のよって違うと思うが、いずれにしても私たちの心に浮かんでくる「１本の誘惑」はたいへん巧妙だ。直接ささやきかけているのは多分悟りの低い背後霊か、または波長の合ってしまった低級霊（動物霊）だろうと思われるが…。
☆　★　☆
・さて、次々と心の中に湧き起こってくる「１本の誘惑」を振り切って善いことを始めようとすると、次には必ず邪魔が入る。「好事魔多し」ということだ。
・私たちが善いと思ったことを実行させないようにする働きとしか思えないようなことが、次々と身の回りに起こり始める。これも「悪魔の嫌がらせ」または「神さまのテスト」と見ることができる。
・例えば、「肉を食べない」という決心をした人には、次のようなことが起こるだろう。
① 家族(親や子供、配偶者）から猛反対される。
（「肉が食べたい」「お肉を食べさせて」とせがまれる）
② 恋人から、「美味しい肉料理を食べにつれてって」と頼まれる。
③ 上司や大事な取引先から「うまい肉をおごってやる」と誘われる。
④ 進物で豪華なハムの詰め合わせが届く。
⑤ 家の近くに｢焼き肉食べ放題｣の店が出店する｡…などなど。その他、肉を食べたくなる（食べざるを得ない）ような状況が身の回りで発生し、誘惑の手が強化されていく。人の決心をぐらつかせるような出来事が次々と起こり、そのうちに「ちょっとだけならいいか」と、心のゆるみが起こる。その「誘惑」の手口はたいへん巧妙だ。
・ここで､もう一度禁煙の話に戻りますが､禁煙した人が再び吸い始めるのは､この巧妙極まる｢１本の誘惑｣に心を許した結果なのだ。
・禁煙にチャレンジした人たちが、１カ月あるいは１年後に、再びタバコを吸い始めるようになる一種のパターンがある。禁煙が成功したと思える頃になると、「１本ぐらい吸っても大丈夫だよ」と安心させる「心のささやき」が何度も起こるのだ。そして、多くの人はその「心のささやき」に負けてしまう。
・確かに､１カ月もタバコをやめた人が､途中で１本ぐらい吸ったとしても、翌日からすぐに喫煙癖が復活するわけではない。それから１カ月ぐらいは無理なく禁煙が続けられる。そうやって安心させておいて、またしばらく経つと今度は｢２本目の誘惑｣がやってくる。このときは、前回成功した経験もあるので｢１本ぐらい吸っても…｣という安心感はさらに強くなっている｡つまり､誘惑に対するガードが甘くなっているということだ｡こうやって､２本が３本に、そして１箱にと本数が増え、喫煙間隔が短くなっていって、いつの日か元に戻ってしまう。あらゆる「１本の誘惑」に、このようなパターンが巧妙に準備されているのだ。
・このような物質次元のさまざまな誘惑にうち克つ心を持てるかどうかが、新しい時代行きの切符を手にできるかどうかを判定する基準になる。ここに「身魂磨き」の大切な第一歩があると言えるだろう。繰り返します。「善は急げ」そして「楽な道への誘惑に負けないこと」です。
・この項の結論を整理すると
（１）「終末試験」は既に始まっている。合格するためには「善いと思ったことをすぐ実行するという心の癖をつけること」が大切である。
（２）善いと思ったことを実行しようと思うと、まず心の中にそれをやめさせようとする働きかけ（「１本の誘惑」）が生まれる。
（３）「１本の誘惑」を振り切って実行しようとすると、今度はさまざまな邪魔が入る。
（４）そのような二重三重の妨害を乗り切ったとき、そのテーマに関する「終末試験」に合格したことになり、次の単元へと進むことができる。
・｢身魂磨きのためには､この世で身につけた欲望(物質欲、名誉欲、色欲など）から心を自由にすることが大切だ」。
・「心を自由にする」ことを別な言葉で言うと「誘惑に負けないように精神を鍛える」ということ
・そのためには「人生で大切なことは何か」に気づくことがまず必要。それが「向上心」ということ。
・大切なことに気づいたら､それを直ちに実行すること。
・｢そのうちやろう｣という心の姿勢を持つと､｢そのうち｣は永遠に来ることはない｡怠惰なままの日々があっという間に過ぎ去って､いざとなって地団駄を踏むことになる。
・子どもの頃、夏休みが終わって学校が始まる直前に、宿題を一度に片づけようとして頭を抱えた経験はありませんか（私はそうでした）。
・夏休みの宿題は早めにとりかかるにこしたことはない。まして、これまでの生まれ変わりの中で解決させずに来た重要な宿題ですから､１つでも多くやり遂げる姿勢が必要なのだ｡高をくくっていてはいけない｡時間のスピードはますます速くなる。
・毎日を｢平和で楽しく暮らせればよい｣という考えで生きていては、終末の卒業試験に合格することは難しい。

・各神示は伝えてくれている｡素直に(母親の愛を疑うことのない幼児のような気持ちで)信じることではないか。信じて身魂磨きをはじめても､何も失うことはない…｡
■⑭肉体のまま霊界に行けるようになる
仏教で使う「即身成仏」「解脱（げだつ）」といった言葉が次元上昇と同じ意味を持っていると思われる。
・一口に言えば、物質世界で身につけた煩悩（物欲、色欲、名誉欲など）から心を解き放つということである。
・『日本神人伝』（不二龍彦・著／学研）の中に、神仙界と現界を往来し、あまたの奇跡を顕したといわれる14人の超人が紹介されている。その人物名を掲載順にリストアップすると、
①仙童寅吉　②宮地水位　③国安仙人　④友清歓真　⑤黒住宗忠　⑥金光大神 ⑦出口王仁三郎　
⑧高島嘉右衛門　⑨九鬼盛隆　⑩鷲谷日賢　
⑪長南年恵　⑫亀井三郎　⑬本吉嶺山　⑭三田光一
・この14人の超人に共通するのは、「自由に異次元（神仙界）とこの世（現界）を行き来することができた」という点。この中には肉体のまま行き来できた人もいたことが記録として残っているとか。
・それを仏教的に言うと「即身成仏」すなわち、「肉体のまま（即身）、霊界の住人になる（成仏）ことのできた人」という意味になる。「成仏」は単に「死ぬこと」の意味にも使われていますが、本来の意味は「仏＝悟りを開いた高級神霊」ですから、「即身成仏」とは、肉体のまま高級霊界に行ったり来たりできる神次元の存在になることを言っている。
・この14人のリストからは漏れていますが、わが国では役小役（えんのおづぬ）が厳しい修行の末にその境地に達したと伝えられている。
・上記14人の中の「③国安仙人」に関して､まず、国安仙人を紹介する前書き部分にはこう書かれています。
・11歳のとき、聖良仙人が来訪。
・それを転機として12年、岩木山、八甲田山、開聞岳、国見山などを渡り歩き、五穀断ちをはじめとする仙界修行をし､海上歩行をはじめ､物品引き寄せ、千里眼、念力、テレポーテーションと、神仙家随一の神通力を発揮した。　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　― 『日本神人伝』（不二龍彦・著／学研）
・著者の不二龍彦氏が、「この章で扱う神仙家（①～④の４人）のなかでも、真に神通力第一と呼ぶにふさわしいのは､明治期の大仙人・国安仙人である」と述べているほどの人物なのだ。その国安仙人の生活ぶりは、ある意味では今日の日本人と正反対の内容となっている。
・なるほどそれでこそ仙人といったエピソードが充ち満ちている。中国の神仙関係の書物を読むと、仙人修行者は肉や魚の類はもちろん、穀物を断って心身を浄化するということが必ず書かれている。そして､仙人になると､ほとんどものを食べる必要がなくなるというのだが､国安仙人もまさにそうだった。魚介鳥獣を食わず、穀類・野菜類も食わず､もっぱら木の実を常食としていて､それも､あれば食し、無ければ自分から買って食べることはなかった。
・しかも国安仙人の買い物というのは、すべて売り手のいいなりで、決して値切るということがない。そのため高く売りつけられることもあったが、仙人はまるで意に介することはなかった。
・そもそも国安仙人には、物欲というものがまるでなかった。自分を飾るとか、うまいものを食うとか、神仏のためと称して豪壮な家を構えるといった俗情は完全に欠落しており、寄進にしても、信者が惜しんで出す金は受けつけなかった。信者がそのそぶりを毛筋ほども見せない場合でも、仙人には相手の心の内が手に取るように見えていたらしく、黙って返してよこしたという。
―― 『日本神人伝』（不二龍彦・著／学研）
・すでに仏教で言う「解脱（げだつ）」の境地にあったことがうかがえるエピソードだと思う。このことから「食べ物」「物欲」「損得勘定」などが、霊格を左右する要素となっていることがわかる。
・俗に言われている「ええもん食いたい、楽（らく）したい、ものはついでにゼニ欲しい、どっかにエエ娘（男）おらんかな～」といった生き方とは正反対の境地。
・この国安仙人は幼名を米太郎といい､万延元年(1860年)に江戸深川に生まれた。そして明治３年､11歳の年に人生の転機が訪れる。米太郎の前に聖良仙人と名乗る白髪の老人が忽然と現れて､「我は前世からの約束で､今日、汝を訪れたのである。これより行を積み徳を積んで、人助けをせよ｡そのために汝を時々仙界に呼んで修行をさせるであろう」と告げた｡続きは本文を引用する
・こう語り終えるやいなや、聖良仙人はためらう米太郎の襟首をつかみ、あっという間にいずこかの山中に連れ去った。かくして米太郎の仙界修行が始まった。
・仙童寅吉や宮地水位も語っていることだが､仙人に導かれて仙境に入るという場合､それは霊体や幽体を飛ばすとか､意識だけを飛ばすというのとは違い､多くは体ごと異境に参入してしまう｡
・合理的に解釈したいタイプは、こうした異境へのトリップを、何らかの特殊な意識体験だろうということで片づける。麻薬などのトリップと同じ体験と見なすわけである。しかし、実際に仙境に遊んだという者は、そんな合理的解釈を拒絶する。水位も体ごと移行するといっているし、寅吉も杉山僧正のもとに出向くときには旅支度をしている。
・のちに国安仙人は、弟子の前でトリップの現場を何度も実地に見せているが、そのときには必ず「体ごと消え失せた」と弟子や信者は報告している。今流にいうと、テレポートしてしまうらしいのである。
―― 『日本神人伝』（不二龍彦・著／学研）
・実はこれと同じ出来事が、『ヒマラヤ聖者の生活研究（第一巻）』（ベアード・Ｔ・スポールディング著／霞ヶ関書房）の中に載っている。
・この本の第３章「肉体の自由自在なる出現・消滅」のなかで、エミール師という人物が、著者をはじめとする調査団の目の前で、自由に肉体を消したり、現したりした事実が述べられている。その「肉体の出現・消滅の原理」を、エミール師は次のように述べている。
‥‥わたしは自分の肉体を「普遍なるもの」の中に置き、肉体の波動を高めることによって「普遍なるもの」に戻した。わたしたちの言い方をすれば、一切の質料が存在する「普遍なるもの」の中にいったん奉還した。
・それから私の神我（実相）、すなわちキリスト意識を通して、肉体を心の中に置くとそのバイブレーションが下がり、ついにこの部屋の此処で具体化し再現して、皆さんにも見えるようになる――というわけです。
・この過程のいったいどこに神秘があるのでしょうか。神の「愛（め）ぐし子」を通じて父なる神がわたしに与えたもうた力、別言すれば、法則を使っただけではないか。この「神の子」というのが、あなた方であり、わたしであり、人類全体ではないでしょうか。
―― 『ヒマラヤ聖者の生活研究（第一巻）』（霞ヶ関書房）
・ここに紹介した国安仙人とエミール師のエピソードから、少なくとも厳しい修行さえすれば普通の人でも肉体の波動を高めて異次元との間を行き来できるようになる――ということがわる。その波動を高めるために、
「心、言葉、行ない」が大変重要な意味をもつ。
・このテーマは「終末の生き方」に関する私の結論部分なので、もう少し掘り下げていく。
・次は「大本神諭」や「日月神示」の先駆け的神示と言われている天理教の｢おふでさき｣を見てみる。
■⑮神の御用を行なうのが「ようきづとめ」
・天理教の「おふでさき」は明治２年から同15年の間に、教祖（おやさま）・中山みきに降ろされた神示とされています。教祖が筆を執ると、暗闇でもひとりでに筆が動いて、言葉が「お歌」となって紙に記されたということから、一般的に“自動書記”と言われている現象だ。
・ここに紹介している「おふでさき」の語り手は天理教の「親神さま」ということになる。
・天理教については「大本神諭・天の巻」の冒頭に次のような記述があります。
　‥‥天理、金光、黒住、妙霊、先走り、とどめにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(うしとらのこんじん),艮の金神)が現れて、世の立て替えをいたすぞよ。世の立て替えのあるということは、どの神柱にも判りておれど、どうしたら立て替えができるということは、判りておらんぞよ。九分九厘までは知らしてあるが、もう一厘の肝腎のことは判りておらんぞよ。（明治２５年）
・この大本神示の内容からすると、「おふでさき」は世の立て替えを告げる神示の“草分け”と言えるものであることがわかる。同じ意味のことが日月神示（ひふみ神示）にも述べられている。
・大本神諭によれば、中山みき教祖に「おふでさき」を伝えた神さま（神柱）は「一厘の肝腎のことはわかっていない」ようだが、残りの九分九厘のことは知らしてあるとのこと。その観点から吟味してみると、確かにこの「おふでさき」には「大本神諭」と一致する内容が非常にたくさん含まれている。
・「おふでさき」全文はかなりのボリュームがあるので、ここでは世の立て替えに関して述べられた内容を中心に紹介する。
・出典は『おふでさき通訳』（芹澤　茂・著／天理教道友社）。芹澤氏の解説を参考にしましたが、大半は私の独自の解釈（超訳）であるため、現在の天理教の教団の解釈とは異なる部分があることをお断りしておく。
いまゝでハ　神のゆう事うたこふて　なにもうそやとゆうていたなり
このよふを　はじめた神のゆう事に　せんに一つもちがう事なし
だんだんと　みへてきたならとくしんせ　いかな心もみなあらハれる
【 超訳 】
今までは、神の言うことを疑って、何でも「嘘だ」と言ってきたが、この世を始めた神の言うことだから、千に一つも違うことはないのだ。これからだんだんと現象が現れてくるから得心せよ。心で思ったことはみな現象として現れるのだ。
・この神示を読みますと、「おふでさき」が「この世を始めた神さまからの伝言」であることがわかります。大本神諭・天の巻の冒頭にも、「神の申した事は、一分一厘違わんぞよ」と、全く同じ表現がされています。
これからハをうくハんみちをつけかける　せかいの心みないさめるで
上たるハ 心いさんでくるほとに　なんどきにくるこくけんがきた
ちゃつんであとかりとりてしもたなら　あといでるのハよふきづとめや
このつとめ とこからくるとをもうかな　上たるところいさみくるぞや
たんたんと 神のしゆごふというものハ　めつらし事をみなしかけるで
にちにちに　神の心のせきこみを　みないちれつハなんとをもてる
なにゝてもやまいいたみハさらになし　神のせきこみてびきなるそや
せきこみも なにゆへなるとゆうならば　つとめにんぢうほしい事から
このつとめなんの事やとをもている　よろづたすけのもよふばかりを
このたすけ いまばかりとハをもうなよ　これまつたいのこふきなるぞや
【 超訳 】
・これからはあの世（神霊界）とこの世（物質界）をつなぐ「往還道」をつくっていく。この世の人間の心を奮い立たせるためである。上に立つ者たちの心が奮い立つようになってくれば、いつ大峠が来てもおかしくない時節となったのだ。
・お茶の葉を摘んであとを刈り取ってしまったら、そのあとに必要となるのは「神の御用（＝ようきづとめ）」である。この「ようきづとめ」はどこから始めると思うだろうか。それは上に立つ人間が奮い立つのである。
・これからは神の守護によってだんだんと珍しいことを見せていく。神が一日も早くと急いでいるのに、人民はなんと思っているのか。何があっても病気や苦痛というものはなくなる。神の急ぐ気持ちを伝える手伝いをしてほしいのだ。
・なぜこんなに急いでいるのかというと、神の御用（＝ようきづとめ）をする人間がたくさん必要だからである。では、何のために「ようきづとめ」をするのかと思っているだろう。それはすべての守護神と人民を助ける段取りをするためだ。助けると言っても今だけのことではなく、万古末代のきまりとなるのである。
・ここでの解釈のポイントとなるのが｢よふきづとめ｣だ。この｢よふき｣は同じ意味で｢よふぼく｣という表現も出てくる。ですから、漢字を当てると「陽気」ではなく「用木」となる。意味は､｢神様が御用につかう人(魂)｣ということ｡これから起こる終末の土壇場において､神が憑依して人民を先導する役割を担わせる人(魂)のことを述べていると思われる。だから､｢ようき(用木)づとめ｣というのは、｢神が憑依できるように､身魂を磨いて澄み切っておくこと｣ということになる。
・大本神諭・天の巻にも次のように「神が御用に使う魂」についての記述がある。
この神が‥‥世界を水晶の世にいたすのであるから、改心をいたしたものから早くよくいたすぞよ。
水晶の神代になれば、この世は思うようになるぞよ。
水晶の霊魂を改めて、神が御用に使うぞよ。御霊の審判（あらため）をいたして、神が綱をかけるぞよ。（大本神諭・天の巻）
神はそのままでは何もできんから、因縁ある身魂を引き寄せて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(か),憑)かりてこの世の守護をいたす｡（大本神諭・天の巻）
要するに、この物質界の立て替えのためには人間の協力が必要なのだ。だから､改心して(＝身魂を磨いて)神が憑依できるような繊細な波長になった人物を、神が引き寄せて御用に使うとおっしゃっている。「おふでさき」ではそのような役割を担う人のことを「よふき」と呼び、神の御用をすることを「よふきづとめ」と表現している。漢字で表すとすれば「用木（としての）務め」となる。この基本的な解釈を間違うと、「おふでさき」の意味は理解できなくなると思われる。
・ここで紹介した「おふでさき」のなかには、大変重要な内容がたとえ話として述べられている。それは「ちゃつんであとかりとりてしもたなら」の部分である。この意味は「お茶の葉を摘んでしまって、残りの葉も全部刈り取ってしまったら」ということですが、気になるのは「なぜお茶の木がたとえ話の材料として使われたのか」ということである。
・私は次のように解釈している。お茶摘みは、既にお茶の葉にはできないほどに硬くなった葉は残して、軟らかい葉だけを摘み取っていく。つまり、ここで葉の選別がされるわけである。「おふでさき」では、そのあとで残りの葉もすべて刈り取ってしまうとある。それは、私がイメージしているこの終末の大峠の状態そのものを表しているように思われる。
・新約聖書や日月神示にも出てくるが、終末には神様が魂の選別をすることになる。というより、正確にいえば「人は自分の魂のレベルに応じた世界に引き寄せられる」ということで、終末においては波長の同調現象が加速されますので、いわば「善」と「悪」と言った形で二極分化をしてしまう。
・「おふでさき」のたとえ話では、「善」に引き寄せられる魂が「お茶の葉」で、「悪」に引き寄せられる魂は「木に残され、やがて刈り取って捨てられる葉」ということになる。そのようにして「葉の選別」が終わったあとで、「用木務め」をする魂が必要となってくる｡つまり､お茶の木からまた新しい芽が出て､茶葉となっていくということで、その元となる木のことを「用木」と表現していると解釈できます。大本神諭で、「水晶の世になったら、水晶のような霊魂を神が御用に使う」と述べられている内容と相通じるもの。
・｢おふでさき｣では､そのような大事な神の御用に使える人物(霊魂)を木に例えて｢よふき(用木)｣と呼んでいる｡
★ おふでさき ★
これからハからとにほんのはなしする　なにをゆうともハかりあるまい
とふぢんがにほんのぢいゝ入りこんで　まゝにするのが神のりいふく
たんたんとにほんたすけるもよふだて　とふじん神のまゝにするなり
このさきハからとにほんをハけるてな　これハかりたらせかいをさまる
いまゝでハ 上たる心ハからいで　せかいなみやとをもていたなり
これからハ 神がたいない入りこんで　心すみやかわけてみせるで
【 超訳 】
これからは外国と日本の話をする。何を言おうとしているのかは、すぐにはわからないだろう。外国の守護神が日本の地に入り込んで勝手気ままにしているのが神の立腹の原因なのだ。だから、だんだんと日本を救う段取りをして、外国の守護神を神の思うままにする。
これから先は外国の守護神と日本の守護神は分けていく。これを分けることができたら世界は平穏になるのだ。
これまでは上に立つ人間はそのことが分かっていなかったので、これが普通のことだと思っていただろう。これからは神が人間の体内に入り込んで、心の違いをすっきりと分かるようにしてみせる。
・｢から｣は｢外国｣のことを差しているですが、その外国の意味はなかなか解釈が難しい。平たく言えば西洋文明の｢科学万能主義｣｢唯物主義｣｢人間中心主義」といったところだろう。大本神諭では「学」と「智慧」という表現で、「神の教え」に対比してある。
・問題なのは外国人というよりも、その外国人を動かしている外国魂の守護神の存在ということになる。
ただ、大本神諭には次のように大変厳しい表現もある。
外国人よ。今に艮の金神が返報返しをいたすぞよ。
外国を、地震雷火の雨降らして絶やさねば、世界は神国にならんから、‥‥バタバタと埒（らち）を付けるぞよ。
（大本神諭・天の巻）
・さて､この｢おふでさき｣の末尾の部分に｢神がたいない(体内)入りこんで｣という表現がある｡この表現は｢おふでさき｣のなかではたびたび出てくる｡意味は、「神が人間に憑依して」ということで、これから終末にかけては、「神が直接人に憑依して神の御用をさせる」ということを裏付ける内容となっている。
★ おふでさき ★
これからハ 水にたとゑてはなしする　すむとにごりでさとりとるなり
しんぢつに　神の心のせきこみわ　しんのはしらをはやくいれたい
このはしら　はやくいれよとをもへども　にごりの水でところわからん
この水を　はやくすまするもよふだて　すいのとすなにかけてすませよ
このすいの　どこにあるやとをもうなよ　むねとくちとがすなとすいのや
このはなし　すみやかさとりついたなら　そのまゝいれるしんのはしらを
はしらさい　しいかりいれた事ならば　このよたしかにをさまりがつく
このはなし　さとりばかりであるほどに　これさとりたらしよこだめしや
【 超訳 】
これからは、水に例えて話す。水が澄んだり濁ったりすることから理解してもらうことにする。神が急いでいるのは、人間の魂に「しんのはしら（真の柱）」を早く入れたいからである。この柱を早く入れようと思っても、魂が濁り水のように濁っているためどこに入れたらよいかわからないのだ。この濁り水を早く澄ます段取りをどうすればよいかと言えば、それは水嚢（すいのう）と砂に掛けて澄ますようにするのだ。そんな水嚢がどこにあると思ってはいけない。心に思うこと（むね）と、口から出る言葉（くち）とが砂と水嚢の働きをするのである。
　 この話がすっきりと理解できたら、そのまま真の柱を入れる。真の柱をしっかり入れたら、この世の中は平穏になるのだ。この話を頭で理解できたなら、その理解の程度を試すことにする。
・「すいの（水嚢）」は水を濾過する器のことです。
「むねとくちがすいの（水嚢）である」という内容を、芹澤氏は「胸＝悟り」「口＝諭し」と解釈されていますが、｢おふでさき」全体を読むと、「胸＝心に思うこと」「くち＝口から出る言葉」と解釈するほうが意味が通じる。
これは『大本神諭』や『日月神示』でも述べられている
｢心、口、行ない」のうち「心、口」に対応している。
以下は『大本神諭』天の巻の中の一節です。
これからは、筆先通りが世界に現れて来るから、心と口と行（おこない）と三つ揃うた誠でないと、今度神から渡す荷物は重いから、…　　　　　　　　　　　　 （大本神諭・天の巻）
このように､私の場合、｢おふでさき｣の解釈にあたっては『大本神諭』と『おふでさき通訳』を交互に読んでいるが､２つの神示の波長はまったく同じもの｡“取り継ぎ”が､かたや中山みき､かたや出口ナオという違いがあるだけで神示の響き(神意)には違いが感じられない。
実は、この「おふでさき」に基づいて宗教団体をつくったことに関して、『大本神諭』の神さまは痛烈に批判されている。その最も厳しい内容を以下にご紹介しておく。
‥‥天理、金光、黒住、妙霊、皆この大望がある故に、神から先に出したのであれども、後の取り次ぎは神の心がわからんから、皆教会にいたしてしもうて、神の思わくは一つも立たず、口過ぎ（＝生活を立てること）の種に神をいたして、我が神の真似ばかりを致して、日本の神の名を悪くいたしておるが、これが四つ足の守護であるぞよ。教会の取り次ぎよりも、平の信者の方に誠があるぞよ。今の取り次ぎ、「これでよい」と思うておるから、真の生き神の申すことは、ちっとも耳に入らんぞよ。‥‥
（『大本神諭』火の巻／明治３３年旧８月１１日）
・この神示を読むと、神の言葉を正しく理解し、伝えていくことが、いかに難しいことであるかが分かる。
常に謙虚に受けとめていきたいと思う。そういう意味では、私の解釈もけっして「これしかない」と申しあげているつもりはない。もともと神示には何通りもの解釈法があるとも言われるので、これもひとつの参考意見としてお読みいただきたいと思う。

■⑯「我が身思案」は要らぬもの
 ★ おふでさき ★
だんだんと　せかいぢうをしんぢつに　たすけるもよふばかりするぞや
そのゝちハ　やまずしなすによハらすに　心したいにいつまでもいよ
またさきハ　ねんけんたちた事ならば　としをよるめハさらにないぞや
いまゝでハ　なにの事でもしれなんだ　これからさきハみなをしゑるで
【超訳】
だんだんと、世界中を真の意味で助ける段取りばかりするのである。それが終わったらあとの世は、病気もなく、死ぬこともなく、年老いて体が弱ることもなく、自分が望むならいつまでも生きておれるようになる。またその先もっと年限が経ったとしても、老いるということが全くないのである。このように今までは知らなかったことを、これから先はなんでもみな教えることにする。
・終末の大峠になると、この地球のカルマが一斉に現象化することになる。それは文字通りの大天変地異となり、場合によっては核戦争を伴った第三次世界大戦という人為的な大惨事が起こることになるかもしない。
・「おふでさき」の神様は「助ける段取りばかりする」とおっしゃっているが、「助ける」という内容は､終末の大惨事から肉体生命を守るという意味ではない。肉体生命が守られても、真の意味での救済にはならないからだ。たとえば、大天変地異によって現在の文明社会が崩壊し､生活に必要なインフラが破壊されてしまった地球の上で､生き残った人たちはどのようにして生きていけばよいか。しかも､核戦争が起これば地上は放射能で汚染されてしまっている可能性もある｡
・「おふでさき」の神様がおっしゃっている救済の内容は､前出の「茶摘み」のたとえのなかにそのヒントが含まれている。次元上昇した新しい地球で生きる人間（魂）を｢お茶の葉」に例え､お茶の葉として使えない硬くて古い葉（＝この地球の文明に執着している人間）は、お茶の葉を摘み取ったあとで一斉に刈り取られてしまうことになる。
・古い葉を刈り取った後に残った木には、翌年は新しいお茶の葉が出てくるための種木としての役割があるわけだ。その種木となる木のことを、「おふでさき」では「よふき（用木）」と呼んでいる。「神様の御用に使う木」という意味。「用木」の役割のできる人が、終末の大峠のあとに生まれる新しい地球での生き方を実践し、生まれ変わった人たちを導いていくことになる｡
･ ｢用木｣となる人たちは、既にこの終末の時代において､神様が憑依できるような繊細な波長になっていることだろう。一口に言えば､「身・口・意」のコントロールができる人たち、そして「我善し」の考え方を卒業し､世のため人のために命を投げ出せる人たちということになる｡この世での物質的な富や繁栄に執着せず、自分の損得に関心の薄い人たちだ。
・そういう人たちに導かれる新しい地球では、人は病気をすることも死ぬこともなくなるとおっしゃっている。自分が望めばいくらでも生きていくことができる。もちろん、年をとることもなく、自分の好きな年齢の状態で過ごすことができるという。同じ内容は新約聖書や日月神示にも述べられているので、かなり信憑性が高いと思われる。
・ホワイト・イーグルやシルバーバーチなどの信頼できる霊界通信によれば、現在でも霊界はそのような状態になっているようだ。
・大峠のあとの次元上昇した新しい地球は「半霊半物質」の世界になるということだから、この物質界が今の霊界と似たような状態になるということだ。心に思ったことがすぐに実現してしまうようになるのもその特徴だ。善くない心の持ち方をすれば、それがすぐに他人を傷つけ、自分にもはね返ってくるということだから、「我善し」の考え方が抜けきれない人は住むことのできない世界と言える。
・ただし、現在の霊界はまだ天国的世界から地獄的世界までが混在した状態になっていると見られる。神様の波長に近い高級霊の住む世界から、動物霊や邪悪な低級霊の住む世界までの多層構造になっているので、トータルとしてはとても「ミロクの世」とは呼べないものだ。霊界はこの地上世界と「合わせ鏡」のようになっていて、地上の乱れが霊界の乱れとなり、それがまたこの地上世界に反映されてその乱れを増幅する形になっている。
・そのようにして乱れに乱れた霊界の低層部分が、今回の次元上昇の中では一掃されることになると言われている。そのことを察知して、自分たちの寿命が近いことを恐れる霊界の邪悪な霊たちが、この物質界の人間にさまざまな形で干渉し、誘惑を仕掛け、道連れにしようと画策している。そのことが、今日の世界の悲惨な終末状況をつくり出していると言える。
・このような邪悪な霊の道連れにされないためにも｢むね(思念)」と「くち（言葉）」をコントロールして､魂の洗濯をしておきなさいというのが「おふでさき」の神様のメッセージなのだ。
★ おふでさき ★
このよふハ　いかほどハがみをもふても　神のりいふくこれハかなハん
めへめへに　ハがみしやんハいらんもの　神がそれそれみわけするぞや
これをみて　いかなものでもとくしんせ　善とあくとをわけてみせるで
このはなし　みな一れつハしやんせよ　をなじ心わさらにあるまい
をやこでも　ふうふうのなかもきよたいも　みなめへめへに心ちがうで
【超訳】
この世でいかに我善しの気持ちを持っていても、神の怒りを受けたらどうしようもないのだ。自己中心の考え方はしてはいけない。神がその心の中を見分けてしまうのだ。神が善い心と悪い心は見分けてしまうから、そのことをよく理解しておきなさい。この話はどんな人間でも必ず心に留めておきなさい。人間は一人として同じ心ではないはずだ。親子でも夫婦でも兄弟姉妹でも、みなそれぞれに心の中は違っている。
・「我が身を思う」「我が身思案」というのが「自己中心的な考えをする（＝利己主義＝我善し）」という意味だ。「自分のことを心配しなくても、神がそれぞれの心の中を見て、善と悪とに選別する」とおっしゃっている。親子でも夫婦でも兄弟姉妹でも心の中が違えば、善悪のふるいにかけられてしまうということだから、場合によっては親兄弟であっても、永遠に別れ別れになる可能性があるということだろう。
★ おふでさき ★
いまゝでハ　心ちがいわありたとて　ひがきたらんてみなゆるしていた
このたびハ　なんでもかでもむものうち　そうぢするでみなしよちせよ
むねのうち　そうぢをするとゆうのもな　神のをもハくふかくあるから
このそふぢ　すきやかしたてせん事に　むねのしんぢつわかりないから
この心　しんからわかりついたなら　このよはぢまりてつけるなり
【超訳】
今までは心違いがあっても､時節が来ていなかったのでみな見逃していた。このたびはどんなことでも心の中を掃除するので､覚悟しておきなさい｡心の中を掃除するというのは､神の深い思惑からすることである｡人民の心の中の掃除をすっきり仕上げてしまわないと本来の心の持つ本当の働きが理解できないからである｡この心の働きが理解できたならこの世（新しい世）の始まりに手をつけることにする｡
・「心の中を掃除する」というのは、悪い思いを持たないようにするということ。悪い思いとは、「不満」「恐怖」「心配」「憎悪」などの気持ちを指していると思われるが、その具体的な内容は次の神示にちゃんと出てくる。
いずれにせよ、人民がそのような悪い心の癖を直してくれないと、神が救おうと思っても救うことができない。
★ おふでさき ★
このよふハ　にぎハしくらしいるけれど　もとをしりたるものハないので
このもとを　くハしくしりた事ならバ　やまいのをこる事わないのに
なにもかも　しらずにくらすこの子共　神のめへにハいぢらしき事
なにゝても　やまいとゆうてさらになし　心ちがいのみちがあるから
このみちハ　をしいほしいとかハいいと　よくとこふまんこれがほこりや
このよふの　にんけんハみな神のこや　神のゆう事しかときゝわけ
ほこりさい　すきやかはろた事ならば　あとハめずらしたすけするぞや
しんぢつの　心しだいのこのたすけ　やますしなずによハりなきよふ
このたすけ　百十五才ぢよみよと　さだめつけたい神の一ぢよ
【超訳】
・この世の人民はみんな賑やかに暮らしているけれど、世の中の元となる仕組みを知っている者はいないので（苦しみが絶えないのだ）。この世の元の仕組みを詳しく知ったならば、病気などの不幸な出来事が起こることはないのに（気の毒なことだ）。何も知らないで暮らしている子どものようなものだから、神の目からみるといじらしいかぎりだ。
・とにかく病気になるということは決してないのだ。間違った心の使い方をするから病気になるだけだ。間違った心の使い方とは、惜しい、欲しい、可愛いという気持ち、そして欲と高慢が心の埃となるのだ。この世の人間はみんな神の子である。神の言うことをしっかり聞き分けて、心の埃さえすっきりと払ってくれたなら、珍しい助けをしてあげよう。
・本当に、心の持ち方次第で助けてあげられるのだ。そうすれば、病気になることも、死ぬことも、老いることもないようにする。この助けによって、人の寿命は１１５歳というふうに定めたい。これが神の教えの中心となるものである。
・善くない心の癖として「惜しい」「欲しい」「可愛い」「欲」「高慢」があげられています。これに加えて「にくい」「うらみ」「はらだち」の計８つが、「おふでさき」の神様の言われる「心の埃」ということになっている。「可愛い」はモノや人にたいする愛着ということで、仏教でいう煩悩の一種。「世界の中心で愛を叫ぶ」といった恋愛感情としての愛は、文字どおり「心の埃」である場合が多いということだろう。「高慢」も大変な心の埃となるようだ。新約聖書の中でイエス・キリストが「謙虚」であることの大切さを説いていることと一致している。
★ おふでさき ★
はたらきも　いなかる事とをもうかな　心うけとりしだいかやしを
このかやし　なにの事やとをもうかな　みちのりせんりへだてありても
この事ハ　なにをゆうてもをもふても　うけとりしだいすぐにかやしを
このかやし　なんの事やとをもうなよ　せんあくともにみなかやすてな
よき事を　ゆうてもあしきをもふても　そのまゝすくにかやす事なり
この事を　みへきたならば一れつわ　どんなものでもみなすみわたる
【超訳】
神の働きはどういうものかと考えるであろうが、神は人間の心を受け取り次第に「かやし（お返し）」をするのである。この「かやし」は普通に考えられるようなものではなく、道のりが千里も隔たっていても返すのだ。何を言っても思っても、受け取り次第直ぐに返す。この「かやし」はどんなものかと思うな。善も悪もともに皆返すのである。善い事を言っても思っても、悪い事を言っても思っても、そのまま直ぐに返すのである。この法則が人民にわかるようになったら、だれでもみんな心が澄み渡るようになるだろう。
ここでカルマの法則の説明が出てきます。日月神示ではカルマのことを「めぐり」「借銭」などと表現されていた。
「めぐり」という場合は、「投げたボールが返ってくる」というイメージだ。「借銭」となると、悪い心を使うことによって神様の世界に「借り」を作っているので、それ相応の「償い（借金払い）」をしなくてはいけないという意味にとれる。
「かやし」の場合は、人間が投げたボールを神様が受け取って、きっちり返すというイメージだ。悪いボールを投げれば悪いボールが返されてくるということになる。「自分が蒔いた種を刈り取る」という新約聖書の言葉と共通の概念だ。
仏教では「因果応報」「善因善果、悪因悪果」という表現がされているが、すべてカルマの原因は自分が作っていることと、それに見合う形の見返りがあるという点では一致している。
ただ、これまではその「かやし」がすぐには返ってこなかったが、新しい世界となればすぐに返ってくるようになる。
それがわかれば、みんな心が澄み切るだろうとおっしゃっている。つまり、自分が投げたボールと同じボールが返ってくるということだから、悪いボールを投げないようになるだろうという意味。
ただ、自分が投げているかの自覚がないと、いつまでも悪いボールを投げ続け、最終的には悪の世界へと“選別”されることにもなりかねない。
そのボールとは「身・口・意」であることを心に刻んでおきたいものだ。
次の「おふでさき」には「月日」という言葉が出てくるが、これはその後「おや」と言い換えられ、そのために天理教の神さまのことを「おやがみさま」と呼ぶことになる。つまり、天理教の元となる神さまのことで､それが「日月神示」の「日月」とよく似ていることにも要注目である。

★ おふでさき ★
いまゝでも　たいてくどきもといたれど　まだゆいたらん月日をもわく
このたびハ　なにか月日のさ(ざ)んねんを　つもりあるからみなゆうておく
このところ　たすけ一じよとめられて　なんてもかやしせすにいられん
このかやし　たいしや高山とりはらい　みな一れつハしよちしていよ
このはなし　なんとをもふてきいている　てんび火のあめうみわつなみや
こらほどの　月日の心しんバいを　せかいぢうハなんとをもてる
たんたんと　くどきなけきハとくけれど　しんぢつなるの心たすける
どのよふな　ものも一れつハかこなり　月日の心しんばいをみよ
このよふハ　一れつハみな月日なり　にんけんハみな月日かしもの
せかいぢう　このしんぢつをしりたなら　ごふきごふよくだすものわない
こゝろさい　しんぢつよりもわかりたら　なにもこわみもあふなきもない
月日より　をしゑる事ハみなけして　あとハにんけん心ばかりで
【超訳】
今までもほとんど大切なことは述べてきたが、月日（＝日月の神）の思わく（＝経綸）についてまだ言い足りないことがある。このたびは月日の残念な気持ちが積もり積もっているから残らず言っておく。このいまの世の中において、人民を助ける一番の方法を止められて、まず何事にも“かやし（お返し）”をしないといけなくなっている。
この“かやし”というのは、上に立って権勢を誇っている人民は、その権力を取り払われることになる。いったいどんなことだと思って聞いているのか。それは天火・火の雨・海は津波という形で現れるのだ。それで人民が大変なことになるのを“月日（＝日月の神）”は心配をしているのに、世界中の人民はなんと思っているのだろうか。だんだんと説教し、嘆きたい気持ちを説明しているが、誠の心になった者は助けるのだ。どんな者でもみな我が子である。“月日（＝日月の神）”がいかに心配しているか（考えてみてほしい）。この世のすべての存在は“月日”の体なのだ｡人間の体といえども“月日”が貸し与えたものである。世界中の人民がこの真理を知ったら､もはや豪気・強欲を出すものはいないだろう。心でこの真理を理解しさえしたら、恐いことも危ないことも経験する必要はなくなる。“月日”の教えることをみな消してしまって人間心だけで考えるから（わからないのだ）｡
・私は拙著『２０１２年の黙示録』の中で、「カルマは人の潜在意識に沈殿した心の癖（＝波動の傾向）である」と述べた。それは一種の精神的エネルギーとして蓄積され、この物質世界に現象として表面化するのを待っている。
・そして、人がそのカルマの原因となるような心の使い方を続けるならば、さらにそのカルマは蓄積され、肥大化していくことになる。それは、たとえば「心配する気持ち」や「不安な気持ち」などで表現されるものから、人を憎んだり呪ったりする気持ちまでいろいろとある。
・私の本の中では、「気持ち＝念」と置き換えて、「懸念」「残念」「執念」「怨念」の４つを「マイナスの波動」すなわち「負のカルマ」として説明しました。それらはこの三次元の世界でさまざまな“不幸な現象”として表面化するのですが、その表面化するまでの時間がだんだん短くなっているというのが、これまで述べてきたことだった。
・それを「大本神諭」や「日月神示」では「時節がきた」と表現されている。つまり、ついに終末を迎えたので、これから大峠（たぶん2012年）に向かって時間がますます圧縮され、それにともなって異次元に蓄積されている個人や国、民族、人類全体のカルマが次々に、そして最後は一斉に表面化していくことになるということだ。
・天理教の「おふでさき」にもまったく同じことが述べられていることがわかる。しかしながら、明治の初め、まだラジオ放送も始まっていない時代にあって、地方（今の奈良県）に住む一老女（＝教祖中山みき）に憑かった神さまが、当時の人民に「世の終末」を伝えるには、言葉選びに大変苦労されたことと思う。
・神さまの言葉を受け取った側も、今日のように書籍やネットから簡単に情報が手に入る時代ではないから、言葉の真の意味を推し量ることには苦労されたことだろう。しかも、「おふでさき」は短歌の形で表現されていますので、その解釈はさらに困難を極めたことと思う。
・そういう観点から､今日世の中に出回っている多くの情報をベースに再度「おふでさき」の解釈にチャレンジした。
■⑰身魂が磨けたら神が憑依して助ける
「おふでさき」の語り手である神様がもっとも重視されているのは､終末の御用をしてくれる用木探しだった。この物質世界を立て替えるために、神様に代わって働く人間がたくさん必要となるからだ｡そこで、神の御用を務める人間（＝用木）がいないかといろいろ探し回っていたら､この世では落ちぶれたようになっている者のなかに､ちょっとした用木となれそうな人間がいっぱいいた､とおっしゃっているのが次の神示である。
★ おふでさき ★
これまでも　なんでもよう木ほしいから　たいていたづねいたるな　れども
このたびハ　たにそこにてハ一寸したる　木いがたあふり　みゑてあるなり
このきいも　たんたん月日でいりして　つくりあけたら　くにのはしらや
それからハ　にちにち月日みさだめて　あとのよう木のも　よふばかりを
この木いも　めまつをまつわゆハんでな　いかなる木いも　月日をもわく
【なわ・ふみひとの解釈】
・これまでは“よう木（＝終末の御用をしてくれる人民）”が何人でも必要だから、あちらこちらと探しまわっていたけれども、このたび身分の低い人間のなかにちょっとした役に立ちそうな“よう木”がたくさん見えている。この“よう木”に“月日”が出入り（＝憑依する）をして立派な人材に育て上げたら、新しい世を導く国の柱となるだろう。それから先は、毎日“月日”が人民の見極めをして、後継者づくりの段取りだけをすればよくなるのだ。
この終末の御用をしてくれる人民は、女性であろうと男性であろうと関係ない。どのような人民でも“月日”の判断で引き寄せて御用をさせるのだ。
・「終末の御用をしてくれる人材」のことを「用木」と表現しているのはこれまで見てきた通りです。神様（＝月日）は、その用木となれる人物がたくさんほしいのだ。このあたりの表現は大本神諭や日月神示とよく似ている。そして、用木の体に神が出入りする（神が憑かる）という点も、まったく同じ。次にそれぞれの神示を紹介しておく。
水晶の霊魂を改めて、神が御用に使うぞよ。身魂の審判をいたして､神が綱を掛けるぞよ｡(大本神諭・明治26年）
神はそのままでは何もできんから、因縁ある身魂を引き寄せて、憑かりてこの世の守護をいたす。
（大本神諭・明治31年）
磨けた人から神がうつって、今度の二度とない世界の世直しの手柄立てさすぞ。みたま磨きがなにより大切ぞ。　　　　　　（ひふみ神示・日月の巻）
神かかれる人早う作るのぞ。身魂洗濯するぞ。神かかりと申しても、狐憑きや天狗憑きや行者のような神憑かりでないぞ。誠の神憑かりであるぞ。
（ひふみ神示・日の出の巻）
この世のことは神と臣民と一つになりてできると申してあろがな。早く身魂磨いてくだされよ。臣民ばかりでも何もできぬ。神ばかりでもこの世のことは何も成就せんのぞ。それで神憑かれるように大洗濯してくれと申しているのぞ。神急けるぞ。この御用大切ぞ。神憑かれる肉体たくさん要るのぞ。（ひふみ神示・富士の巻）
今度は神が人民にうつりて、また人民となりてマコトの花を咲かす仕組み。（ひふみ神示・極めの巻）
・神が憑かることのできる人材は、それ相応に身魂を磨いておく必要があるということ。もちろん、用木となる人間は男性でも女性でもよいということです。
★ おふでさき ★
いまゝでも　今がこの世のはじまりと　ゆうてあれどもなんの事やら
このたびの　ぢうよぢざいでとくしんせ　いまゝでこんな事ハしろまい
月日より　たいないよりも入こんで　ぢうよぢざいをみなしてみせる
こらほどの　ぢうよぢざいのしんぢつを　はなしするのはいまはじめやで
【超訳】
・いままでにも、「今が新しい世の中の始まりの時だ」と言ってきたけれど、人民には何のことかさっぱりわからなかっただろう。このたびは自由自在に手助けをしてみせるから、それを見て得心するがよい。
・今までこんな（すごい）ことができるとは知らなかっただろう。“月日”が人民の肉体に入り込んで（＝憑依して）、自由自在にコントロールして見せるのだ。神が人間を自由自在にコントロールするという真理について話をするのは、今回が初めてのことだ。
・この神示では、大変具体的に「月日（＝神）が人間の体内から入り込んで自由自在にコントロールする」と述べられています。これから迎える終末においては、身魂の磨けた人間に神が憑依して、世の立て替えの中で大きな役割を担わせるということは間違いないようだ。
★ おふでさき ★
このせかい　一れつみゑる月日なら　とこの事でもしらぬ事なし
月日より　みなそれそれとみさだめて　善とあくとをみハけするぞや
月日より　なんでこのよにくどいなら　あしきみへるがきのどくなから
たんたんと　をんかかさなりそのゆへハ　きゆば(牛馬)とみへるみちがあるから
とのよふな　ものでも月日しんぢつを　うけとりたならみなたすけるで
いまゝでハ　どんなはなしをしたるとも　なにもみゑたる事ハなけれど
これまても　みなみへきたる事なれど　ほんもとなるをしらん事から
かみなりも　ぢしんをふかぜ水つきも　これわ月日のざねんりいふく
この事を　いまゝでたれもしらんから　このたび月日さきゑしらする
【超訳】
・この世界のことをすべて見通すことができる“月日”であるから、どこで起こることでも知らないことはない。“月日”がそれぞれの人民を見極めて、善と悪の区別をするのだ。“月日”がどうしてこんなにも､くどく言うのかと思うだろうが、人民の悪い心や行ないが見えて、その結果がどういう状態になるかがわかっているからなのだ。
・だんだんと因果が積もり積もって、牛馬のような畜生の道に落ちていく姿が見えている。それでも、いまどのような心の人間であっても、この“月日”が教える真理を受け取ってくれればみな助けてやるのだ。いままではどんな話をしても、それが形に現れなかったと思っていただろうが、実はこれまでも心に思ったことや言葉にしたことはすべて現象として我が身に降りかかっていたことなのだ。その本元の仕組み（＝経綸）がわからないから、因果関係がわからなかっただけなのだ。
・雷も地震も台風も洪水も、すべて“月日”の残念な怒りの表現なのだ。このことを今までは誰も知らないから、このたび“月日”が先に知らせておく。
・ここではカルマの法則が、具体的にわかりやすく説明されている。今日世界中で多発している地震や台風、洪水などの自然災害も、「神の怒りの表現だ」という表現がされているが、要するに「心に思ったこと」「言葉に表したこと」の結果であることを述べておられる。
★ おふでさき ★
けふからハ　せかいを月日みさだめて　むねのそふぢにかゝる事なり
このそふぢ　うちもせかいもへだてない　めゑめゑの心みなあらわすで
【超訳】
・今日からは“月日（＝親神）”が世界を見定めて、人民の心に蓄積しているカルマの掃除を始める。この“掃除”というのは、心の中もそとの世界も同じことなのだ。要するに人民一人ひとりの心（＝潜在意識）にあるものを現象として現していくことになる。
・「胸の掃除」とは、すなわち潜在意識に蓄積された「善くない心の癖」を改めるということ。これは「心の中（まだ現象化していないカルマ）」も「現象として現れている世界」も区別せずに、すべてをまとめて現象化していくとおっしゃっている。
・大本神諭で、「何もかもが一度にどっと出てくる」と表現されている内容と同じだ。
★ おふでさき ★
けふまでは　どんなあくじとゆうたとて　わがみにしりたものハあるまい
この心神が　しんぢつゆてきかす　みないちれつわしやんしてくれ
せかいぢう　いちれつはみなきよたいや　たにんとゆうわさらにないぞや
このもとを　しりたるものハないのでな　それが月日のざねんばかりや
高山に　くらしているもたにそこに　くらしているもをなしたまひい
それよりも　たんたんつかうどふぐわな　みな月日よりかしものなるぞ
それしらす　みなにんけんの心でわ　なんどたかびくあるとをもふて
月日にハ　このしんぢつをせかいぢうへ　どふぞしいかりしよちさしたい
これさいか　たしかにしよちしたならば　むほんのねへわきれてしまうに
【超訳】
・今日までは、自分が悪いことをしたら、どんなこともすべて自分の身に（“かやし”として）返ってくるということを知っている者はいないだろう。この原理について神が本当のことを言って聞かせよう。みんなよく考えてみてほしい。
・世界中の人民はみんな兄弟姉妹なのだ。お互いに他人ということは決してないのである。この元となる真理を理解できる者がいないので、“月日”は常々残念に思っている。身分や地位の高い者であっても社会の底辺にいる者であっても、みんな同じ魂なのである。それよりもぜひわかってほしいことは、人間が使っている体の諸機能はすべて“月日”から貸し与えているということだ。それを知らないものだから、人間心で考えて、人には身分の違いがあると思っている。
・“月日”としては、人間はみな同じ魂で、その体は神からの借り物であるということを、世界中の人民にしっかりわからせたいと思っている。これさえちゃんとわかってくれたら、もうお互いが傷つけ合うことになる根本原因はなくなってしまうはずだ。
・「人を傷つけることは自分を傷つけること」という新約聖書にも出てくる普遍の真理が述べられている。
それは、「人の魂はみな繋がっているから」なのだ。
お互いに他人と思っている相手も、実は“神”という広大な海にできた別々の波であると見ることができる。その波ができて消えていくまでが一つの人生だということ。
・波はすぐに消えて海を構成する水となって還元される。そしてまた新しい波となって生まれるのだ。同じタイミングでできた波をみて、自分と他人、高貴な人と卑しい人、富者と貧者、といった区別をするが、それはつかの間にできた波の形の違いでしかないということだから、傷つけ合ったり、いがみ合ったりすることは意味がないと諭しておられる。これは道徳律として述べられているのではなく、宇宙の真理が説いてある。
★ おふでさき ★
いまゝてハ　高山とてけんけんと　まゝにしていた事てあれども
これからハ　いかほどたかい山でもな　たにそこまゝにさらにてけまい
このさきわ　たにそこにてハだんだんと　をふくよふきがみゑてあるぞや
たんたんと　よふぼくにてハこのよふを　はしめたをやがみな入こむで
このよふを　はじめたをやか入こめば　どんな事をばするやしれんで
とのよふな　事をしたとてあんぢなよ　なにかよろつわをやのうけやい　　　
この事を　はやく心をしいかりと　さためをつけてはやくかゝれよ
【超訳】
・今までは高い地位にある権力者たちが威張りちらして、世の中を自由にしていたけれども、これからはどんなに高い地位の者でも、身分の低い人民たちを自由にすることは決してできないのだ。これから先は、身分の低い者の中に、“ようき＝用木＝新しい世の中を導く人材”がたくさん見えている。
・その“ようぼく＝用木＝ようき”には、これからはこの世界を始めた神がだんだんと入り込む（＝憑依する＝神憑かる）のだ。この世界を始めた神が入り込めば、どんな驚くようなことをするかわからない。しかし、すべては神が請け負ってやることだから、どんなことがあっても心配する必要はないのだ。このことを心にしっかりと刻んで、早く（心の掃除を）始めなさい。
・用木に憑依する神様は「この世を始めた親神様」ということになっている。天使と呼ばれるような存在ではなく、神様が直々に憑依されるようだ。憑依された人間は、文字どおりの超能力を発揮することになるのだろう。そのことによって、多くの人を導いていくことになるものと思われる。そのような用木としての務めをするためには、やはり心を掃除しておくことがもっとも大切だというのが結論だ。そのことは、次の神示にも出てくる。
★ おふでさき ★
月日にハ　どんなところにいるものも　心しだいにみなうけとるで
いまゝでハ　とんな心でいたるとも　いちやのまにも心いれかゑ
いんぢつに　心すきやかいれかゑば　それも月日がすぐにうけとる
月日にハ　せかいぢううハみなわが子　かハいいゝばいこれが一ちよ
いまゝでハ　どんなものでもむねのうち　しりたるものわさらにあるまい
このたびハ　とんなところにいるものも　むねのうちをばみなゆてきかす
これまでハ　かへひとよにてへたてたら　なにをゆうても一寸しろまい
けふからハ　よこめふるまもないほどに　ゆめみたよふになにをするやら
【超訳】
・“月日”には、どんなところにいる者であっても、心の状態通りにすべて受け取るのだ。だから、いままではどんな（善くない）心を持っていたとしても、その心を一晩の間にもすっかり（善い心に）入れ替えなさい。
・本当に心を入れ替えて善い心になったら、その心を“月日”がすぐに受け取る。“月日”にとっては世界中の人民はみなわが子だから、可愛いばかりなのだ。この（心の入れ替えという）ことが一番大事にしてほしいことである。
・今までは、だれも他人の心の内を知ることは全くなかっただろう。これから（新しい世になれば）、人の胸の内がすぐにわかるようにする。これまでの世では、壁一つ隔てていたら、言っていることが少しと言えども他人に知られることはなかった。今日からは脇目を振る暇もない間に、夢を見たと間違うような（驚くことを）が起こるようになる。
・これまでご紹介してきた「おふでさき」の内容を見てみると、終末の時代にまず心がける必要があるのは、「胸（思念）」と「口（言葉）」を正しくコントロールすることだと言えそうだ。そうすることによって、過去世を含むこれまでの人生のなかで作ってきた負のカルマを一掃し、神が憑かれるような清浄な身魂になっておくことが急がれるということ。
■⑱大峠になってからの改心では間に合わん
・｢大本神諭｣や｢日月神示｣あるいは天理教の「おふでさき」などの各神示は、これから迎える終末の大峠（たぶん2012年12月）までの間に、人類はそれぞれのカルマの清算を済ましておかなければならないと教えている｡
・カルマの清算は、私たちが新しい世界（＝ミロクの世＝神の国）へと移行（アセンション）するためにやり遂げなければならない宿題ということができる。
・しかしながら、多くの人はそんなことには全く無関心で、毎日の自分の生活をエンジョイすることに心を奪われ、カルマの清算をするどころかますます新しいカルマを“生産”している有様ではないか。子供のころ､遊びに夢中になっていたために夏休みが終わりに近づいてからあわてて宿題に取り組むことがあったが､そういうことでは間に合わないと言われている｡なぜなら､大峠に差し掛かると､個人のカルマはもちろん人類や地球全体のすべてのカルマが一斉に噴き出して､心静かに身魂磨きに取り組めるような平穏な世の中ではなくなるからだ｡
・そのことを警告するメッセージが「大本神諭」や「日月神示（ひふみ神示）」には繰り返し出てくる。
以下にその一部を抜粋して紹介する。

これだけ気をつけて（＝警告して）いるのに、聞かずして、我と我が身が苦しみて、どんじり（最後）で改心をいたしてももう遅いぞよ。厭な苦しい根の国、底の国へ落とされるから、そうなりてから地団駄踏みてジリジリ悶えても、「そんなら許してやる」ということはできんから、十分に落ち度のないように、神がいやになりても(＝嫌がられても）人民を助けたい一心であるから、何と言われても今に気をつけるぞよ。（大本神諭・大正５年）
めぐり（罪科償却）の出てくるのは、世界はこれからであるぞよ。高いところへ上がりて偉そうにいたしておりた人民、これからは気の毒なことに変わるぞよ。そこになりてから神に縋（すが）りたとて、聞き済みはないぞよ。（大本神諭・明治３５年）
・天地のびっくり箱が開くと､天地が一度に鳴り出して、耳も､目も､鼻も飛んでしまうような、えらい騒ぎになりて、どんな悪の強い身魂でも、学のある守護神でも、ジリジリ悶えいたして、一度に改心をいたすなれど、そうなりてからの改心はもう遅いぞよ。(大本神諭・大正３年）
・九分九厘になりたら、手のひらを返すぞよ」と申してあるが、そうならんと守護神も人民も改心をいたさんが、恐さ（ゆえ）の改心は真の改心ではないから、間に合わんぞよ。（大本神諭・大正４年）
大峠が近寄りたから、もう改心の間がないから、もう一度気をつける(＝警告する)ぞよ。(大本神諭・大正６年）
・厭なことを目の前にして見せてやらんと承知がいかん浅ましきものであるから、にわかにジリジリ舞わなならんことが出てくるぞよ。そうなりてから走り込んで来て、「どうぞ助けてくれ」と申しても、そんなことにはかかりておれんように忙しくなりて、それどころでないぞよ。（大本神諭・大正６年）
・智慧でも学問でも、今度は金積んでもどうにもならんことになるから、そうなりたら神を頼るよりほかに手はなくなるから、そうなりてから「助けてくれ」と申しても間に合わんぞ。（ひふみ神示・下つ巻第１６条）
・またたきの間に天地引っ繰り返るような大騒動が出来るから、くどう気つけて（＝警告して）おくぞ。さあという時になりてからでは間に合わんぞ。用意なされよ。（ひふみ神示・下つ巻第２８条）
・大峠となりてからでは、いくら「改心します」と申しても、「許してくれ」と申しても、許すことはできん。（ひふみ神示・ウメの巻第６条）
・大峠の最中になったら、キリキリ舞いして、「助けてくれ」と押し寄せるなれど、その時では間に合わん。逆立ちしてお詫びに来ても、どうすることもできん。皆おのれの心であるからぞ。今のうちに改心（するのが）結構。（ひふみ神示・碧玉の巻）
・真っ只中になりたら、学でも智でも金でもどうにもならんことになるのぢゃ。今は神を見下げて人民が上になっているが、そうなってから神に「助けてくれ」と申しても、時が過ぎているから時の神様がお許しなさらんぞ。（ひふみ神示・ウミの巻第１４条）
・このように、終末の土壇場ともなれば、大天変地異などに遭遇して誰もが神に縋るしかなくなるのです。その時になって、神様に命乞いをするような心の持ち方では、もはや救済することはできないとの警告です。
・終末の大混乱に遭遇して、まず「神頼み」に走るのは、たぶん私たち一人ひとりについている守護神さまでしょう。霊界において「助けてください！」と神さまに泣きつくことになるものと思われるが、その段階で改心しても間に合わないということが、「大本神諭」にも「日月神示」にも繰り返し述べられていた。
・しかも、今回の魂の格付けは「末代のこと」なのです。つまり、未来永劫その状態が続いてしまうということだ。今回の終末試験は卒業試験だから､落第した人(魂)に再試験のチャンスはなく､その居場所が永遠に定まってしまうということだ。場合によっては動物や昆虫のような生物と化し、そのまま固定されることになるのかも知れない｡私が「高をくくってはいけない」と警告的に申しあげているのはそのためだ。この項の最後に、そのことを伝えている神示をご紹介しておこう。
今度役目きまったら、末代続くのざぞ。神示に出た通りの規則となるぞ。善も末代ぞ。悪も末代ぞ。
（ひふみ神示・松の巻第１０条）
今度神の帳面から除かれたら、永遠に世に出る事できんのであるから、近欲に目くらんでせっかくのお恵み外すでないぞ。　　　　　（ひふみ神示・アメの巻第９条）
■⑲大難は小難にすることができる
・さて、ここまで読み進んでこられた方には「釈迦に説法」かもしれないが、一人でも多くの人がカルマについての正しい理解をしていただけるように、引き続き「カルマの清算」について考えていきたいと思う。
・まず私が最も信頼している神典の一つである「日月神示（ひふみ神示）」から見ていく。神示は『ひふみ神示』（岡本天明・筆／コスモ･テン・パブリケーション）または『太神の布告』（岡本天明・著／コスモ･テン・パブリケーション）からの引用で、私の判断で現代仮名づかいに改めている。
神にささげずにむさぶるからメグリつむのぢゃ。メグリが不運となり、病となるのぢゃぞ。運ひらくのも食物つつしめばよい、ことばつつしめばよい。悪く言われるとメグリ取ってもらえるぞ。悪く言うとメグリつくるのぢゃ。心にメグリ積むと動物のイレモノとなるぞ。神のイレモノ（を）動物などに自由にされていて、それでマコトの神の人間と申されるか。わからんと申してもあまりであるぞ。（ひふみ神示）
・「食べ物は少食がよい」
・「不必要な言葉を発しないほうがよい」ということだ。饒舌はメグリ（＝悪いカルマ）をつくり出すということが述べられている。
・また､他人から悪口を言われると､その人に自分の持つ｢善くないカルマ｣を譲り渡すことになる。ということは、人から悪口を言われたら、そのことに腹を立てるのでなく喜ばないといけない。自分の身に不幸な出来事として降りかかってくるかもしれないカルマを、その人に引き受けてもらうわけだから、大変ありがたいことなのだ。
・もちろん、そこで他人の不幸を喜ぶ気持ちが湧き起こるようではまだカルマの掃除が進んだとは言えないので、その点は注意する必要がある。いずれにしても、神霊界の法則は実によくできていることがわかる。
・心にカルマが積もり積もっていくと、波動が粗くなり、動物霊などの低級な霊と波長が合ってしまって、そのうちにそのような低級霊に憑依されるようになるとも述べられている。神様のイレモノとしての体を低級霊に自由にされるようになってしまっては、とても「神の子」と呼ぶことはできないぞとの忠告である。
・最近では｢悪魔に命令された｣と言って無差別殺人事件などの凶悪な犯罪を犯してしまう人が現れるようになっているが､そのような場合､加害者は間違いなく低級な霊に憑依され､その囁きに従っていたものと思われる｡
・心や言葉の波動がある特定の傾向をもつと、それは心の癖となってカルマを強固なものにする。仏教ではそれを「岩に書いた文字」と表現している。「水に書いた文字」や「砂に書いた文字」はすぐに消えるが、いったん岩に刻んでしまうと簡単には消えなくなる。その「岩に書いた文字」のことを「カルマ」と思えばよい。
・岩の上に釘などで何度も何度も文字を書きますと、そのうちに固い岩が削れて文字が刻まれます。それがカルマをつくりだす姿なのだ。「釘で岩に文字を書く」ということが、たとえば「いつも他人を悪く思う（言う）」ということであり、「いつも自分を不幸だと思う（ぼやく）」ことなのである。
その人間にメグリなくしてもメグリ負うことあるぞ。人類のメグリは人類の誰かが負わねばならん。一家のメグリは一家の誰かが負わねばならん。果たさねばならん。善人が苦しむ一つの原因であるぞ。神の大きな恵みであり、試練であるぞ。（ひふみ神示）
祓いせよと申してあることは、何もかも借銭なしにすることぞ。借銭なしとは、めぐりなくすることぞ。昔からの借銭は誰にもあるのざぞ。それ払ってしまうまでは誰によらず苦しむのぞ。人ばかりでないぞ。家ばかりでないぞ。国には国の借銭あるぞ。世界中借銭なし（にするのは）何にしても大望であるぞ。今度の世界中の戦は借銭なし（にするため）ぞ。世界の大祓いぞ。
（ひふみ神示・地つ巻第８条）
隠し立てはできんぞ。何もかも帳面にしるしてあるのざぞ。神の国に借銭のある臣民は、（この世で）どんなえらい人でも、それだけに苦しむぞ。家は家の、国は国の借銭済ましが始まっているのぞ。済ましたら気楽な世になるのぞ。世界の大晦日ぞ。みそかは闇と決まっているであろうがな。借銭返すとき辛いなれど、返したあとの晴れた気持ちよいであろうが。昔からの借銭ざから、素直に苦しみこらえて、神の申すこと、さすことに従って、日本は日本のやり方に返してくれよ。
（ひふみ神示・地つ巻・第３５条）
・以上の神示にも記されている通り、「カルマの清算」という場合のカルマは自分のカルマだけとは限らない｡先祖代々のカルマ､家族のカルマ、日本という国のカルマ、人類のカルマ､地球のカルマなど、私たちはたくさんのカルマの清算をしなくてはならない。
・かつて、多くの著書を出している著名なコンサルタントが「私にはもうカルマは残っていないようだ」ということを著書に書かれていたが、これこそカルマの意味をまったく理解していない証拠である。私たちがこの終末の時代に人間として生まれているということは、カルマの清算をするためであることがわかっていない。「自分にはカルマは残っていない」と思った段階で、既に“傲慢”という新しいカルマをつくっていることになる。
むやみに腹が立ったり、悲しくなったり、くやくしなったりするのは、まだメグリあるからぢゃ。（ひふみ神示）
・カルマは潜在意識に刻まれた心の癖ですから、ことあるごとに表面化（顕在意識化）しようと働く。怒りや悲しみなどの感情がむやみに湧き起こるときは、心の底に沈殿しているカルマの内容がどういうものであるかを理解するチャンスと見るべきである。
この道に入ってはじめの間は、かえって損したり馬鹿みたりするぞ。それはメグリ取っていただいているのぞ。それがすめば苦しくてもどこかに光見いだすぞ。おかげのはじめ。次に自信がついてくるぞ。胴がすわってくるぞ。心が勇んできたら、おかげ大きく光り出したのぢゃ。
　　　　　（ひふみ神示）
・善くないカルマの発散は、「身のまわりに不幸な出来事（＝損に思うこと）が起こる」という形をとる。そのことによって心を曇らせると、再び新しいカルマをつくることになる。だから、一見不幸に思える出来事は、それによってカルマを取ってもらっていると考える方がよい。
・今日では、多くの人は自分が得をする方法、他人よりも幸せになる方法を必死に追い求めている。そういう世相を反映して、この人生を幸せに生きるテクニックを処方する占い師や霊能者がテレビや著書などで人気を博しているが、それは視聴者に「善くないカルマの増やし方」を教えていると言っても過言ではない。
・「他人はどうであれ、自分や自分の仲間（＝家族など）が幸せになることが大事だ」とか、「１回だけのこの人生だから、ただ今を幸せに生きられたらよい」という考え方に導くことは大変罪深いと言える。今はむしろ、国や人類のつくったカルマまでも自分が引き受けようと思う気持ちを持つことが必要なのだ。「我善し」でなく、世界全体の幸せを願うことが大切な時代を迎えている。
メグリと申すのは、自分のしたことが自分にめぐってくることであるぞ。メグリは自分でつくるのであるぞ。他を恨んではならん。祓いせよと申してあることは、何もかも借銭なしにすることぞ。借銭なしとはメグリなくすことぞ。昔からの借銭は誰にもあるのざぞ。それ払ってしまうまでは、誰によらず苦しむのぞ。人ばかりでないぞ。（ひふみ神示）
・私たちのカルマは私たち自身がつくり出したものだ。だから、不幸な出来事が起こったときに、他人のせいにしたり、他人を恨んだりしてはいけない。
・また、カルマには私たちがこの人生でつくり出したものだけでなく、過去世においてつくったものもあるということだ。そのすべてを、これから終末までの間に清算していく必要があると述べられている。
メグリは一家分け合って、国中分け合って、借銭なしにしてくだされよ。（ひふみ神示）
・一家のカルマは家族が分け合い、国のカルマは国民が分け合って、すべて清算していかなくてはならない。
個人のカルマだけと思う「我善し」の心に陥らないようにしなければならない。
今度は借銭なしになるまでやめんから、誰によらず借銭なくなるまで苦し行せなならんぞ。借銭なしでないとお土の上には住めんことに今度はなるぞ。（ひふみ神示）
・「今度は」と二度も断ってある｡つまり､この世界をミロクの世にするためには､今回の大峠までにそのようなカルマはきれいさっぱりなくしてしまう必要があるということだ｡カルマの清算ができない人(魂)はミロクの世には住むことはできないと、はっきり述べられている。
神は大難は小難にすることできるのであるが、なくすることはできんぞ。（ひふみ神示）
・私たちが心を入れ替えることによって、カルマがつくり出す大難を小難にすることができるという。
・たとえば「車の正面衝突事故」を引き起こすところを、「家の柱で頭を打つ」程度に変えることができるという意味。いずれも「（他と）衝突する」というカルマ（＝心の癖）が形として現れたものだが、私たちの受ける被害の大きさには天と地ほどの差がある。柱で頭を打ったときに、「ああ、大難を小難にしていただいたのだ」と感謝の気持ちが湧き起こるようになれば、｢(他と）衝突する」というカルマは消えていく。
■⑳新約聖書が教える究極のカルマの清算法
・古代から現代に至るまでの間に、世界でもっとも多く発行されてきた書物といえば、文句なしに聖書ということになるだろう。聖書には旧約聖書と新約聖書がありますが、旧約聖書はユダヤ教とキリスト教で正典とされ、イスラム教にも影響を与えているのに対し、新約聖書はキリスト教だけの正典とされている点が違う。しかしながら、たとえば新約聖書がキリスト教という一宗教団体のために書かれた書物だと思っている方は、その認識を改めていただく必要がある。
・正確に言うと、新約聖書は「イエス・キリストという超能力者が、終末を迎えた人類に対して正しい生き方を伝えた警告の数々を、その弟子たちが取りまとめた書物」。決してひとつの民族やひとつの宗教団体の信者のためだけに編纂されたものではない。しかも、今日のキリスト教は、本来のイエス・キリストの教えから大きく逸脱しているという指摘がなされている。有名なシルバーバーチの霊言や、超能力者として霊界とこの世を行き来してきたと言われているスウェーデンボルグの著書の中で、そのことが厳しく批判されている。
・さらに踏み込んだ説明をしますと、新約聖書は、仏教の「因果応報の理」とまったく同じ内容の「カルマの法則」を説き明かしている書物といってもよい。
・そういう観点から、ここでは新約聖書の冒頭に収められている「マタイによる福音書」を引用しながら、イエス・キリストの教えの真髄ともいえる内容を見ていきたいと思う。イエス・キリストは弟子たちに「人が神の国に入るためには、この世でどのようなことを守らないといけないか」ということを教えているのだが、基本的には「カルマの法則」について述べている。
・ちなみに、新約聖書にたびたび出てくる｢御国｣あるいは「神の国」とは、この世で善行を積んだ人が死後に訪れるとされる「天国」のことではない。この物質文明が滅んだ後に現れる「新しい世界」のことを意味している。
・終末の時代を迎えたいま、私たち人類が幾たびかの生まれ変わりの中で作ってきた善くないカルマを清算して「神の国」に行くためには、これからどのような生き方をすればよいか。新約聖書の中でイエス・キリストはいろいろな譬えを使って、終末における生き方の要点をたいへんわかりやすく教えてくれている。その教えの数々を分類して次の９項目に整理してみた｡これらは超能力者でもあったイエス･キリストが弟子たちや民衆に対して明らかにした｢究極のカルマの清算法｣と言える｡
■新約聖書が教える究極のカルマの清算法
(１）心をつくして神を愛しなさい。
(２）自分を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい。
(３）この世での報いを求めず 神の国に富を積みなさい。(４）この世では幼子のように自分を低くしなさい。
(５）神の力を疑ってはなりません。
(６）人を裁いてはいけません。
(７）自分がしてほしいと思うことを、他人にしてあげなさい。
(８）心の中に悪い思いを持たないようにしなさい。
(９）父と母を敬いなさい。
■ eq \o\ac(○,21)心をつくして神を愛しなさい
・「新約聖書が教えるカルマの清算法」の（１）番目
・「律法の中で、どの“戒め”が一番大切なのか」という律法学者の質問にたいして、イエス・キリストは次のように答えている。
・ひとりの律法学者が、イエスを試そうとして質問した。「先生、律法の中で、どのいましめcommandmentがいちばん大切なのですか」。イエスは言われた。
「『心heartをつくし、精神soulをつくし、思いmindをつくして、あなたの主the Lordなる神を愛しなさい』。これがいちばん大切な、第１のいましめです」。
　　　　　　　　　　　　　　（マタイによる福音書）
・「神を愛せよ」とは、具体的にどういうことを言っているのでしょうか。一般的に「愛する」という行為は、「相手の求める自分になる」ことを意味している。たとえば恋人同士の場合、歌の文句にもあるように「あなた好みの女（男）になりたい」ということだ。
・逆に、今日における若い男女間の「愛」は仏教でいう「煩悩」に近いもので、相手を「自分好みの女（男）に変えたい」という「我善し＝自己中心主義」となっているようにも見える。つまり「相手を自分の思うように束縛したい」という傾向が強いということだ
・しかしながら、もともとの「愛」の形は、「相手の幸せを願い、その相手の幸せのためなら自分が身を引く場合もある」という抑制された行為を伴うもの。ここで述べられている「愛せよ」の意味も、そのように理解したいと思う。
・愛する行為の２つ目は、「相手を信頼し、身を任せる」ということ。「どこまでもついていく」という行為が求められる。つまり、「相手を疑うことなく、信じきる」ということが最も大切。
・以上２つの点から、「神を愛する」ということは、「神さまが人にしてほしいと望まれることをする」そして｢神さまを信頼しきって、どこまでもついていく」という意味にとらえていただきたい。
・新約聖書では、「神さまが人に望まれること」を「律法」「神の義」「戒め」などの言葉で表現している。
・「律法」「戒め」は、旧約聖書にある「モーゼの十戒」の流れを引くものだが、イエス・キリストはそれをやんわりと修正している。
・イエス・キリストの時代は、モーゼと言えばユダヤ人なら誰もが崇める「大預言者」だったわけだから、イエスといえどもその教えを真っ向から否定することはできなかったことだろう。それでも、イエス・キリストは旧約聖書に登場する預言者たちを導いた「神々＝Gods（なぜか複数なのです）」の正体を見抜いていたようだ。それは、人々に生け贄（いけにえ）を要求するような恐ろしい存在だからだ。自らの被造物であるはずの生き物たちに対する愛のカケラも感じられず、まさに冷酷無比な悪魔のような存在としか考えられない。
・だから､イエス･キリストはその旧約聖書の神々との古い約束(旧約)を修正して､新しい約束(新約)を結ばせようとした。それが新約聖書と呼ばれるゆえんとなっている。
・以下に旧約聖書の一文をご紹介する｡｢創世記｣の中に､｢ノアの箱舟｣で有名なノアが､大洪水のあと船から出てくる記述がある｡その時の｢主｣すなわち旧約聖書の神様の言葉から､その神様がどういう方なのかが判るのでは。
そこで、神はノアに告げて仰せられた。
｢あなたは、あなたの妻と、あなたの息子たちと、息子たちの妻といっしょに箱舟から出なさい。あなたといっしょにいるすべての肉なるものの生き物、すなわち鳥や家畜や地をはうすべてのものを、あなたと一緒に連れ出しなさい。それらが地に群がり、地の上で生み、そしてふえるようにしなさい。」
そこで、ノアは、息子たちや彼の妻、息子たちの妻といっしょに外に出た。
すべての獣、すべてはうもの、すべての鳥、すべて地の上を動くものは、おのおのその種類にしたがって、箱舟から出てきた。
ノアは、主のために祭壇を築き、すべてのきよい家畜と、すべてのきよい鳥のうちから幾つかを選び取って、祭壇の家で全焼のいけにえをささげた。
主は、そのなだめのかおりをかがれ、主は心のなかでこう仰せられた。わたしは、決して再び人のゆえに、この地をのろうことはすまい。人の心の思い計ることは、初めから悪であるからだ。私は、決して再び、わたしがしたように、すべての生き物を打ち滅ぼすことはすまい。
（旧約聖書「創世記」――日本聖書刊行会・新改訳より）
・全焼のいけにえのかおりによってなだめをうける神様、この地をのろう神様、人の心の思い計ることは、初めから悪だと思っている神様、生き物を打ち滅ぼす神様――これが旧約聖書の神様なのだ。
・新約聖書の中でイエス･キリストが｢天の父｣として崇めている神様とは似ても似つかぬ存在だということができる｡要するに、イエス・キリストは「人を悪と考え、地をのろうような神」を愛しなさい、と述べているのではない。
・そうではなくて、人の行ないに応じた報いをくださる神様、すなわち、蒔いた種を刈り取るための収穫の機会をちゃんと与えてくださる神様――その神様を愛しなさいということ。
・そして、世の終わりの「人類の卒業期」に、すべての人が神の国の住人となってくれることを期待して、そのために必要な心の持ち方、行ないの在り方、言葉の使い方を、イエス・キリストとその弟子たちを通じて人々に伝えてくださっている、まさに愛一筋の神様に対して心を向けるようにと教えているのだ。
■ eq \o\ac(○,22)自分を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい
・終末における生き方の処方箋とも言える新約聖書の中で、イエス・キリストが最も重要な戒めとしているのは
｢心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの主である神を愛しなさい｣ということだった｡続いて、イエス・キリストがこれと同じくらい重要な戒めとして示したのが次の言葉だ。
｢第２もこれと同様です。
『自分を愛するようにあなたの隣り人を愛しなさい』。
律法全体と預言者の教えとがこの２つの戒めに基づいて（depend on）います」　　（マタイによる福音書）
・キリスト教関係者の間で大変よく知られているこの戒律は、新約聖書の中では「主を愛せよ」と並んで最も重要な戒律とされている。
・そこで問題となるのが、｢では､隣人とはどんな人たちのことを指しているのか」ということになる。自分の家族や親､兄弟姉妹などであれば､自分を愛するように愛することもそれほど難しいことではないだろう｡
・しかしながら、新約聖書の中の次の一文を読みますと、イエスの言う「隣人」とは、必ずしもそういう身近な人たちのことではないことがわかる。
・敵を愛し、迫害する者のために祈りなさい。
こうして、天にいますあなたがたの父の子となるためです。天の父は、悪い人の上にも良い人の上にも太陽をのぼらせ、正しい人にも正しくない人にも、雨を降らして下さるからです。あなたがたは自分を愛する人を愛したからとて、なんの報いがあるでしょうか。（中略）
あなたがたの天の父が完全であられるように、あなたがたも完全な人となりなさい。　（マタイによる福音書）
・なんと｢自分を愛するように愛しなさい｣という「隣人」の中には「敵や迫害する者」も含まれている。多くの人はこの表現でイエスの教えにつまずくのではないか。
なぜ自分を迫害するもののために祈らなければならないのか――。
・実際にイエスは自らを十字架にかけようとする人たちのために、「父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」
(ルカによる福音書）と神に祈りを捧げている。
・イエスが人々にそのような心の持ち方を求める理由は、今日的表現をするなら「神様（天の父）と同じ波長になりなさい」ということ。
｢天の父が完全であられるように、あなたがたも完全な人となりなさい（そのように努力しなさい）」という表現がそれを表している。
・自分を迫害する者、あるいは自分の大切な存在(家族など)を迫害する者を憎むと、そのことによって、自らも「憎む」という心の波長が身についてしまうことになる。つまり、「憎む」という種を蒔いてしまうことになる。
・その種は｢神の国｣で何十倍にも何百倍にも大きく育ち、負のカルマとなってこの世界に還ってくることになる。そして、この世界で消化しきれなかったカルマが、世の終わりの時にまとめて清算させられることになる。
・憎しみや恨みの念は、神様とは正反対のサタンの波長である。そのような粗い波長を持つと、ますますそのような憎むべき（恨みに思う）出来事を身のまわりに引き寄せてくる、というのがカルマの法則だった。
・イエスはそのような神の国の法則がわかっているので、「敵」や「迫害する者」という極端な表現をつかって、人々にその重要な法則を守らせようとしたのでは。
・神の国は、「与えた物が何倍にも拡大されて戻ってくる」という法則に支配されている。
「愛」には｢愛｣が、｢憎悪｣には｢憎悪｣が、強調された形で戻ってくる。だから､心の使い方が大変重要になる。
・私が新約聖書の中からピックアップした「カルマの清算法」の要諦は「自分がしてほしくないことは他人にもしてはいけない」ということに尽きる。
・このことは、律法全体と預言者の教えのすべてがその法則に基づいているというほど重要なことなのだ。
・そういう視点に沿って新約聖書を読んでいくと、イエス・キリストの述べている内容が大変よくわかる。
・次の言葉も同じ視点から述べられたものである｡
もしも、あなたがたが、人々のあやまちをゆるすならば、あなたがたの天の父も、あなたがたをゆるして下さるでしょう。もし人をゆるさないならば、あなたがたの父も、あなたがたのあやまちをゆるして下さらないでしょう。
　　　（マタイによる福音書）
・ここでは、「他人の過ちを許さない人は、自分の過ちも許してもらえない」ということが、カルマの法則の一例として述べられている。以下、カルマの法則に則ったイエスの教えが続く。
そのとき、ペテロがイエスのもとにきて言った、「主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯した場合、幾たびゆるさねばなりませんか。七たびまでですか」。イエスは彼に言われた、「わたしは七たびまでとは言いません。七たびを七十倍するまでしなさい。　（マタイによる福音書）
・自分に対して好ましくないことをした相手であっても、いかに徹底的に許してしまわなければいけないかということを、イエスは「７度を７０倍するまで許しなさい」という表現で強調している。要するに、この世で「許せない！」という対象をつくってはいけない。
そのような心の癖は、神の国の入口の扉を閉ざし、結局は自らの不幸を招くことになるからだ。
悪人に手向かってはいけません。もし、だれかがあなたの右の頬を打つなら、ほかの頬をも向けてやりなさい。あなたを訴えて、下着を取ろうとする人には、上着も与えなさい。もし、だれかが、あなたをしいて一マイル行かせようとするなら、その人と共に二マイル行きなさい。求めようとする人には与え、借りようとする人を断らないようにしなさい。（マタイの福音書）
・たいへん有名な「右の頬を打たれたら、左の頬をも打たせなさい」という言葉の意味は、これでご理解いただけただろうか。とにかく「人を恨むようなマイナスの念を持ってはいけない」ということを、イエスはさまざまな譬えを使って教えている。
■ eq \o\ac(○,23)神は人の髪の毛の１本まで数えている
・ここで「御国」「天」「地」という言葉の概念をもう一度整理しておく。
「御国」とは「神の国 the Kingdom of God」ということで、2012年に私たち人類が地球といっしょに次元上昇して行くことになっている世界のこと。
・新約聖書に限らず、「日月神示（ひふみ神示）」などのわが国の神示においても、この三次元の物質世界（＝地）がスタートしたときから、次元上昇の時がくることは決まっていたと述べられている。
・これに対して「天 heaven」とは一般的な言葉で言えば「霊界」のことを言っている。次元でいえば四次元ということ。霊界通信などを通じて、人は四次元の霊界（天）と三次元の物質世界（地 earth）を行ったり来たり（輪廻転生）しながら魂を磨いてきた、ということが判っている。その魂を磨く上でもっと大切な法則がカルマの法則なのだ。
・私たちの日頃の心の持ち方､行ない､発する言葉（＝身・口・意）は私たち自身の心の波長に影響を及ぼし、その波長に応じた境遇を､この現実世界（実は「うつし世」といって心の世界が反映された世界）においても霊界においても体験することになる。
・心が地獄のような想念に満たされていれば､あの世(霊界)でもこの世でも地獄のような生活を体験することになる｡
・そのような私たちの「心の状態」がもれなく記録されていると言われているのが「神の国（御国）」。「大本神諭」や「日月神示」では、その時代の人たちに理解できる言葉で「すべて帳面につけてある」という表現が使われている。新約聖書では、「（あなたがたの父は）あなたがたの髪の毛までも一本残らず数えられている」というイエスの言葉が同じことを述べている。
・世の初めから決まっている終末の大峠を越えると､この｢天(四次元)｣と｢地(三次元)｣がまとめて｢神の国｣へと移行(次元上昇)する｡だから､もし｢神の国｣を次元で表現すれば｢五次元以上の世界｣ということになる｡
・それは一般的に考えられている「天国」とは違う。
天国は四次元の世界における波長の繊細な高い階層ということ。その反対に波長の粗いのが地獄的世界で、これは四次元の低い階層ということになる。
・これから迎える次元上昇のときには、この低い階層の住人は神の国の波長とは合わないため地獄的世界に取り残されることになる。聖書的表現をすると､｢地獄の釜のふた｣が閉じられて、神の国へと移行した人間に干渉することができなくなるということ。
・新約聖書のヨハネの黙示録によれば、そのような状態が約１０００年続くようで、その期間にちなんで
「千年王国」と呼ばれている。
・この千年王国は、「日月神示」の中で述べられている
｢半霊半物質の世界」のことだと思われる｡次元上昇してから１０００年後にもう一度人類はふるいにかけられてその後に真正の神の国(神界)に変わると言われている。
・この地球ごと次元上昇したあとに現れる神の国は、文字どおり神様の住む世界ということで、次元上昇した人たちは「神様にも匹敵するような存在」になるわけだ。・そのことが「日月神示」では「新しい世界では人が神となる」と表現されている。
・神の国は、「与えたものと同じものがすぐに返ってくる」というカルマの法則に支配された世界ですから、その世界に住むことができる住人は、この世にいるときから心のコントロール法を身につけておく必要がある。
たとえば他人を憎むような気持ちを持つと、その憎しみの念はこの物質世界よりもはるかに強烈なパワーを持って憎しみの対象となる人を傷つけ、同時に自分をも傷つけることになる。
・この三次元の世界で「子の刻参り」として知られる「わら人形に呪いの釘を打つ」のと同じレベルのことが、普通の状態ですぐに実現してしまうことになるということだ。そのような憎悪の念が飛び交う世界はとても神の国と呼べるものではない。
・この終末期に次元上昇して「神の国」の住人になれるのは、この物質世界において必要な身魂磨きを済ませ、心の浄化を成し遂げた人に限定されると言われているのはそのためだろう。
■ eq \o\ac(○,24)人はこうしてふるいにかけられる
・この項の最後に､神の国に行ける人と行けない人は何によって分けられるのかということがよくわかる新約聖書の中の一文をご紹介する｡この文章を読むと､｢隣人｣とは｢弱い立場の人｣を総称していることが分かる｡

・終末の土壇場では、そういう弱い立場の人に慈悲の心を表すことができたかどうかを基準にして、人がふるいにかけられるという。
・「髪の毛一本」の譬えのとおり､私たちの日頃の言動は一つ残らず神さまによって把握されているということ｡それがキリスト教の人たちの間で語られている「最期の審判」といわれるものなのだ。
人の子が栄光の中にすべての御使いたちを従えて来るとき、彼はその栄光の座につくでしょう。そして、すべての国民をその前に集めて、羊飼いが羊とやぎとを分けるように、彼らをより分け、羊を右に、山羊を左におくでしょう。
　そのとき、王は右にいる人々に言うでしょう。「わたしの父に祝福された人たちよ。さあ、世の初めからあなたがたのために用意されている御国を受けつぎなさい。あなたがたは、わたしが空腹のときに食べさせ、かわいていたときに飲ませ、旅人であったときに宿を貸し、裸であったときに着せ、病気のときに見舞い、獄にいたときに訪ねてきてくれたからです」。
　そのとき、正しい者たちは答えて言うでしょう。「主よ、いつ、わたしたちは、あなたが空腹であるのを見て食物をめぐみ、かわいているのを見て飲ませましたか。いつあなたが旅人であるのを見て宿を貸し、裸なのを見て着せましたか。また、いつあなたが病気をし、獄にいるのを見て、あなたの所に参りましたか」。
　 すると、王は答えて言うでしょう。「あなたがたによく言っておきます。わたしの兄弟であるこれらの最も小さい人のひとりにしたことは、すなわち、わたしにしたことになるのです」。
　それから、左にいる人々にも言うでしょう。「のろわれた人たちよ。わたしを離れて、悪魔とその使いたちのために用意されている永遠の火にはいってしまいなさい。あなたがたは、私が空腹のときに食べさせず、かわいていたときに飲ませず、旅人であったときに宿を貸さず、裸であったときに着せず、また病気のときや、獄にいたときに、わたしを訪ねてくれなかったからです」。
　そのとき、かれらもまた答えて言うでしょう。「主よ、いつ、あなたが空腹であり、かわいておられ、旅人であり、裸であり、病気であり、獄におられたのを見て、私たちはお世話をしませんでしたか」。
　そのとき、彼は答えて言うでしょう。「あなたがたによく言っておきます。これらの最も小さい人のひとりにしなかったことは、すなわち、わたしにしなかったことになるのです」。
　そして彼らは永遠の刑罰を受け、正しい人は永遠の生命に入るでしょう。　　　　　　（マタイによる福音書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ eq \o\ac(○,25)この世での報いを求めず 神の国に富を積みなさい
・ここからがカルマの法則の具体的な行動指針とも言える内容となる。「世の終わり」を前にして、現代社会に生きる私たちが最も心に刻んでおかなければいけない戒めの数々が述べられている。
　自分の義を、見られるために人の前で行なわないように、注意しなさい。もし、そうしないと、天にいますあなたの父から報いを受けることがないでしょう。ですから、施しをする時には、偽善者たちが人にほめられるため会堂や町の中でするように、自分の前でラッパを吹きならしてはいけません。彼らはその報いを受けてしまっています。
　あなたは施しをする場合、右の手のしていることを左の手に知らせてはいけません。それは、あなたのする施しが隠れているためです。そうすれば、隠れた事を見ておられるあなたの父は、報いてくださるでしょう。
　　　　（マタイによる福音書）
・新約聖書では「蒔いた種の収穫」のことを「報い reward」または「報いを受ける paid」という言葉で表現している。まさに仏教でいう「因果応報」の「報」に当たる言葉である。
・仏教では、善いことをしたら善い報い（善因善果）、悪いことをしたら悪い報い（悪因悪果）と教えているが、上の文章での「報い」は「善果」すなわち「よい報い」の意味に使われている。
・この世における「報い」とは、言いかえれば「現世利益」ということになる。富、名誉、地位、権力、他人からの賞讃など、多くの人が求めてやまないものといってよいだろう。「善き行為（＝義）」も、人に賞讃されることを期待して行なうと、せっかく蒔いた“種”が本来なら天の倉（神の国にあるカルマの貯蔵所）に積まれるところなのに、この世での賞讃という「報い」を受けてしまうので、天の神さま（＝父）からは何の報いももらえないよ、とイエスは忠告している。
・つまり、「自分はいいことをした（している）」と自慢する気持ちは、天の倉に積むべき善果を先食いしてしまうことになると言っている。同じ意味のことが「日月神示（ひふみ神示）」にも次のように表現されている。

このことはカルマの法則の非常に大切なポイントだと考えられる。
人に知れんように善いことつめと申してあろうが。人に知れんようにする善いこと神心ぞ。神のしたことになるのざぞ。　　　　　　　　　　　　　　（ひふみ神示）
・また、自慢する気持ちではなくても、自分がした善行が他人に知られるだけで、それは天の倉に積まれることにならない。そのことを、ここでは「右の手のしていることを左の手に知らせるな」と表現している。

英訳では次のようになっています。
When you help a needy person, do it in such a way that even your closest friend will not know about it.
・これを直訳すると、「あなたが貧しい人に施しをするときは、そのことがあなたの最も親しい友達にも知られないようにしなさい」となる。おそらくギリシャ語の新約聖書の原文には日本語訳のように｢右手｣｢左手｣という表現が使われていたのでしょうが、英語に訳した人はそれを意訳してよりわかりやすくしたものと思われる。
・以下、「祈る場合」「断食をする場合」についても、イエスは同じ戒めを教え諭している。
断食をする時には、偽善者がするように、陰気な顔つきをしてはいけません。彼らは断食をしていることを人に見せようとして、自分の顔を見苦しくするのです。彼らはその報いを受けてしまっています。あなたがたは断食をする時には、自分の頭に油を塗り、顔を洗いなさい。それは断食をしていることを人に知られず、隠れたところにおいでになるあなたの父に知られるためです。そうすれば、隠れた事を見ておられるあなたの父は報いてくださるでしょう。（マタイによる福音書）
・断食は文字どおり「食を断つ」ということで、一般的には苦行のひとつと考えられている。今日でも、宗教や宗派によっては修行の一環として行なわれている。その時に、「私はこのように大変な苦行を行なってるのだ」という顔をしている人は、すでにこの世で「誇らしげな気持ち」という報いを受けてしまっているということ。
だから、断食をしていることを人に見せようとせずに、隠れたところにいる父（＝神さま）にだけ見てもらうつもりでやりなさい、と諭しているのだ。
あなたがたは自分のために、虫が食い、さびがつき、また、盗人らが押し入って盗み出すような地上に、宝をたくわえてはなりません。むしろ自分のため、虫も食わさず、さびもつかず、また、盗人らが押し入って盗み出すことのない天に、宝をたくわえなさい。だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできません。一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方を親しんで他方をうとんじるからです。あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできないのです。　　　　　　（マタイによる福音書）
・この世（三次元の物質世界＝地 earth）での富 richesすなわち「現世利益」を追求する人は、神の国 the Kingdom of Godに富を積むことはできないということ。
・「人は神 God と富 money に兼ね仕えることはできない」から。英訳本では、ここの部分の「富」は money（お金）として、他の部分の「富 riches」とは区別している。
・「お金」はこの世でしか通用しない「現世利益」の象徴です。これまで人々は、自分の願いごとや幸せの実現のためのバロメーターとして、お金を追い求めて来たが、これから訪れる新しい世界（神の国）ではお金は必要とされない。
『大本神諭』や『日月神示』にも全く同じことが述べられている。
「天国は、一粒のからし種のようなものです。ある人がそれをとって畑にまくと、それはどんな種よりも小さいのに、成長すると、野菜の中でいちばん大きくなり、空の鳥がきて、その枝に宿るほどの木になります」。またほかの譬を彼らに語られた、「天国は、パン種のようなものです。女の人がそれを取って三斗の粉の中に混ぜると、全体がふくらんできます」。（マタイによる福音書）
・どんな種よりも小さなからし種でも、それを畑に蒔くと野菜の中では一番大きく成長するということに譬えて、神の国では、人が心で思ったことが何十倍、何百倍もの大きさに育つということを言っている。
・また、粉に混ぜると全体を大きく膨らませるパン種（イースト）のように、神の国では私たちの小さな思いが何十倍にも大きく膨らんでいくということ。つまり、「善因善果、悪因悪果」が、この物質世界よりもはるかに大きなスケールで実現するということを言っている。
・いかに心のコントロールが大切かがわかる。その心をコントロールする方法を、人類はこれまで転生を繰り返す中での様々な人生体験を通して学んできた。
・そして、いよいよその学びの成果が試される卒業期を迎えている。
イエスは譬（たとえ）で多くの事を語り、こう言われた。
「見なさい、種まきが種をまきに出て行きました。まいているうちに、道ばたに落ちた種がありました。すると鳥がきて食べてしまいました。ほかの種は土が薄い石地に落ちました。そこは土が深くないので、すぐ芽を出しましたが、日が上ると焼けて、根がないため枯れてしまいました。ほかの種はいばらの地に落ちました。すると、いばらが伸びて、ふさいでしまいました。ほかの種はよい地に落ちて実を結び、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍にもなりました」。
　「だれでも御国の言葉を聞いて悟らないならば、悪い者がきて、その人の心にまかれたものを奪いとって行きます。道ばたにまかれたものというのは、そういう人のことです」。
　「石地にまかれたものというのは、御言（みことば）を聞くと、すぐによろこんで受ける人のことです。その中に根がないので、しばらく続くだけであって、御言（みことば）のために困難や迫害が起こってくると、すぐつまずいてしまいます」。
　「また、いばらの中にまかれたものとは、御言を聞いても、世の心づかいと富の惑わしとが御言をふさぐので、実を結ばなくなる人のことです」。
　「また、よい地にまかれたものとは、御言を聞いて悟る人のことで、そういう人が実を結び、百倍、あるいは六十倍、あるいは三十倍にもなるのです」。
 また、ほかの譬を彼らに示して言われた、「天国は、良い種を自分の畑にまいておいた人のようなものです」。
　　　　　　　　　　　　　　（マタイによる福音書）
・たとえば｢汝の隣人を愛しなさい｣というイエスの教えを実践しようとしても､すぐにそのことを断念させるような出来事が起こり､その気持ちをぐらつかせてしまう。それは、「悪い者＝悪魔 the Evil One」が来て「まいた種」を奪い取ってしまうから。悪魔は、人びとがお互いに愛し合う気持ちを持つのは困るのだ。
・その他、イエスの時代であれば、困難や迫害によって隣人を愛する気持ちが失われることも多かったことでしょう。「世の心づかい the worries about this life」や「富の惑わし the love for riches」が決意をぐらつかせるのは今日でも同じです。
・御言（みことば＝神の国についての教え the message about the Kingdom）を聞いて理解した人だけが、そのようなさまざまな現世利益の誘惑に打ち克って、神の国へ入ることができるということです。
あなたがたに言うが、「富んでいるものが神の国にはいるよりは、らくだが針の穴を通る方が、もっとやさしい」。（マタイによる福音書）
・現世利益を追い求め、それを享受し、満喫している人は、神の国には入れないということです。これは決して｢持たざる者」を慰めるための言葉ではないのです。まさに「カルマの法則」そのものと言えるでしょう。「天の倉」に「富」を積むこと、すなわち「身魂磨き」こそが、私たちの人生の目的と言えるものなのです。
■ eq \o\ac(○,26)この世では幼子のように自分を低くしなさい
そのとき、弟子たちがイエスのもとにきて言った、
「いったい、天国はだれがいちばん偉いのですか」。
すると、イエスは幼な子を呼び寄せ、彼らのまん中に立たせて言われた、「よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のようにならなければ、天国にはいることはできないでしょう。この幼な子のように自分を低くする人が、天国ではいちばん偉いのです。（マタイによる福音書）
　そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた。「あなたがたの知っているとおり、異邦人の支配者たちはその民を治め、また偉い人たちは、その民の上に権力をふるっています。あなたがたの間ではそうであってはなりません。逆に、あなたがたの間で偉くなりたいと思う人は仕える人となり、あなたがたの間でかしらになりたいと思う人は僕（しもべ）とならねばなりません。
（マタイによる福音書）
　だれでも自分を高くする人は低くされ、自分を低くする人は高くされるでしょう。（マタイによる福音書）
　神は高慢な者を敵とし、謙遜な（humble）者には恵みをお与えになります。（ヤコブの手紙）
　主の前にへりくだりなさい（humble yourself）。
そうすれば、主があなた方を高めて（lift you up）くださいます。（ヤコブの手紙）
・新約聖書の中には、人が高慢になることを戒め、「幼子のように謙虚でありなさい」と教え諭す表現が随所に出てきます。中でも、「神の前に謙虚であれ」という意味は、今日における科学万能主義を戒める言葉と受け止めるべきでしょう。「大本神諭」や「日月神示」が、「学」に頼りすぎて「神」を軽視している現代人を戒めていることとも相通じるものがあります。
・またこれは、財産、地位、名誉などの現世利益を手に入れて慢心している人への戒めの言葉と解釈してもよいでしょう。大切なのは、「神（絶対神）に対して謙虚である」ということです。より具体的に言えば、「今日の物質文明が創り出しているさまざまな問題は、人類が驕り高ぶっていることの表れであることを認識し、謙虚に反省する気持ちを持ちなさい」ということでもあります。「神の国の住人」になることを願う人にとっては、肝に銘じておく必要のある教えと言えます。
■ eq \o\ac(○,27)神の力を疑ってはなりません
それからすぐ、イエスは群衆を解散させておられる間に、しいて弟子たちを船に乗り込ませ、向こう岸へ先におやりになった。そして群衆を解散させてから、祈るためにひそかに山へ登られた。夕方になっても、ただひとりそこにおられた。ところが船は、もうすでに陸から数丁も離れており、逆風が吹いていたために、波に悩まされていた。
　イエスは夜明けの四時ごろ、海の上を歩いて彼らの方へ行かれた。弟子たちは、イエスが海の上を歩いておられるのを見て、幽霊だと言っておじ惑い、恐怖のあまり叫び声をあげた。しかし、イエスはすぐに彼らに声をかけて、「しっかりしなさい。わたしです。恐れることはありません」と言われた。するとペテロが答えて言った、「主よ、あなたでしたか。では、わたしに命じて、水の上を渡ってみもとに行かせてください」。イエスは、「おいでなさい」と言われたので、ペテロは船からおり、水の上を歩いてイエスのところへ行った。しかし、風を見て恐ろしくなり、そしておぼれかけたので、彼は叫んで、「主よ、お助けください」と言った。イエスはすぐに手を伸ばし、彼をつかまえて言われた、「信仰の薄い人よ、なぜ疑ったのですか」。（マタイによる福音書）
　それから、弟子たちがひそかにイエスのもとにきて言った。「わたしたちは、どうして霊を追い出せなかったのですか」。するとイエスは言われた、「あなたがたの信仰が足りないからです。よく言い聞かせておきますが、もし、からし種一粒ほどの信仰があるなら、この山に向かって『ここからあそこに移れ』と言えば、移るでしょう。このように、あなたがたにできない事は何もないでしょう」。（マタイによる福音書）
　朝早く都に帰るとき、イエスは空腹をおぼえられた。そして、道のかたわらに一本のいちじくの木があるのを見て、そこに行かれたが、ただ葉のほかには何も見当たらなかった。そこで木にむかって、「今から後いつまでも、あなたには実がならないように」と言われた。すると、いちじくの木はたちまち枯れた。
　弟子たちはこれを見て、驚いて言った、「いちじくがどうして、こうすぐに枯れたのでしょう」。イエスは答えて言われた、「よく聞ききなさい。もしあなたがたが信じて疑わなければ、このいちじくにあったようなことができるばかりでなく、この山にむかって、動き出して海の中にはいれと言っても、そのとおりになるでしょう。また、祈りのとき、信じて求めるものは、みな与えられるでしょう」。（マタイによる福音書）
・終末の後に訪れる新しい世界(神の国)へ入るために最も大切な心の姿勢は｢神の力を信じること」「その同じ力が自分の中にも宿っていることを信じること」だという。イエスは弟子たちにそのことを繰り返し教え諭している。また､イエスの超能力の噂を聞いて集まってくる人たちに対しても､病気を癒したり悪霊を追い出したりするなかで､その都度「信仰 faith」の大切さを説いている。
・日本語で「信仰」というと「宗教団体に属しているかどうか」という意味にとらえがちだが、イエスが述べている「信仰」は宗教とはまったく関係がない。何しろ､この時点ではまだキリスト教も誕生していなかった｡
・「信仰」とは「神の力を信じる気持ち」ということ。イエスは、その「神の力」が一人ひとりの人間にも具わっているのだよと教えているのだ。そのことを信じて疑わないならば、海の上を歩くこともできるし、山を移動させることだってできるのだと述べている。それは「神の国」に入るための必要条件とでもいうべきものなのだ。
・｢神の力｣にも匹敵する｢力｣は､おそらく終末の土壇場で発揮されることになるだろう。もはやこの物質界には頼るものがないという絶望感から、身を投げ出す心境に至ったとき、突然神憑かりが起こり、人は信じられないような力を発揮することになるはずだ。一般的に「火事場の馬鹿力」と呼ばれている現象が、多くの人に連鎖して一斉に起こると見ている。
・そのためには、お金を初めとするこの世のものに頼る気持ちを早く捨て去り、すべてを神に委ねるという「神頼み」の心境になっておくことが必要だろう。
その気持ちのことを、イエスは「信仰」と述べている。
■ eq \o\ac(○,28)人を裁いてはいけません
・ここでもう一度、「新約聖書は、イエスという超能力者が２０００年前のユダヤの人たちに終末の生き方を教えた言行録」であるということを確認しておく。
・聖書は、決して「キリスト教徒の持ち物」ではない。イエスはキリスト教という宗教団体を作ろうとしたわけではなく、ただ弟子たちに「私の言ったことを多くの人に伝え広めなさい」と指示しただけだ。
・なぜ伝える必要があるかといえば｢終末において天の父による人類の審判が行なわれるときに､選ばれる側(羊にたとえられる)に置いてもらえるように｣ということ｡

・イエスは、終末の土壇場で人は羊と山羊を分けるように選別されると述べています。そして、「選ばれるためにはどうすればよいのですか」という弟子たちの質問に対して、いろんな譬えを使いながら、大切な戒め commandment について教えている。
・次の一文もその戒めを述べた内容ですが、質問の中にある「永遠の命を得る」ということが「選ばれて神の国に入る」という意味に使われている。
ひとりの人がイエスに近寄ってきて言った。「先生、永遠の生命を得るには、どんなよいことをしたらいいでしょうか」。イエスは言われた。
「‥‥もし、（永遠の）命に入りたいと思うなら、いましめを守りなさい」。
彼は言った。「どのいましめですか」。イエスは言われた。
「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証を立てるな、父と母を敬え』そして『自分を愛するように、あなたの隣り人を愛せよ』です」。（マタイによる福音書）
・「殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証を立てるな、父と母を敬え」という戒めについては、今日の日本社会においてもっとも声高に叫ばれないといけない内容と言えそうだ。イエスの生きていた時代もそのような乱れた世の中だったのかもしれないが､それにしても､まるで今日の世の中を見通していたかのような内容であることに驚きを覚える。今日では子の親殺し､親の子殺しのニュースさえ珍しくなくなってきた。
・｢人を裁いてはいけません｣という内容は､マタイによる福音書では､イエスの言葉として次のように表現されている｡
人を裁いてはいけません。自分が裁かれないためです。あなたがたが他の人を裁くその裁き方で、自分も裁かれ、あなたがたの量るそのはかりで、自分にも量り与えられるでしょう。
なぜ兄弟の目にある埃（ほこり）を見ながら、自分の目にある埃を認めないのですか。自分の目には丸太があるのに、どうして兄弟に向かって、「あなたの目から埃を取らせてください」と言えるでしょうか。まず自分の目から丸太を取り除きなさい。そうすれば、はっきり見えるようになって、兄弟の目から埃を取り去ることができるでしょう。　　　　　　　　（マタイによる福音書）
・まず、「人を裁く judge」とは具体的にどういうことでしょうか。それを別な言葉で言うならば｢自分の基準で人の言動の善悪を判断し､それによって好悪の感情を抱く｣ということ｡｢善(と思う行為)を喜び、悪(と思う行為)を嫌悪する｣ということになる。
・その結果､その人は「自分が量ったのと同じ秤（はかり）で量り返される」と述べられている。その「同じ秤」とは、｢喜ぶ気持ち｣には｢喜ぶ気持ち｣が返り､｢嫌悪する気持ち｣には｢嫌悪する気持ち｣が返ってくるというカルマの法則を述べている。
・では､人を裁かないためにはどうすればよいのか。人の言動の善悪によって、感情を左右されないということだ。そのことを、イエスは「あなたの敵をも愛しなさい」「右の頬を打たれたら、左の頬をも出しなさい」という極端な譬えを使って表現していた。
・だから､十字架にかけられた自分を口汚く罵ったり、投石したりする群衆に対しても､イエスは神への祈りの中で、「あの人たちを許してあげてください。自分たちが何をしているかわからない（気の毒な）人たちなのです」と述べ、決して怒ったり憎んだりしていないのだ。
・続けて「兄弟の目にある埃 speck を取ろうと思う前に、自分の目についている丸太 log を取り除きなさい」と諭している。「他人の中に見える欠点が気になるのは、それは自分の中に同じ欠点があるからだ」と言われるが、まさにそのことを述べている。しかも、他人の目についているのは小さな埃であるのに対して、自分の目についているのは丸太のように大きなものだと述べている。
つまり、他人の欠点は小さなものでも気になるが、自分の欠点は非常に大きいものであっても気がつかないものだということを例えている。
・他人の欠点を見て嫌悪したり憎悪したりして心を曇らせると､自分は終末の大峠においてその数十倍も数百倍も嫌悪され、憎悪されるということを教えてくれている。
・「人を裁く」という意味は、「他人の言動に対して悪い感情を持つ」ということであると理解しておきたい。
「人を呪わば穴二つ」という諺と同じく、カルマの法則そのものを述べている｡さらにシンプルな表現として、新約聖書の中の次の言葉も記憶にとどめておきたい。
あなたがたも、もし心から兄弟を許さないならば、わたしの天の父もまた、あなたがたに対してそのようになさるでしょう。　　　　　　　　（マタイによる福音書）
■ eq \o\ac(○,29)心の中に悪い思いを持たないようにしなさい
「新約聖書が教える究極のカルマ清算法」の(７)番目は「自分が他の人からしてほしいと思うことを、他の人にもしてあげなさい」ということ。
「与えたものが返ってくる」というカルマの法則をストレートに反映した行動指針と言える。
・同じ意味の裏返しの表現である｢自分がしてほしくないことは他の人に対してもしてはいけません｣という言葉とセットで記憶にとどめておきたいと思う｡新約聖書の中では､この内容が次のように表現されている｡
他の人からしてほしいと思うことは何でも、あなたがたも他の人にしてあげなさい。
これこそが律法(the Law of Moses)と預言者たちの教えの意味するところ(meaning)です。(マタイによる福音書)

・「究極のカルマ清算法」の(８)番目は「心の中に悪い思いを持たないようにしなさい」ということ。
これは「身・口・意をコントロールすべし」という身魂磨きの要諦を述べたもの。
人の口からは心の中に溢れていることが出てくるのです。善い人は善いものを入れた蔵から善いものを取り出し、悪い人は悪いものを入れた蔵から悪いものを取り出してきます。裁きの日には、あなたがたは自分が口にしたつまらない言葉の責任を問われることになります。
自分が使ってきた言葉によって、罪があるかないかの審判を受けるのです。　　　　　　（マタイによる福音書）
口に入るものがあなたがたを汚すのではなく、口から出ていくものがあなたがたを汚すのです。（中略）
口から出ていくものは心から出て来ます。そして、それがあなたがたを汚すことになります。あなたがたの心からは、悪い思いが出て来ます。すなわち、殺意、姦淫、みだらな行ない、盗み、嘘、他人の悪口などは、あなたがたの心から出て来るものです。これがあなたがたを汚すのです。　　　　　　　　　　（マタイによる福音書）
・私たちが普段何気なく使っている言葉が､私たちの心の反映であることは言うまでもない｡｢心にもないことを言ってしまった｣という言い方をすることもあるが､そういう場合でも実際は心の奥底(潜在意識)に眠っている本音が無意識のうちに言葉となって現れたと見るべきだ｡
・心に悪い思いを抱けば、それは必ず言葉となって現象化し､善くないカルマをつくってしまうということで、まず心の調律から始めることが必要であるのは言うまでもない。カルマの清算のためには、日頃から心の中に悪い思いを持たないようにすることが大切であることを肝に銘じておきたい。
■ eq \o\ac(○,30)父と母を敬いなさい
・「新約聖書が教える究極のカルマ清算法」の最後は「父と母を敬いなさい」ということだった。一見、平凡な道徳律のように見える。儒教などでも「親孝行をしなさい」「親を大切にしなさい」と教えている。
・新約聖書が「父と母を敬いなさい」ということを大事な戒め commandment として強調していることには深い意味が隠されていることがわかる。
・まず注目する必要があるのは、「愛しなさい love」とせずに「敬いなさい respect」としたのはなぜなのかということだ。「神を愛しなさい」「隣り人を愛しなさい」というように、他の箇所では「愛しなさい」という表現が使われているのに、「父と母」に関してだけ「敬いなさい」という言葉にして使い分けているのには何か意味があるはずだ。
神は「あたたがたの父と母を敬え」と言われ、「もし父または母を罵るcurse者があれば、その者は死刑に処せられるべきである」と言っておられます。
（マタイによる福音書）
ひとりの人がイエスに近寄ってきて言った。「先生、永遠の生命を得るには、どんなよいことをしたらいいでしょうか」。イエスは言われた。
「‥‥もし、（永遠の）命に入りたいと思うなら、いましめを守りなさい」。
彼は言った。「どのいましめですか」。イエスは言われた。
「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証を立てるな、父と母を敬え』そして　『自分を愛するように、あなたの隣り人を愛せよ』です」。　　　（マタイによる福音書）
・イエスは神の言葉として、「父や母を敬わない者は死刑に処せられるほど罪が重い」と述べている。
この日本語版の新約聖書は「罵る」と訳している部分が、英訳では「curse」となっています。この言葉は「呪う、罵る」という意味のほかに「不敬」という使い方がされますので、「父や母を罵る」という行動レベルの戒めというよりも「父や母を敬わない」という心のレベルの問題と解釈すべきだろう。「敬う」の反対が「罵る」ということでは極端すぎるからです。
・「敬わない」の部分を「粗末にする」「大切にしない」という行動レベルの表現に変えれば、儒教の教えと同じような道徳律になる。しかしながら、新約聖書がここで述べているのはそういう行動レベルのことではなく、「curse（呪う、敬わない）」という「心」に関する問題なのだ。ここが重要なポイントだ。
・そもそも「父や母を大切にしない」ことが死刑に値するほど罪が重いとは考えられない。単に親孝行を奨励するためであれば、もっと穏やかな表現でもよいはずだ。たとえば「父や母を大切にしない人は幸せになれない」といった表現で十分なはずだ。
・しかも、既に父や母が亡くなった人や、親と離ればなれになって連絡がとれないような人などは、親孝行をしようと思ってもできないわけだ。そのように対象とならない人が多く存在することを「永遠の命に入るための大切な戒め」にするとは思えない。
■ eq \o\ac(○,31)親を通じて魂のグループと波長を合わせること
・私は、イエスが「父や母を敬いなさい」という戒めを強調したのは、「父や母と心の波長を合わせなさい」という意味だと解釈している。肉体的に血のつながりの濃い父や母は、霊的に見てもこの世で最も波長の合う存在だ。いわば自分と同じ魂のグループに属している先輩なのだ。既に父や母が他界している場合は、父や母は最も身近なご先祖様ということになる。
・「父や母を敬う」ということは、自分の魂の系図に連なる先祖の霊たちを敬うということでもある。私たちの指導役を務めている守護霊も、先祖の霊の中から選ばれると言われている。
・そういう意味では､父や母は（その霊は）、私たちが霊界における魂のグループとつながる時の入り口ということが言える。父や母を敬うことで、心の波長が魂のグループと同調するので、守護霊の働きも強化され、邪悪な霊のいたずらなどから防いでもらえるということだ。
・逆に、霊界の邪悪な霊たちは、魂のグループとの霊的つながりを弱くしようとしてさまざまな手を使ってくる。親子の断絶が進んだ今日のわが国社会で、悪質な霊の干渉によると思われる凶悪な犯罪が多発するようになったのも、多くの人が自らの魂のグループとのつながりを弱くしてしまっていることの現れではないか。
・超能力者のイエスにはそのような霊界のメカニズムがわかっていたので、人が自らの魂のグループとの霊的つながりを強くするための有効な手段として「父や母を敬いなさい」という戒めを強調したものと思われる。
・普通の人は「守護霊を敬いなさい」と諭されても、守護霊の姿を思い浮かべることはできないが、父や母であればいつでも瞼に浮かべることができるはずだ。いわば魂のグループの代表としての父や母を敬う気持ちを強く持てば、その心の波長は守護霊や守護神のところに届き、守護霊の指導も受けやすくなる。「敬う」「感謝する」という心の状態は、その対象と波長を同調させる上でもっとも効果的なのだ。
・逆に、そのような魂のグループにつながる入り口とも言える父や母を敬わず、逆に呪ったり、罵ったりするようなことがあれば、守護霊や守護神とのつながりも弱くなってしまう。その結果、邪悪な霊たちの餌食になりやすい状態が生まれるということだ。新約聖書によると、イエスの時代には悪霊に取り憑かれた人が非常に多かったことが記録されている。
・イエスは人に取り憑いた善からぬ霊を肉体から追い出している｡その結果､イエスの超能力ぶりが知られることになり､人びとがイエスの周りに押し寄せてくることになったのだ。
・また、聖書の戒めが父や母に関しては｢敬いなさい｣として｢愛しなさい｣としなかった理由は､｢肉親を愛する｣という気持ちは仏教で言う｢煩悩｣的なものになってしまう可能性があるからだと思われる｡自分の肉親を愛する気持ちは、現世での幸せに執着する粗い波長になり､神の繊細な波長とはかけ離れたものになってしまう｡
・ということで｢愛しなさい｣という表現では戒めの意味するところが誤解されるおそれがあるため､父や母に関しては｢敬いなさい｣という表現になったものと考えられる｡
■ eq \o\ac(○,32)人生は身・口・意の癖が形になったもの
・善くないカルマを清算するためには日々の身魂磨きがもっとも大切である、と申し上げてきた。この章では具体的な身魂磨きの実践方法をご紹介していく。
まず「身魂」という言葉の意味を確認しておく。
・｢身魂｣という言葉の「身」は「この世において形となって現れ、認識できるもの」を意味している。私たちの言動や心の状態、つまり「身・口・意」のこと。
・これに対して｢魂｣は、「普段は認識できない心の中身」ということで、「潜在意識」と言ってもよいだろう。
・その潜在意識の中に溜まっている過去の善くない身・口・意を一掃することが「カルマの清算」で、そのことを「大本神諭」や「日月神示」では「大掃除」「大洗濯」と表現していた。
・「身魂磨き」とは「大掃除が終わったあと、再び潜在意識に善くないカルマを溜めないようにするために心の習慣を改めること」を意味している。
・そのためには、まず自分の身・口・意の癖を知ることが必要。自分が日常的にどのような気持ちの持ち方をしているか（心の癖）、どのような言葉をよく使っているか（言葉の癖）、どのような行動パターンを持っているか（行動の癖）を知ること｡つまり自分の「身・口・意」のパターンを知る必要がある。
・しかしながら、自分の「身・口・意」のパターンはなかなかわかりにくいものだ。それを教えてくれるのが
カルマの法則（原因と結果の法則）なのだが､そのカルマの結果は個々の原因ごとにはっきりわかる形で返ってくるわけではない｡いろいろなカルマの原因が複合的に絡み合い､しかもかなりの時間が経ってから私たちの運命に影響してくるため､その出来事が過去のどの原因の結果なのかということがわかりにくいのだ｡
・ここに、そのようなカルマの特徴をわかりやすく説明した一文があるので紹介する。以下は『チベットの生と死の書』（ソギャル・リンポチェ・著／講談社）からの抜粋である。この文章を読むと､原因に対応する結果が必ずしも一つずつセットとなって現れてくるわけではないことがおわかりいただけると思う。
・カルマは何を意味しているというべきだろう？　
それは、わたしたちが身体で､言葉で､心で行なうことが、すべてそれに応じた結果をもたらすということを意味している。
・「たとえわずかな毒であっても、死をもたらすことがあり、たとえ小さな種であっても、大樹に育つことがある」とは、師たちのあいだで語り伝えられた言葉である。それをブッダはこう言い表す。
・「悪行を、単にそれが些細なものというだけで見過ごしてはいけない。小さな火花ひとつで、山ほどもある積みわらを焼きつくすことができるのだから。ささやかな善行を、それが恵みをもたらすことはあるまいと、見過ごしてはいけない。小さな一滴の水の雫（しずく）も、やがては大きな器を満たすのだから」。
・わたしたちの行為の結果は今はまだ熟していないかもしれない。だが、いつか必ず、ふさわしい時と場所を得て、それは成熟する。
・普通わたしたちは自分のしたことを忘れる。そしてはるか後になって、その結果がわたしたちに追いついてくる。その頃にはそれを原因と結びつけることはできなくなっている。（中略）
・わたしたちの行為の結果は遅れてやって来る。来世になることもある。そして、その原因をひとつに特定することはできない。なぜなら、どんな出来事も、ともに熟した多くのカルマのきわめて複雑な複合体であるからだ。そのためわたしたちは、物事は「偶然」起こると考え、すべてがうまくいくと、それをただ「幸運」と呼ぶ。（中略）ブッダが言ったように、「今のあなたはかつてのあなたであり、未来のあなたは今のあなた」なのだ。パドマサンバヴァはさらに言う。「過去世の自分を知りたければ、今の自分の状態を見ることだ。来世の自分を知りたければ、今の自分の行ないを見ることだ」。
・つまり、来世でどのような誕生を迎えるかは、現世における自分の行為の質によって決まるということである。ただし、行為がどのような結果をもたらすかは、ひとえにその行為の裏にある意志や動機によるのであって、行為の大小によるのではない。
― 『チベットの生と死の書』（ソギャル・リンポチェ・著／講談社）
・この文章の内容に沿って「カルマの法則」のポイントを次の６項目に整理してみた。
(１）カルマは私たちの行為、言葉、思念の結果として現れる。
(２）カルマの原因が小さなものであっても、やがて大きく育っていく。
(３）育ったカルマは相応しいタイミングで、人生に結果をもたらす。（その結果は、生まれ変わった次の人生の中に現れることもある）
(４）結果が現れるまでに一定の時間が経過するため、人はその結果がどの原因によるものかがわからなくなっている。
(５）人生で遭遇する出来事は過去のカルマの複雑な複合体なので、原因をひとつに特定することは難しい。
(６）カルマの大きさを左右するのは行為の大小ではなく、行為の裏にある意志や動機である。
(１)「カルマは私たちの行為、言葉、思念の結果として現れる」について

・カルマは善いカルマも善くないカルマもすべて私たちの「身・口・意」の結果として現れる。
・仏教で教える「因果応報の理」がまさにそのことを述べている。
・「善因善果」「悪因悪果」ということで、「身・口・意」によって作られた「因（原因）」は、必ず「果（結果）」となって人の運命に影響を及ぼし、その人生を形作っていくことになる。
・だから、人の輪廻転生が終わると言われているこの終末の時代においては、過去（または過去生）の善くないカルマを一掃し、またそのあとで新たに善くないカルマを作らないために、行為、言葉、思念を正しくコントロールする習慣を身につける必要がある。
これが「身魂磨き」の目的と言える。
・「過去の善くないカルマを清算すること」「再び善くないカルマを作らないように身・口・意をコントロールすること」の２つが大切。
(２)の「カルマの原因が小さなものであっても、やがて大きく育っていく」について
・同じ意味のことが新約聖書にもイエスの言葉として次のように表現されている。
「天の国（The Kingdom of heaven） は、一粒のからし種のようなものです。ある人がそれをとって畑にまくと、それはどんな種よりも小さいのに、成長すると、野菜の中でいちばん大きくなり、空の鳥がきて、その枝に巣を作るほどの木になります」。またほかの譬を彼らに語られた。「天の国は、パン種のようなものです。女の人がそれを取って三斗の粉の中に混ぜると、全体がふくらんできます」。（マタイによる福音書）
・この世で作った心の癖は、この世とは次元の異なる神の国や霊界においては、その何十倍、何百倍にも膨らんでしまうということです。そのことを、先ほどの文章の中で仏陀も､｢悪行を､単にそれが些細なものというだけで見過ごしてはいけない｡小さな火花ひとつで､山ほどもある積みわらを焼きつくすことができるのだから｡ささやかな善行を､それが恵みをもたらすことはあるまいと、見過ごしてはいけない｡小さな一滴の水の雫(しずく）も、やがては大きな器を満たすのだから」と述べている。
・これと同じことは、霊界行脚をしてきた超能力者として知られるスウェーデンボルグも語っている。
・結論として、神の国や霊界などの異次元においては、私たちが「身・口・意」によって作った「原因」に対して、「結果」が大きく拡大され、しかも瞬時に返ってくる。つまり、あの世では善くない原因の見返りは大変激烈なものになると覚悟しておく必要がある。この世で言う「人を呪わば穴ふたつ」とよく似た現象が瞬時に起こるということだから、そういう意味では、この世で身・口・意のコントロールができない人が神の国に行けないのは、むしろ神の慈悲心の表れと言えるかも知れない。
(３)の「育ったカルマは相応しいタイミングで、人生に結果をもたらす」
・この「タイミング」のことを、仏教では｢縁｣と表現している。｢因縁｣という言葉もありますが、カルマ（因）はタイミング（縁）を得て結果（果）をもたらす。
多くの場合、私たちが人生で出会う人がそのタイミングを作ってくれる。
(４)と(５)は既に述べてきた通りだ。
この世では、カルマの結果が現れるまでに時間がかかるため、それが現れたときには原因となる自分の身・口・意について忘れてしまっている。しかも、カルマはさまざまな原因の複合体として結果を生み出しているので、一つの原因が一つの結果とストレートにつながっているようには見えない。
・つまり、人を殴ったら必ず自分が逆の立場で殴り返されることを体験するわけではない。「殴る」という心の働きがカルマとなって潜在意識に記録され、それが大きく育つことによって、あるとき地震で家具が倒れてきて頭を直撃する、といった形でカルマが完結するということもあるだろう。また、職場の上司に不満を持っていていつも心の中で反発している人が、ある日、車を運転して交差点で停車しているところに、後方から他の車に追突される、といった形で「衝突」という心の働きが現象化するケースも考えられる。
・この人の場合、自分が車に衝突されたのは単なる偶然で、単に運が悪かったためだと考えるのが普通だろう。
まさか自分が普段から職場の上司に対して抱いている｢衝突する気持ち｣が、潜在意識の中で大きく育ち、それが車の衝突という形で実を結んだとは理解できない。
カルマの法則でもっとも留意しないといけないのは、(６)の「カルマの大きさを左右するのは行為の大小ではなく、行為の裏にある意志や動機である」について
・私たちがどういう意図をもってその行為をなしたか、ということが結果を生み出す。
・善くない意図を持たずに、知らずに行なったことに対しても、結果は必ず現れるが、それほど大きな見返りとはならない。逆に、小さな行為であっても、その裏に邪悪な意図が隠れていれば、結果は甚大な形で返ってくることになる。
・たとえば、他人にイタズラで石を投げたのが頭に当たって怪我をさせた場合、傷つける意図はなかったとしても結果として他人にキズを負わせたという行為のカルマは必ず返ってくる。
・それは、まず「大変なことをしてしまった。ごめんなさい」という反省させられる形で結果が現れる。あるいは、怪我をした本人から面罵されたり、周りの人たちから冷たい非難の目で見られるという形でカルマの結果を受け取ることになる。
・そこで、その人は「イタズラでも人に石を投げたりしてはいけない」という気づきを得ることになり、以後はそのような軽率な行動を慎むことになる。そのことによってカルマは完結することになる。
・しかしながら、もしその人を大けがさせたいという悪意を持って石を投げたのであれば、結果としてその石が相手の人に当たらなかったとしても、「人を傷つけたい」という悪意は潜在意識に植え込まれて、さらに大きく育っていくことになる。やがてさらに大きな事件の当事者として、犯罪を犯し、法律の裁きを受けて社会的に厳しい立場に置かれるという結果をまねくことにもなる。
・カルマの法則は「人に気づきを与える」という目的で働くようになっているからだ。
・自分の身･口･意の結果を知ることによって､その身･口･意の内容を改めることになれば､善くないカルマは解消され､その結果として､運命が好転していくことにもなる｡
・カルマのメカニズムをうまく表現した 『魂との対話』（ゲーリー・ズーカフ著／サンマーク出版）の中の一文を紹介して終わりにする。
ズーカフはこの文章の中で「意志と動機」のことを「意図」と表現していますが、同じ意味にとらえてよい。
■あなたは永遠に責任から逃れられない
・あらゆる行動、思考、フィーリングが、意図によって動機づけられている。意図は、何らかの結果と一体となって存在する原因である。もし私たちが何らかの原因にかかわったとしたら、私たちがその結果とかかわらないことは不可能である。このようにきわめて深いレベルで、私たちは、自分のすべての行動、思考、フィーリングに関する責任を負わせられている。
・私たちは、自分の意図の果実のすべてを、みずから食べなくてはならないのである。よって、自分のさまざまな意図を認識するとともに、どの意図がどんな結果をつくり出すかを整理し、自分がつくり出したい結果につながる意図を選択することは賢いことである。（中略）
・他人を嫌悪する人間は、他人からの嫌悪を体験することになる。他人を愛する人間は、他人からの愛を体験することになる。キリストが「山上の説教」のなかで行なった、「自分がしてもらいたいと思うことを、人にしてあげなさい」という教えは、カルマの力学にもとづいた行動指針である。個別化されたカルマの法則は、「あなたは自分が世界に与えたものを、世界から受け取ることになる」といったところだろう。
・カルマは道徳的な力学ではない。道徳は人間が創造したものである。宇宙はけっして裁かない。
・カルマの法則は、私たちの道徳システムの内のエネルギー・バランスをふくむ、あらゆるエネルギー・バランスを支配している。（中略）結果をまだ生み出していない原因のすべてが、まだ完結していない出来事である。それはアンバランスなエネルギー状態にあり、バランスがとれる状態に向かう過程にある。そしてそのバランスは、必ずしもひとつの生涯のなかでとられるとはかぎらない。―『魂との対話』（ゲーリー・ズーカフ著／サンマーク出版）
（なわ　ふみひと）

総まとめ
■世界のひな型である日本が地球の次元アップのカギを握っている。日本人が心の持ち方を改めなくてはいけない。そのことによって世界が救われる。
ユ●●が破壊役(立て替え)､日本が建設役(立て直し)。ユ●●思想は物質文明の象徴として西欧を支配している｡
日本の神道(神ながらの道)は精神文明の象徴として、東洋思想の源となっている。
・日本人が古来の思想（大和魂）に立ち返るとき、世界は救われる。宇宙人も応急措置的に助けるが、地球のことは地球人がやらなくてはいけない。（宇宙の原則）
■心に染みを残さない生き方。一番いいのは水に書いた文字。書くそばから消える。瞬間的に腹を立てたり、人を憎んだりしても、すぐに思い直して、その対象を許し、逆にその幸せを祈れること。砂に書いた文字は風が吹けば消える。一日の終わりに反省し、心のハンドルを光の方向に向けておくこと。
岩に書いた文字は、継続的に繰り返し念ずることによって、消えない文字となり、人生を狂わせる働きをする。
■人は豊かな暮らしを求めている。「豊かに生きる」ことを人生の最大の目的としている。さて､その豊かな社会とは？「ええもん食いたい、楽したい」というレベルではないですよね？豊かに生きるために自然を破壊し、リゾート施設やゴルフ場を作り､海岸線をコンクリートで固め、ゴルフ場には農薬を撒き散らして、生態系を狂わせている。これが豊かさの正体あれば、決して人生の目的にすべきものではないだろう。
■予言に必要なのは、①未来の出来事の内容、②起こる時期、③起こる原因、④回避する方法などである。
「いまのままなら、おまえたちは死ぬぞ！」というだけの予言は無責任過ぎる。しかし、世間の注目を集め、予言に対する関心を高める働きとしての予言もあるのかもしれない。⇒ノストラダムスの予言
■人々は地球のカタストロフィーが始まると、韓国やアメリカの宗教団体で…

「みんなで渡ればこわくない」という付和雷同的行動パターンをもつ日本人こそ、世紀末に集団で走りだす危険度が高い。“１００匹目のサル”現象が裏目にでるかも知れない。共時性(シンクロニシティー)、テレビによるマインドコントロール（愚民化政策）などによって、魔女狩りと集団…が各地に見られるだろう。
あなたがその一人にならないという保証はない。
■地球の次元アップの時に起こること。
①天変地異が頻発する。特に日本には集中的に起こる。
②ユ●●･フリー●●●●･ロス●●●●･ロック●●●の動きが終末のカタストロフィー現象を加速させる。
そのカギとなるものは、
■①金（経済）、■②食糧、■③エネルギー、の３つ
③日本は世界のひな型として特別な使命をもった国であり、地球の次元アップの時には日本人の中から大きな役割を果たす人物が輩出する。
(そのひな型は鎖国⇒幕末～明治維新にかけての出来事)
④日本の天皇は万世一系の由緒ある家柄であり､霊系統が乱れていないので､次の世(神世)の中心となられる人が出る｡
⑤現人類が作ってきた文明はことごとく行き詰まっており、すべてご破算となる。
⑥１４万４千人の目覚めた人たちが、備えのできた人類の多くを神の世へと引率していく。　　　　（但馬神示）
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.6.29

大事なのは「潜在意識」とは「アストラル界」である事を知ることです。



■最期に、ホ･オポノポノを世界に伝える、ヒューレン博士の「日本に対する話」を書いておきましょう。

この地球を浄化しようと思ったら、
地球アストラル界を浄化しなければならない。
その為に、ひとりひとりが「ホ・オポノポノ」を実践すれば良いのですが、
実は、地球上にアストラル界の「ツボ」があり、
それが日本だそうです。
つまり、霊的に日本で起きたことは、自然に世界中で拡散して起きる。

日本が悪くなれば世界が悪くなり、
日本が浄化されれば世界が浄化されるそうである。
そんな天啓をヨーロッパでの伝教中に受けたヒューレン博士は、
ヨーロッパよりも、日本にまず伝える義務があることを悟り、何度も来日されているそうである。
私は、ホ・オポノポノの示すように個人の祈りによって、
世界が変わることは、誇張では無く、可能であると思う。
以上http://bloom.at.webry.info/201206/article_4.htmlより
■藤原正彦　『国家の品格』
・藤原が講演で述べた内容を基礎にした本である。
・そのため、文体は口語調で、「妻を筆頭に殴りたい女性はたくさんいます」、「（什の掟は）最後の七つ目以外は納得できます」といったユーモアが効いたものになっている。
・西洋、特にアメリカの「論理万能主義」を批判し「だめなものはだめ」と主張。
・グローバリズムなどを真っ向から否定し、自国の伝統や美意識などを重んじることを説いた。
・世界で唯一の「情緒と形の文明」を持つ日本の“国家の品格”を取り戻すことを書いた。
・本文中には前著のタイトルでもある「祖国とは国語」と言う言葉が複数箇所で用いられている。

参考資料1
※日月神示（ひつきしんじ、ひつくしんじ）
神典研究家で画家でもあった岡本天明に「国常立尊」（別名、国之常立神）と呼ばれている高級神霊より自動書記によって降ろされたとされる神示。
神示とは、岡本天明氏が自動書記で書いたという神からのお告げ。
この予言は大本教の出口王仁三郎の「立替え立直し」の予言、世界の雛型理論を引き継ぐ形で、戦争末期の昭和19年から書かれ始めた。
※ひふみ（一二三）神示

日月神示は、その難解さから、書記した天明自身も当初はほとんど読むことが出来なかったが、仲間の神典研究家や霊能者の協力などで少しづつ解読が進み、天明亡き後も妻である岡本三典(みのり）（1917年（大正6年）
11月9日 - 2009年（平成21年）6月23日）の努力により、現在では一部を除きかなりの部分が解読されたと言われている。 
しかし、一方では神示の中に「この筆示は8通りに読めるのであるぞ」と書かれていることもあり、解読法の一つに成功したに過ぎないという認識が関係者の間では一般的である。その為に、仮訳という副題を添えての発表も有った。
なお、原文を解読し漢字仮名交じり文に書き直されたものは、特に「ひふみ神示」または「一二三神示」と呼ばれる。日月神示はその登場以来、関係者や一部専門家を除きほとんど知られていなかったが、1990年代の初め頃より神典研究家で翻訳家の中矢伸一の著作等により広く一般にも知られるようになって来たと言われている。

原書は『日月神示』｡この神示は漢字と漢数字とひらがなと記号などで書かれていた。
ひふみ神示は、暗号がいたるところにちりばめられており、普通に読んだだけでは、本当の意味がわからないようになっている。神の言葉通り神示は八通りにも読める。

※海の巻 第15帖 (507) 
「学や智や金がチラチラ出る様では、マコトが磨けて居らんのぢゃ、
今の法律でも、教育でも、兵隊でも、宗教でも、この世は建直らんぞ、
新しき光が生れて世を救ふのぢゃ、
新しき光とはこの神示ぢゃ、この神ぢゃ。
七つの花が八つに咲くぞ、
此の神示八通りに読めるのぢゃ、
七通りまでは今の人民でも何とか判るなれど八通り目は中々ぞ。
一厘が、 かくしてあるのぢゃ、
かくしたものは現はれるのぢゃ、現はれてゐるのぢゃ。
何でもない事が中々のことぢゃ、判りたか。」
※但馬神示　？？
参考資料２
日月神示原文と解釈　ウィキペディア・2011.6.29現在より
麻賀多神社の社務所で天明が最初に自動書記で書かされた原文は下のようなものであった。

「二二八八れ十二ほん八れ　㋹の九二のま九十の㋹のちからをあら八す四十七れる」　　
これは次の通りに読めると言われている。
「富士は晴れたり日本晴れ　神の国のまことの神の力を現す世となれる」

続いて

「卍も十も九も八きりたすけて七六かしい五くろうのない四かくるから　三たまを二たんにみかいて一すしのま九十を十四て九れ四　いま一十九十六あるか　九の九六八三たまを三かいておらぬ十こせぬ　九の四八まって二十十七一九六てある」　　
これについても読み方は

「仏もキリストも何もかもハッキリ助けてシチ難しい御苦労の無い世がくるから　ミタマを不断に磨いて一筋のマコトを通して呉れよ　今一苦労あるが　この苦労はミタマを磨いておらぬと越せぬ　この世始まって二度とない苦労である」

解釈としてはマコトの神が世に出現して神の力を現して、すべてを助け何の苦労もない理想的な世界に立て直していくが、その前には人類は未だかつてなかった程の大災厄や大試練を迎えなければならない。助かる為には身魂

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%88%E7%A5%9E%E7%A4%BA" \l "cite_note-8#cite_note-8" [9]（心、精神、身体）を絶え間なく磨き、鍛練しつ備えよ。
磨いていなければ助かることが出来ない。という内容だと考えられている。

（※日月神示の中ではこのような大災厄や大試練を大峠や三千世界の大洗濯と呼んで、多くの帖で書記されている。この大峠は我々の住むこの現界のみならず、いわゆる霊界等も含めすべての世界とすべての存在に等しく起こるとされ、森羅万象のうち何ひとつそれから免れることができるものは存在しないという。また、この現界よりもはるかに高次元で高度と思われる神界の神々や守護神といった存在でもこの大峠を越せない存在があるという。）

この
身魂磨きや心の浄化、また正しい食生活で身体を健康で強壮なものに保っていく事の大切さは日月神示の主題
と言っても良く、我々ひとりひとりがこの現界をより良く生きる為にも、この先に起こるとされる大峠を無事に乗り越える為にも極めて重大なことであり日月神示自体が降ろされた理由もこれに尽きると考えられる。
なお、日月神示はこれらの帖を手始めに昭和19年から天明が亡くなる2年前の昭和36年まで17年間にわたり書記されていく。
神示には
· 「人間の生き方」、

· 「正しい食生活について」、

· 「夫婦の本当のありかた」、

· 「霊界」の実相（霊界の事）
については節を設けて後についても書記されているなど非常に広範囲にわたっての記述が見られるが、未来に関するいわゆる「予言書」的な記述部分も多く見られる。
また、日月神示はそのほとんどが数字や記号で書記されているが、その理由を神霊自らが神示の中で

「高度の霊人となれば文字はない。ただ文字の元をなす「レ」と「〇」と「＋」があるのみ。また高度の霊人の文字として、殆ど（ほとんど）数字のみが使用されている場合もある。数字は、他の文字に比して多くの密意を蔵しているからである」（二日んの巻第十三帖）や「天人同志の文字は数字が多いぞ。天人の言葉はマコトであるから、只一言で万語を伝え得るぞ。」と「星座之巻」第十八帖、第十九帖で述べている。同様な事は18世紀の巨大な科学者にして政治家であり、また、その後半生は霊能者として有名なスェーデンの貴族であるE.・スウェデンボルグも天界探訪の事を記した自身の著作で「天人の文字は数字ばかりであった。」と書いていて興味深いものが有る。
日月神示より以前に他で出された神示類ではこのような事は見られず、神霊が「今まで他に出て居たのは皆、神示先（ふでさき）ぢゃ。ここは神示（ふで）ぢゃ。キの神示ぢゃ」（カゼの巻第六帖、第七帖）と書記させている。
また、「アメの巻」第十三帖でも「外で判らん根本のキのこと知らす此の方の神示ぢゃ、三千世界のこと一切の事説いて聞かして得心させて上げますぞや。落ち着いて聞き落としのない様になされよ。」とも語られている。

また、一方ではこの神示は単に現界に生きる人間のみならず、天界や霊界、また、その他多くの世界に住んでいる存在（神、竜神、天人、天使、霊人達）にも等しく与えられているらしい次のような記述も見られる。
「この神示は、神と竜神と天人天使と人民たちに与えてあるのぢゃ」と「極め之巻」第十八帖で述べられている。

三千世界の大道

日月神示の内容は極めて広範囲にわたり、そのそれぞれに多くの記述が見られるが最も大きな特徴は神霊自身が「下つ巻」第一帖や「黄金の巻」第二帖で
「この道は宗教ではないぞ、教会ではないぞ、道ざから、今までの様な教会作らせんぞ。」　や
「今迄の日本の宗教は日本だけの宗教。この度は世界のもとの、三千世界の大道ぞ、教えでないぞ。」

また、「アメの巻」第一帖、「〇つりの巻」第一帖の
「此の道は只の神信心とは根本から違ふと申してあろが、三千世界の大道ざぞ。」、「今迄の教ではこの道判らんぞ」と述べているように神示を宗教でもなく教えでもなく三千世界の大道だと語っている事であろう。その為に既成宗教の信仰のあり方や教えとは大きく異なるものが多く、それらを否定している記述も随所に見られる。例えば既成宗教では有名な教えのひとつとされる「右の頬を打たれたら、左の頬も出しなさい」と言う教えについてでは日月神示を書記させたこの神霊は次のように述べられている。

「右の頬をうたれたら左の頬を出せよ、それが無抵抗で平和の元ぢゃと申しているが、その心根をよく洗って見つめよ、それは無抵抗ではないぞ、打たれるようなものを心の中にもっているから打たれるのぞ。マコトに居れば相手が手をふり上げても打つことは出来ん、よくききわけてくだされよ。笑って来る赤子の無邪気は打たれんであろうが、これが無抵抗ぞ。世界一家天下太平ぢゃ、左の頬を出すおろかさをやめて下されよ」（極め之巻第十五帖）。

（この帖に関しては、幼児虐待や幼児殺しをしてしまう親が度々ニュースになるなど、説得力のない文章だと考える人や意見もある。） 

同様に既成宗教では神の「しるし」や「証し」として重要視、神聖視されている奇跡であるが、これについても完全に否定、いくつかの帖で言及され、奇跡やこれらを求め信じる人に大きな警鐘を鳴らしている。「二日んの巻」第十三帖では「地獄的下級霊の現われには、多くの奇跡的なものをふくむ。奇跡とは大いなる動きに逆行する動きの現われであること知らねばならない。かかる奇跡によりては、霊人も地上人も向上し得ない。」や「黄金の巻」第二十二帖でも「奇跡では改心出来んのであるぞ」また、「龍音の巻」第十八帖では「正神には奇跡はない、奇跡ないことが大きな奇跡であるぞ、奇跡するものは亡びる。高級霊は態度が立派であるぞ。わかりたか。」と語られている。
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また、他の多くの宗教が修行の一環や、神への自己犠牲のしるしとして断食の必要性やその意義を説いているが日月神示では断食すること自体を厳しく戒めているのも注目される。「日月の巻」第三帖では「滝に打たれ断食する様な行は幽界の行ぞ。神の国のお土踏み、神国の光いきして、神国から生まれる食べ物頂きて、神国のおん仕事してゐる臣民には行は要らぬのざぞ。此の事よく心得よ。」と述べられ、滝に打たれたり、断食するような行は低い世界の行に
過ぎず全く必要がないのだとされる。
更に、「正しい食生活について」では「食物を食べるのも喜びであるぞ。正しき食物正しく食べよ。更に喜びふへて弥栄へるのぢゃ。悪い食物悪く食べるから悪くなるのぢゃ。何も彼も同様ぞ。人民は喜びの子と申してあろう。罪の子でないぞ。うれしうれしの道あるに、何故歩まんのぢゃ。」（春の巻第五帖）と語られている。

しかし、一方で多食や肉食についてはこれを戒めており、次のような帖もある。「食物節してこそ、ささげてこそ、運ひらけるのぢゃ。病治るのぢゃ。食物、今の半分で足りると申してあらうが。遠くて近いものヒフミの食べ方して見なされよ。運ひらけ、病治ってうれしうれしと輝くぞ。そんなこと位で、病治ったり、運開ける位なら、人民はこんなに苦しまんと申すが、それが理窟と申すもの。理窟悪と申してあるもの。低い学に囚われたメクラ、ツンボと申すものぞ。」（冬の巻捕帖）
「四ツ足を食ってはならん、共喰となるぞ、草木から動物生まれると申してあろう、臣民の食物は五穀野菜の類であるぞ。」（碧玉の巻第八帖）。なお肉食についてはそれを戒めつつも、次のようにも書記させている「獣の喰ひ物くふ時には一度神に献げてからにせよ、神から頂けよ、さうすれば神の喰べ物となって、何たべても大じょうぶになるのぞ」（天つ巻第五帖）。

「人間の生き方」に関しては次の記述が代表的なものであろう。

「臣民にわかる様にいうなれば、身も心も神のものざから、毎日毎日神から頂いたものと思えばよいのであるぞ、それでその身体をどんなにしたらよいかと云ふこと分かるであろうが、夜になれば眠ったときはお返ししてゐるのざと思へ、それでよく分かるであろうが。身魂みがくと申すことは、神の入れものとして神からお預りしてゐる、神の最も尊いとことしてお扱いすることぞ」（富士の巻第十四帖）。
「目覚めたら其の日の生命お預りした事を神に感謝し、其の生命を神の御心のままに弥栄に仕へまつる事に祈れよ。神は其の日其の時に何すべきかに就いて教へるぞ。明日の事に心使ふなよ。心は配れよ。取越苦労するなよ。」（日月の巻第十五帖）と語られている。

更に夫婦のありかたについては次のように述べられている。

「愛は養はねばならん。夫婦はいのちがけで、お互にきづき合はねばならんぞ。夫婦愛はあるのではない。築き上げねばならんぞ。つくり出すのぢゃ。そこに尊さあるぞ。喜びあるぞ。」（春の巻第二十六帖）。
「家の治まらんのは女が出るからぞ。夫立てると果報は女に来るぞ。」（黄金の巻第七十二帖）、また
「妻にまかせきった夫、夫にまかせきった妻の姿となれよ。信仰の真の道ひらけるぞ。一皮むけるぞ。岩戸ひらけるぞ。不二（富士）晴れるぞ。」（黄金の巻第九十九帖）、更には「夫婦けんかするでない。夫のみいかんのでない。妻のみ悪いのでないぞ。お互に己の姿を出し合ってゐるのぞ。よく会得せよ。」（月光の巻第九帖）とあり、
お互いに信頼しきった夫婦関係が大切で真の信仰の礎であると語られている。

神の知らせと終戦

米軍のB-29より空襲をうける東京市街（昭和20年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8826%E6%97%A5" \o "5月26日" 5月26日）、渋谷川などの位置から現、渋谷区

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E5%B0%BE_(%E6%B8%8B%E8%B0%B7%E5%8C%BA)" \o "広尾 (渋谷区)" 広尾周辺上空と推定されるという。
神霊の「天明、此所をやめい」というお告げにより天明が、この空襲を受ける直前まで務めていた鳩森八幡神社はここから極めて近い距離にあった。この5月25日から5月26日未明にかけての空襲は山の手地区一帯を攻撃目標とした、およそ470機ものB-29による東京大空襲のなかでも最大規模のものであった。






空襲により焦土と化し、焼け野原になった東京市街（現、墨田区

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%A1%E5%9B%BD_(%E5%A2%A8%E7%94%B0%E5%8C%BA)" \o "両国 (墨田区)" 両国上空、昭和20年3月10日の空襲後の状況。
写真中段右下に見える土鍋型の建物は旧両国国技館）。神霊の「東京も元の土に一ときはかえるから、その積りでゐて呉れよ。神の申したこと違はんぞ。」や「江戸が元のすすき原になる日近づいたぞ。」などのお告げは、この事を指していたのか？ 東京は延べ100回以上（東京への通算空襲回数は計106回）にわたる空襲により、その約半数近くの家屋、施設が焼失した。東京では写真以外にも多くの場所でこうした惨状が繰り広げられた。

天明に日月神示が降り始めてから、まだ1年も経たない昭和20年の4月か5月のある日に（天明はこの頃は上記した東京、千駄ヶ谷の鳩森八幡神社で留守神主をしていた）、神前に座ると神霊の「天明、此所をやめい」と言うお告げが有り、これはそれから3日間にわたって連日続いたという。この後、天明が留守神主を辞職した直後の5月26日に米国軍の焼夷弾が本殿に落下し、危ういところで天明は一命を救われたという。左記の事実は岡本三典（妻）が天明から直接に聞いた話として三典の著書（『日月神示はなぜ岡本天明に降りたか』）に記されている。

前述のように日月神示の書記が始まったのは、第二次世界大戦が終結する約1年2ヶ月前の昭和19年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%8810%E6%97%A5" \o "6月10日" 6月10日からであるが、この数日後に早くも枢軸国側と日本の敗戦を告げているらしい記述が見られる。「上つ巻」第四帖(参5)（書記日、昭和19年6月13日）では「ドイツもイタリアもあてにならぬ、世界中一つになりて㋹の国に寄せて来るぞ。それなのに今のやり方でよいと思うてゐるのか。」（原文ではドイツは卍、イタリアは一十と書記されている）、更には日本がその後、国家としての存続が危ぶまれるほどの大打撃を受け、東京もあたり一帯が焦土と化し焼け野原になってしまうらしい事が、「日本の国は一度つぶれた様になるのざぞ。一度は神も仏もないものと皆が思う世が来るのぞ。」（同巻第九帖、書記日、昭和19年6月17日）、「東京も元の土に一ときはかえるから、その積りでゐて呉れよ。神の申したこと違はんぞ。」（同巻第十一帖、書記日、昭和19年6月19日）、「江戸が元のすすき原になる日近づいたぞ。」（下つ巻第十六帖(参6)、書記日、昭和19年7月21日）で書記されている。これらについては歴史が証明しているように説明は不要であろう。

一転して、終戦の約2カ月前に書記された「松の巻」第七帖（書記日、昭和20年6月23日）では「偉い人皆俘虜（とりこ）となるぞ。夜明け近くなったぞ。夜明けたらなにもかもはっきりするぞ。夜明前は闇より暗いぞ慌てるでないぞ。」とあり、間もなく戦争が終わるらしい事と指導者達（政治家高官や軍事関係者上層部）が戦犯として逮捕、収監されるらしい事がこの時点ではっきりと述べられている。なお、上記した終戦時に自殺を思いとどまった軍人達の中にはこの記述を知っていた者もかなりの人数がいたと言われている。

神示にはまた、敗戦後の復興や経済的な発展、そして日本人の精神的な凋落ぶりを指摘していると思われる帖も有るという。「アメの巻」第十四帖(参8)（書記日、昭和20年12月18日）では「今度の俘虜（とりこ）まだまだぞ、何れ元に帰って来るから、元に帰って又盛り返して来るなれど、またまた繰り返へすぞ。」や「｜三の巻」（うみの巻）第四帖（書記日、昭和22年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/8%E6%9C%8814%E6%97%A5" \o "8月14日" 8月14日）でも「出てきてから、又同じ様なこと繰り返すぞ、今度は魂抜けてゐるからグニャグニャぞ、グニャグニャ細工しか出来んぞ、それに迷ふでないぞ。」とあり、これらは逮捕、収監されていた者も釈放、解放される事。また、敗戦後の復興の反面、精神的に退廃する社会や無気力な人間が多く現われて来る様子を書記させたものだと言われている。また、「黄金の巻」第五十九帖（書記日、昭和24年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%887%E6%97%A5" \o "12月7日" 12月7日）では「金で世を治めて、金で潰して、地固めしてみろくの世（ミロクの世）と致すのぢゃ。」と語られているが、これは近年興った「バブル景気」とその崩壊を指しているのではないかと考えられている。また、2007年～2008年頃に米国より起ったサブプライムローン問題やリーマンブラザーズの破綻（いわゆる、リーマンショック）に端を発する100年に一度あるかないかと言われる全世界的な大不況と2010年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/11%E6%9C%88" \o "11月" 11月現在に於いてもなおより一層の深刻な状況にあると言われる世界金融危機 (2007年-)を指しているとも考えられる。

また、「三ラの巻（そらの巻）」第十帖(参18)（書記日、昭和22年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/3%E6%9C%883%E6%97%A5" \o "3月3日" 3月3日）では「今日働いて今日食はなならん事に皆なりて来るのざから、その覚悟せよ」と述べられており、この先の日本経済の回復や発展を望むのは、或いは極めて厳しいのかもしれないと思われる帖がある。しかし、上記の「黄金の巻」第五十九帖にあるように「金の世が金で潰されて、地固めされてみろくの世（ミロクの世）の礎になる」と述べている神霊の言葉からは、それほど絶望的で悲惨な未来を語っているようには思えないのも、また事実であろう。

未来に関しての記述

国常立尊と過去の預言者達 

日月神示には未来に関しての記述も多く、上記した第二次世界大戦で主に陸軍の軍人達がこの神示を拠りどころにしていたのも戦争の行く末やその勝敗を知りたかった事も大きな理由のひとつだったと思われる。

神示の中ではこれから起こるらしい大災厄や戦乱を「大峠」や「三千世界の大洗濯」と呼び、それらは現界に生きている人間のみならず霊界等も含めた全ての世界に等しく起こるとされ、神霊の別の言葉によれば「三千世界すべての大建替」になるという。
また、洋の東西を問わず、預言者と称される人間が過去に幾人か現れて現在の世界が大災厄と大戦乱の末に終焉を迎える事と、その後にそれまでと全く異なる新しい「理想世界」の到来する事を説いているが、それらもすべて「国常立尊」と呼ばれるこの神霊の仕組みであったと神霊自身は語っている。「一火リの巻」（ヒカリの巻）第四帖で「世界国々所々に世の大洗濯知らす神柱現はしてあろが、これは皆この方の仕組ぢゃから皆仲良う手引き合ってやって呉れよ。」と述べられ、時代や国、地域を超えて古くからこの神霊の仕組みや働きがあったものと考えられている。

なお、この先に起こるらしい未来の出来事やその対処について、神霊は
「この先どうしたらよいかと云ふ事は、世界中金の草鞋（わらじ）で捜しても九九（ここ）より他分からんのざから、改心して訪ねて御座れ。手取りてよき方に廻してやるぞ。」（松の巻第五帖）や
「世が引繰り返って元の神世に返るといふことは、神神様には分って居れど、世界ところどころにその事知らし告げる神柱あるなれど、最後のことは九（こ）の神でないと分らんぞ。」（下つ巻第二十三帖）、
「あちこちに臣民の肉体かりて予言する神が沢山出てゐるなれど、九分九厘は分りて居れども、とどめの最后（最期）分らんから、この方に従ひて御用せよと申してゐるのぞ。砂糖にたかる蟻となるなよ。」（天つ巻第四帖）と語っており、高級神霊や高級霊でも必ずしもその全てが、今後に起こる未来の正確な出来事やその結末、また救われる為にはどうすればよいのかといった対処の仕方や救済の方法を分かっている訳ではないらしいという記述が見られる。

また、「みろくの世」（ミロクの世）と神霊が呼ぶ理想世界が来る前には我々が住むこの現界でもこうした肝心な事が何もわからない神（低級な神）や霊に憑かれた怪しげな予言者や神懸り、霊懸りした宗教家（低級な神や霊が懸った宗教家）や指導者（同じく低級な神や霊が懸った霊能者やチャネラー）などが多く現れて、世の人を惑わすらしいと記されている次のような帖もある。
「夜明け前になると霊がかりがウヨウヨ、勝手放題にまぜくり返すなれど、それもしばらくの狂言。」（星座之巻第十八帖）、「世、迫って、霊かかりがウヨウヨ出ると申してある時来ているのぢや。悪かみかかりに迷ふでないぞ。サ二ワ（審神）せよ。」（春の巻第二帖）で書記され、こうした混乱も一時的で束の間のものでしかないと語られている。

しかし、一方では、「小さい事はサニワで家来の神神様から知らすのであるから、その事忘れるなよ」（下つ巻第二十六帖）や「ひむかとは神を迎えることぞ、ひむかのお役は人の病をなほして（治して）神の方へ向けさすお役ぞ」（上つ巻第五帖）と書記されている帖もあり、大きなことではなくても、国常立尊の眷属の神霊やその系統の神霊による知らせ、病気治しなどの働きとそうした仲介と役割を持つ現界の人間も存在するらしいことが述べられている。

三千世界の大洗濯と大峠 

神示には過去にも世の建替は6度あったとあり、今後に起こるとされる大建替で7度目だという。そして、これが最後なのだとも書記されている。
過去6度のそれぞれについてはその全てが現界のみの建替でしかなかった為に、すぐに元に戻り根本的な大建替にはならなかったのだという。
そして、今後に起こるとされる大建替では過去にあったそれらとは全く異なり、この現界はもちろんの事、神界、霊界、幽界等も含めた全ての世界に起こり、天明が最初に麻賀多神社の社務所で書記させられたように、文字通り「この世始まって二度とない苦労」になるのだとされる。

「松の巻」第十二帖では「前にも建替はあったのざが、三千世界の建替ではなかったから、どの世界にでも少しでも曇りあったら、それが大きくなって悪は走れば、苦労に甘いから、神々様でも、悪に知らず知らずなって来るのざぞ。それで今度は元の生神が天晴れ現はれて、悪は影さへ残らぬ様、根本からの大洗濯するのぞ。」や「天つ巻」第二帖でも「これまでの改造は膏薬（こうやく）張りざから、すぐ元にかへるのぞ。今度は今までにない、文（ふみ）にも口にも伝えてない改造ざから、臣民界のみでなく神界も引っくるめて改造するのざから、この方らでないと、そこらに御座る守護神さまには分らんのぞ。」

続いて、「戦ばかりでないぞ、天災ばかりでないぞ、上（天界）も潰れるぞ、下（現界）も潰れるぞ、つぶす役は誰でも出来るが、つくりかためのいよいよのことは、神神様にも分りては居らんのざぞ。」（同じく「天つ巻」第二帖）、更には「今度は神の道もさっぱりとつくりかへるのざぞ。臣民の道は固（もと）より、獣の道もつくりかへぞ。」（松の巻第八帖）、「今度は三千世界が変るのであるから今迄のようなタテカへ（建替）ではないのであるぞ。」（扶桑の巻第一帖）と述べられ、今までの建替とは違い三千世界すべてに渡って起こる大災厄と大建替、大建直になる事と国常立尊をはじめとした一部の高級神霊しか、それらの仕組みが分らないらしい事がここでも述べられている。

また、今度の建替と建直については次のように述べられている帖もある。「建替と申すのは、神界、幽界、顕界（現界）にある今までの事をきれいに塵（ちり）一つ残らぬ様に洗濯することざぞ。今度と云ふ今度は何処までもきれいさっぱりと建替するのざぞ。建直と申すのは、世の元の大神様の御心のままにする事ぞ。御光の世にすることぞ。」（水の巻第十二帖）とあり、今度の大建替があらゆる世界に及ぶ事とその後の建直では想像を絶するような光の世界が到来することが書記されている。

予　　兆

灼熱の太陽。神示のなかに大峠や三千世界の大洗濯が来る直前の大きな兆候として
「月は赤くなるぞ、日は黒くなるぞ」という記述があり、この太陽が光を失い真っ黒に変色するのだという。国常立尊が神示のなかで語っている「世界国々所々に世の大洗濯知らす神柱現はしてあろが、これは皆この方の仕組ぢゃから皆仲良う手引き合ってやって呉れよ」の言葉で、預言者であり、この神柱の一人と思われる「ヨハネの黙示録」を著したこの著者もそのなかで、見せられた、この世が終焉していく前半の光景で「太陽は毛の粗い布地のように暗くなり、月は全体が血のようになった。」（『聖書』 新共同訳　共同訳聖書実行委員会　1988）(参17)　と日月神示と全く同じ様相を書き記している。

上記の大峠や三千世界の大洗濯が来る直前にはいくつかの兆候があるのだと神示には書記されている。まず、天空に多くの異常が現れ本来ひとつのはずの「太陽」が複数個見られる様になるという。

また「月」にも異常が現れ太陽はその色が「黒く」月は「赤く」なり、空も赤く染まるのだという。
また、北から軍事攻撃されるのが、その始まりになるとも書記されている。これらは次のように述べられている。「北から攻めて来るときが、この世の終り始めなり、天にお日様一つでないぞ、二つ三つ四つ出て来たら、この世の終りと思へかし、この世の終りは神国の始めと思へ臣民よ、神々様にも知らすぞよ。」（富士の巻第十六帖）、「月は赤くなるぞ、日は黒くなるぞ、空はち（血）の色となるぞ、流れもちぢゃ、人民四つん這ひやら、逆立ちやら、ノタウチに、一時はなるのであるぞ。」（紫金之巻第五帖）と書記されている。

※参考記事　『ペアの太陽 - 「2012年ベテルギウス超新星爆発の予測」に関しての大騒動　』

（神示の記述にある「天にお日様一つでないぞ、二つ三つ四つ出て来たら、この世の終りと思へかし、この世の終りは神国の始めと思へ臣民よ」と神霊が語る、太陽が複数個見られる様子とは、この様な事を指しているのか？）　（In Deepより引用）

天空の異変については、上記以外にも「宵の明星が東へ廻ってゐたら、愈々（いよいよ）だぞ。天の異変気付けと、くどう申してあろがな。」（松の巻第十九帖）、更には「天の異変気付と申してあろが冬の次が春とは限らんと申してあろが。夏雪降ることもあるのざぞ。人民の邪気が凝りて、天にも地にも、わけの判らん虫わくぞ。」（夜明けの巻第三帖）、同様に「空に変りたこと現はれたならば地に変りたことがあると心得よ、いよいよとなりて来てゐるのざぞ」（ 天つ巻第十三帖）、更に「てんのゐへん（異変）気つけて居れよ。神くどう気つけて置くぞ。神世近づいたぞ」（同帖）と神示には複数の帖で書記され、天空の異変にはくれぐれも十分な注意が必要なのだという。また、「八のつく日に気つけて呉れよ、だんだん近づいたから、辛酉（かのととり）はよき日、よき年ぞ。冬に桜咲いたら気つけて呉れよ。」（下つ巻第三十帖）などでも書記されており、冬に桜が咲いたり夏に雪が降ったりといった季節の異常なども大きな予兆になるのだという。

その他、天空の異変や季節の異変以外にも神示には「世界の片端、浜辺からいよいよが起って来たぞ、夜明け近づいたぞ。」（ 極め之巻第十六帖）や「世界の片八四（片端）浜辺からいよいよが始まると知らしてあること近うなりたぞ。」（磐戸（一八十）の巻第十三帖）と書記されている帖があり、これらは最近（2011年5月11日現在から）数万人の犠牲者を出した東日本大震災やこれに遡る数年前に起こり、より多くの犠牲者をもたらした一連のスマトラ沖大地震による浜辺からの災い（巨大津波とそれによる大水害）などを指しているとも考えられ、大峠や三千世界の大洗濯が来る直前の予兆現象としては、すでに部分的にはもう起こり始めていると考えて良いのかもしれない。

大　　峠

上記した予兆の後に起こるとされる大戦乱や天変地異についての記述は神示の中にいくつか見られるが、戦乱については多くの国がひとつになって日本に攻めて来るのだという。また、時を同じくして天変地異なども起こると神示には書記されている。「富士の巻」第三帖で「メリカもギリスは更なり、ドイツもイタリもオロシヤも外国はみな一つになりて㋹の国に攻め寄せて来るから、その覚悟で用意しておけよ。どこから何んなこと出来るか、臣民には分かるまいがな。」と書記されアメリカ、イギリス、ドイツ、イタリア、ロシアなどの国の軍隊が日本に攻めて来るらしい事が述べられている。

また、天変地異については「下つ巻」第二十八帖で「またたきの間に天地引繰り返る様な大騒動が出来るから、くどう気つけてゐるのざ、さあといふ時になりてからでは間に合はんぞ、用意なされよ。」や、更にはそれだけにとどまらず、「人民のイクサや天災ばかりで、今度の岩戸ひらくと思ふてゐたら大きな間違ひざぞ、戦や天災でラチあく様なチョロコイことでないぞ、あいた口ふさがらんことになりて来るのざから、早うミタマ磨いてこわいもの無いやうになっておりてくれよ、肉体のこわさではないぞ、タマのこわさざぞ、タマの戦や禍は見当とれまいがな、神のミコトにきけよ、それにはどうしてもミタマ磨いて神かかれる様にならねばならんのざ。神かかりと申しても其処らに御座る天狗や狐や狸つきではないぞ。まことの神かかりであるぞ。」（磐戸（一八十）の巻第七帖）とあり、本当の怖さは人間の戦争や天災、また、肉体などではなくタマ（魂）の災禍の怖さなのだという。同様に次のように書記されている帖もある。「戦恐れてゐるが臣民の戦位、何が怖いのぞ、それより己の心に巣くうてる悪のみたまが怖いぞ。」（富士の巻第七帖））と書記され本当の怖さは魂のそれだとここでも述べられている。なお、神示の中で書記されている天変地異については次のような災いが起こるとされる。





神示には大峠や三千世界の大洗濯の最中になったら、この壮大で美しい富士山も遂に動くのだと記されている。

世界中が唸り、陸が海となるところや、海が陸になるところもあるという。（上つ巻第三帖）、（地つ巻第十六帖） 

大地震、火の雨降らしての大洗濯になるという。（紫金之巻第五帖） 

火と水の災難がいかに恐ろしいかを大なり小なり知らされる事になるという。（富士の巻第十九帖） 

一時は天も地も一つにまぜまぜになるという。（富士の巻第十九帖） 

天地がうなり、上下引っくり返るという。（上つ巻第二十七帖）） 

大風が起こり、大海原には竜巻が発生し、やがて火の雨と地震が、山は火を噴きどよめくという。（富士の巻第二十四帖） 

富士山がいよいよ動くのだという。（上つ巻第二十一帖） 

大地も転位、天も転位するという。（五葉之巻第十五帖） 

霊界と現界との関係

日月神示には霊界についての記述も多く見られるが、特に「二日んの巻」（ジシンの巻）や「龍音之巻」は、ほとんどがこれらについての記述である。そのなかでも、我々が住んでいるこの現界と関係が深いと思われるもので主なものを以下に箇条書きで記す。

· 広く霊界といっても神界と幽界に大別され、神界は天国と霊国に分けられ、幽界はそれぞれ、陽界と陰界に分けられる。 

· 天国には天人が、霊国には天使が住み、幽界は陽界には陽霊人が、陰界には陰霊人が住んでいる。 

· 幽界は人間界（現界）と最も深い関係にあり、初期の神懸かりの殆んどはこの幽界からの感応によるものであるから注意が必要である。 

· 幽界は本来は無いものであるが、人民の地獄的想念が生み出したものである。 

· 高度の霊がただちに肉体人に感応する事はなく、それぞれの段階を経て感応するものであることを忘れてはならない。 

· 目に見えぬ所からの通信は高度のものほど肉体的には感応が弱くなり、暗示的なものになる。下級霊は現実界と紙一重の所に住んでいる為、その感応は極めて強く人間の目にはいかにも、もっともらしく映るのでこれも注意が必要である。 

· 高度なものはその人間の心（精神）に応じてそれと同一波長の神霊に伝達され、その神霊の感応によって表現される。 

· 下級霊が懸かった霊媒の態度や所作、動作、言動は高ぶったり、威張ったり、命令したり、断言したり、高度の神名を名乗ったりするものであるがこれらは良く見極めれば判る。 

· 特別の使命を持つ天使は、最下級の霊界まで降って来て人間に特別な通信をしたり、指示したりする事がある。また天使の霊が母体（母胎）に宿り人間として生まれて来ることもある。末世にはこの種の降誕人が沢山ある。 

· 特別の使命を持つ天使は別として、人間霊以外の霊で人間に憑依するのは、日本を例にとれば神、天狗、仙人、狐、狸、猫などが大部分である。 

· 先祖霊に化けて何かを企てる動物霊が多いから注意を要する。動物霊が祖先のことを知っているのは、その憑依の対象となる人間の肉体霊の知っていることを、直ちに知り得るからである。 

· 動物霊が人間の言葉を使うのは不可解にも思えるが、それは例えれば、他人の家に入り込んで其処に有る道具類をそのまま使うのと同じ道理である。動物霊でも他の霊でも人間に感応したならば、ある程度その人間の持つ言葉を使いこなせる。日本人に感応すれば日本語を、米国人ならば英語を語ることが出来る。 

· 基本的に下級霊や動物霊は人間に感応はするが肉体の内部までは入り込めない。しかし、感応の度が強ければ入ったと同様に見える場合が有る。 

· 例外として人間の魂と動物の魂が入れ替わっている事も有る。こうした場合は肉体に入り込んだと考えて良い。例えばそれが狐なら狐の様相を露呈するから、すぐ判るが悪行を積んだ霊などの場合は、その時代時代に合わせて化けているので見破る事が中々難しい。 

· 人間霊の場合でも或種の霊は、自分自身が高度な神界に住んでいると誤信しているものがいるが、こうした霊が感応した場合は自信を以って断言する場合が多い。人間の知らぬ世界の事を自信を以って強く告げてくるので、判別は困難で多くの場合、審神者は参ってしまう。 

· 仙人というのはどんなに高度に見えるものでも、幽界に属す。なぜなら、仙人界には戒律があるからである。神界には戒律はない。真の宗教に戒律はないのである。戒律がある宗教は亡びる。しかし、神界にも仙人的な存在はある。 

· 竜体（竜神の事か？）を持つ霊は神界にも幽界にもある。竜体だからといってそれらが全て神界に属すると思うのは誤りである。 

· 先祖霊が出る場合は、何か頼みたい事が有る場合が多い。浄化した高級霊ともなれば、人間の肉体に判るような感応はほとんどない。 

· 先祖は現界に住んでいる肉体人を土台として修業するものである。また、同様に霊界に於ける自分は先祖との交流や交渉は深いものである。その先祖は神界に属する場合と幽界に属する場合とがある。神界に属するものは正流を通じて、幽界に属する場合は外流を通じて、肉体人の子孫にそれぞれ感応して来る。 

· 下級霊や動物霊の場合は「酔いどれ」のように箸にも棒にもかからない事を言ってくる。霊の要求だからといって、そのまま受け入れるのではなく、よく判断した上で処理しなければならない。 

· 霊眼で見たり霊耳で聞いたりすることは間違いが多い。霊耳は耳をふさいでも内から聞こえてくる。また、霊人と語るのは非常に危険である。 

· 物を見るのは額で見ることが重要である。額の目に見誤りは無く、額の判断に間違いは無い。また、正神からの感応は額から入り、顔面全体に及び、やがては身体全身に及んでいくものである。逆に、悪の霊が懸かった場合は肉体の背後や首すじなどから感応し、肉体の「みぞおち」あたりに集まり、そこで頑張るものである。 

· 霊覚者や行者の中には奇跡的な事や非常識な行動をする者がよくいて、一般人はそれに騙される事がよくある。これらは、いずれも下級霊の仕業である。 

· 正神には奇跡はない。高級霊は態度が立派である。 

· どんな下級霊であっても、その霊を馬鹿にしてはならない。馬鹿にすると反射的に審神者を馬鹿にして始末に負えないことになるので思慮が必要である。特にその霊が病気に関連をもっている場合は微妙である。霊には常に愛を持って接し、柔らかく持ち掛け良い方向に導いて行こうとする努力が大切である。霊の邪道的要求を受けて一時的に病気を治すと、それに倍になってぶり返すものである。 

· 悪霊自身は自身を悪だとは思っていない。 

· 霊的良識は神示や神典類によって、また体験によって養われる。更には高度の科学書も参考になる[29]。 

· 人間界（現界）のことを良く知っている霊は人間界を去って間もない霊か地上世界に長く住んでいた動物霊か、人間に憑依していた霊である。 

· 神の守護というのは人間からは全然判らないものである。判る様な守護は低い神や悪神の守護である。悪神でも大将ともなればその守護は人間には判らない[30]。 

· 日本には日本の守護の神、中国には中国の、外国には外国のそれぞれの守護の神がいる。 

· 今の人間は9分9厘は幽界との繋がりを持つから、よくよく自分自身を審神し反省する必要がある。 

· 霊媒を通じてこの世に呼びかける霊の9分9厘は邪霊である。今後は更に激しくなる。 

· 少しでも、怪しいと思った場合はそれが神の言葉でも裏表の見境もなく闇雲に信じてはならない。例え神の言葉でも自分で一応考えて、審神する事が重要である。 

· 悪神が懸かった時は自分では偉い神様が乗り移ったと信じ込む場合が多い。それは自分の天狗のような高慢な心が原因である。 

· 我は「天照大御神」などと名乗る霊にろくなものはいない。こうした霊に憑かれた人間は例外なく大言壮語するものであり、眉唾ものである。 

· 幽界霊も時によっては正しく善なる事を言うが、それはただ言うだけである。例えるなら悪人が口先だけで善を語るようなものである。 

· 良い言葉ならば、たとえ悪神が語ってもいいのでは？とも思えるが、それは理屈である。真の善言や真言は心、言葉、行ないが一致しているから直ちに力を持つが、それらが一致していないと力は出ないのである。言葉の上のみ同一であっても例えば、同じ「はい」という返事でも喜びの時と不満の時とでは違うように、偽りの言葉は落ち着いて聞けば判るものである。 

· その人間の心に相応した神しか拝めない。悪い心で拝めば、どんなに立派な神前でも悪神が感応する。逆に悪神を拝んでも正しい愛や喜びがあり、善い念が通じるならば悪神は引っ込んでそれぞれの善い神が現れる。 

· 2重3重人格というのは2重3重の憑き物の転換によるものであり、群衆心理とはその時の一時的な憑依霊達の仕業である。また、流行病のほとんどが邪霊集団の作用や仕業によるものである。 

· 霊人には何でも判っていると思うのは大きな間違いである。 

· 人は死ぬ時の想念がそのまま続くので、その想念に応じた世界に住むことになるのである。この世を天国として暮らしていた人は天国へ、地獄と感じて生きていた人は自ら地獄的な想念を作り出してそのような世界に住むことになる。 

· 神界より真っ直ぐに感応する想念が正流である。幽界からや幽界を経て流れてくる想念が外流である。 

· 神的自分が本守護神であり、霊的自分が正守護神である。また、幽界的自分が副守護神である。本守護神は大神の歓喜である。 

· 偶然の真理を悟る事が大切である。この世に偶然というものは、ひとつも存在しない。高い所（神界、天界）から来るから人間には偶然や奇跡と見えるのである。神からの現われであり、その手順が現界の人間には全く分からない為にそう見えるだけである。これが判れば大安心、立命である。 

· 人間の肉体は最底部をなすものであるから、肉体的動きの以前において必ず霊的動きが有る。また、肉体的には小さな行為であつても霊的には大きな意味や働きをしている場合が多い。 

· 天界で起こった出来事は必ず現界にも起こる。しかし、その時の現界の状況にもある程度左右され、早くなったり逆に遅くなったりする場合がある。また、時によっては順序が違う場合もある。

· 天人や天使の行為が人間にうつるのであるが、逆に人間の自由や能力の如何によっての行為も天界や霊界に反映する。日本や外国では土地が違うように天界へのうつり方も違うのである。 

· 悪い事（天災や戦争や世の中の騒動や混乱等）を待つ心は魔の心である。いつどこにそれらが来たり、起ったりするのかと待ち望んでいるような心は悪魔に使われているのである。 

その他エピソード等

· 天明が知人である高田集蔵の誘いで、昭和19年6月10日に千葉県印旛郡公津村台方（現・成田市台方）を訪れたのはその近くに「どぶろく」を造っている家が在り、そこに行けば「どぶろく」を飲めると言う事が最初の理由だったらしい。当時は戦時中でもあり酒には不自由していた時代であった。天明自身は酒がかなり好きだったといわれる。しかし、先方の都合で結局、酒は飲めなかったという。 

· 天之日津久神社に参拝し、自動書記も終えて無人の社務所で休んでいた時に籠を背負った農家風の老婆が現れ天明と親しくなり、社務所にあった御神酒を2人で平らげてしまったという。老婆はまるでここの主でもあるかのように、遠慮もなく酒瓶を持ち出して来て、天明に酒を飲むように勧めたという。その雰囲気は天明にお酌し勧めながら、そしてまた自分も共に飲むといった感じで、自然で上手だったと天明は後に語っている。その後も、上機嫌となった老婆は「私の家はこの近くだから案内する。何かとお話を伺いたい。」と天明を誘い、神社近くの老婆の裕福そうな家でたらふく御馳走になったという。 

· この2年後に天之日津久神社近くに天明は住むことになるが、この老婆にまず、挨拶しようと老婆の家を探したが家もなく老婆もおらず（天明の後の述懐によれば、そこに家があったと思われる痕跡すら無かったという）、近所の人に聞いても分からず、浦島太郎になったような釈然としない不思議な気持ち（天明の言葉によれば、「今浦島のような気持ち」）だったという。 

· 岡本三典によると天明は神示が降ろされてからも、しばらくの間はそれを全くと言っていいほど読む事も出来ず内容も解らなかった為、下級霊の仕業に依るものだと思っていたらしい。その為に書記された原文も放って置いたり、中には捨ててしまったものさえあったという。神示の重要性を最初に気付き天明に知らせたのは、「大本」時代からの知り合いである「矢野新（矢野シン）」（海軍大佐の矢野祐太郎の妻）だったと言われている。この矢野新は優れた霊能者であり天明から原文を見せられた時に、即座にその重大性を直感、認識し「これは正真正銘の太神様の御真筆ですよ」と顔色を変えて答えたという。 

· この後、矢野が呼びかけ幾人かの霊能者や神典研究家が集まり神示の解読を目的とした研究会が誕生。神示は少しずつ解読されていったという。 

· 上記の矢野以外で早い時期（三典の著書では矢野が原文を見せられる前だった可能性が高い）に神示の重要性に気付いた、もう一人の人物が天明と同じく鳩森八幡神社で留守神主を務めていた「法元」だったという。法元も陸軍大佐であり、軍人達の中（特に陸軍内）に日月神示を知っている者が多かったのはこれが大きな理由のひとつだったと思われる。また、神示が散逸せずに無事に残ったのもこの法元のおかげであったと三典は自著で記している。 

· おそらく法元は八幡神社で勤務していた時に、天明が自動書記で神示を書かされる場面を垣間見た事があり、その姿や雰囲気（多分、書記している時の天明の表情と書記されていく速度の猛烈な速さ）に大きく感銘を受け心を動かされたものと思われる。軍人でありながら留守神主の一人に任命されている事からも法元自身が、こうした事を目の当たりにしても、それを冷静に観察し受け入れて認められるだけの相当な神道知識と素養（ある程度の霊能力も併せ持っていた可能性がある）を持っていたと考えられ、この「法元」という名前、或いは名称もそれに基づく「神号」か「道号」または「雅号」だと推測される。また、書記後の天明の別人のような神示の無雑作でぞんざいな扱いぶりに危機感を抱き、自身が神示の保存と保管に非常に心を配ったと考えられる。しかも、陸軍大佐という高位の立場にあった為、陸軍内における発言力や影響力もある程度大きく、この神示の重大性を上層部や仲間の軍人達に報告、進言し神示が軍内に知られる大きなきっかけになったであろう事も同じく推測される。 

· その後に天明自身も神示の重要性に気付き書記されたものを清書したりしていたが、清書した神示のいくつかは、神前に供えていたところ霊化して消えて無くなってしまったという。（清書したものが消えて、原文は残っていたと思われる。） 

· 天明自身はもともと、かなりの小食家だったが神示が降りる前には更に少なくなり、1日に餅1個やリンゴ1個しか食べない日が続いたという。それでも本人は元気で気分は至って爽快だったらしい。 

· 神示の中で「天明は神示うつす役、書かす御役」（極め之巻第十帖）や「天明は神示書かす御役ぞ、陰の役ぞ」（地つ巻第二十九帖）、また、「夜明けの巻」第十三帖でも「天明は神示書かす役ぞ。アホになれと申してあろが、まだまだぞ」などと書記されているが、神霊も天明に懸かるのが難しい時や苦労した場合もあったらしい。それに関して次のように神霊が述べている帖がある。「天明阿房（あほう）になりて呉れよ、我すてて呉れよ、神かかるのに苦しいぞ。」（地つ巻第十二帖）。
「テンメイかいしん（改心）まだまだのまだであるぞ。」（黄金の巻第二十五帖）(参10)

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%88%E7%A5%9E%E7%A4%BA" \l "cite_note-34#cite_note-34" [35]。 

· 国常立尊の姿については、「下つ巻」第三帖で「この神のまことの姿見せてやる積りでありたが、人に見せると、びっくりして気を失ふもしれんから、石にほらせて見せておいたのにまだ気づかんから木の型をやったであろうがな、それが神の或る活動の時の姿であるぞ、神の見せ物にしてはならんぞ。」や「天つ巻」第四帖でも「この方は元の肉体のままに生き通しであるから、天明にも見せなんだのぞ。」
また、「水の巻」第十帖でも「此の方の事何れ判りて来るぞ。今はまだ知らしてならん事ぞ。」と書記されているが、天明自身も若い頃に所属していた「大本」の「出口王仁三郎」によると、その姿は光明に輝き、切れ長の深いまなじりに光をたたえた、「八握の神剣」を腰に帯刀した白髪の老神だったという。（出口和明『（実録　出口王仁三郎伝）大地の母3巻　地獄の釜』）。
また、同じ「大本」の「出口なお」も霊夢で見た国常立尊の姿は純白の衣冠束帯で剣も白金の光芒を射放つ、眩いばかりの神だったという。（出口和明『（実録　出口王仁三郎伝）大地の母4巻　立春の光』）。 

· 神示によると世の中が乱れたのは人間界（現界）からではなく、神界からなのだという。「んめの巻（梅の巻？運命の巻？）」第十帖で「世は神界から乱れたのであるぞ、人間界から世建直して地の岩戸人間が開いて見せると云ふ程の気魄（きはく）なくてならんのざぞ、その気魄幸はふのざぞ、岩戸ひらけるぞ。」と述べられ、人間界側からの努力が大切なのであると語られている。また、同巻の第二十四帖でも「人民も磨けば神に御意見される程に身魂に依ってはなれるのであるぞ、地の日月の神と栄えるのざぞ、何より身魂磨き結構。」とも書記させている。 
※後に妻となった三典の次兄の高木猛雄は陸軍中佐でした。日本を神国なりと固く信じておりましたから、大東亜戦争が苦戦となっている今、神の啓示が出ない筈はないと思って、日本中から勝れた霊能者を探し出し、箱根の「日本精神道場」に集めようとしていました。 
　ある時兄から、自分は忙しいので代わりに行って、「[image: image3.png]


 神示」なるものを頂いてくるようにと言われ、私は初めて天明先生宅を訪れることとなりました。…
*-*-*-*-日本人はレムリア人の末裔(？)ゲリー・ボーネル
（『アトランティスの叡智』ゲリー・ボーネルがアカシックレコードから解釈した物語P140～ ）
・四万二千年前､当時の地球人口は５億人ほどで､人々は地熱で暖められた谷に住んでいた。その地球規模のコミュニティはレムリアと呼ばれていた。
・現在の科学者が推測するよりもずっと大量の氷が大陸に存在し、地球に散在する人々が住む谷は、創世記にあるエデンの園のようだった。
・そのレムリア文明に一つの魂が地球とよく似たシステムからやってきた。現代の科学者がおおいぬ座のシリウスと呼ぶ惑星系だった｡レムリアの習慣にしたがい､その魂はサナンダ(｢最も輝ける星｣の意)と呼ばれた｡
・サナンダは早くから優れた資質を見せ、二十歳までに伝説的な存在となり、レムリアの共同指導者になる。
・レムリアの共同統治者になってから二百年目、世界摂政になるように要請されたが、この申し出をしりぞけ、代わりにレムリアの人口の約3分の１にあたる人々を連れて、大移動を開始した。レムリア文明の中心からの移動に、当時の最高の頭脳や技術をもった人々が参加した。
・このグループは、今は日本海となっている谷にあった故郷から、ベーリング海峡を覆っていた氷河を超えて、最終的に現在のカリフォルニ州の海岸沖にある谷へ定住した。(現在のサンタモニカ湾)。
・新しい故郷を目指す異国への旅の途中、出会うサブカルチャーの素晴らしいマインドを持つ人々にも声をかけていった。
・レムリア文明の中心地は日本海にあり､ベーリング海峡を渡ってカリフォルニアに達した。
・ベーリング海峡のエスキモー、カリフォルニア近郊のインディアン諸部族はレムリア人の末裔。

・カリフォルニアのサンタモニカ湾についたサナンダ達が建設した新しい都市が「ムー」と呼ばれた。（P342）

・サナンダの時代から数百年が経ち、地球の大気を通じて差し込む太陽光が増え、地球全体の温度が数度上昇した。海面の上昇につれて、ムーの谷に水が押し寄せてきた。　…

・彼らは現在の中国のある場所へと戻り、黒河のそばの現在のゴビ砂漠のあたりに、以前の神殿とよく似た７基のピラミッドを建設した。(P344)

・日本と中国のある地域（チベットのことか？：注）に転生した魂は、より確かにユニティ(統一･まとまり)へとシフトすることが可能。地域的な遺伝子を中心に持っていること、そしてレムリアを起源とした血族からの特定の「遺伝的価値観」を受け継いでいる。」（P352）
-*-*-*-*-『龍蛇族直系の日本人よ！』浅川嘉富

・世界に散らばる龍蛇族系宇宙人のトップは、日本のスメラミコトである!
・大国難に直面する日本人の秘された遺伝子を直撃
・活性化させる超パワー注入本!自覚せよ!立ち上がれ!!
・新生地球の命運が日本人に託されているぞ――

・日本の神話に隠された日本人のルーツは、龍蛇族系の宇宙人であることを突き止めてしまった著者浅川嘉富の下に、マオリ族よりはるかに古いルーツをもつワイタハ族から招待状が届いた。

・ワイタハ族長老と共にニュージーランドのパワースポットを巡り、封印された龍神数千体を解き放ったとき、ワイタハ族の長老から聞かされた言葉、それはまさに驚愕であった。「われわれ世界に散らばる龍蛇族のトップは日本の天皇家である。
・われわれは時めぐり来て龍神の封印をとく日本人が来るのを待っていたのだ」と。グレーゾーンは調査必要

